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　序章　春の日の箱庭







　五年近く、邸やしきの外に出ることなく過ごした。

　――春の盛さかりのあの日に、彼と出で逢あうまで。




「朧ろう月げつちゃ～ん。そろそろ寝しん台だいから出てきませんかぁ？　もうお外は明るいですよぅ」

　鎧よろい戸どまで閉ざした、暗い部屋の中。

　友人に呼びかけられた朧月は、頭まで毛布をかぶった怠たい惰だな格好から、もぞりと顔を上げた。朝か、と思い、ぼやけた声で訊きく。

「星せい彩さい……お天気は？」

「よく晴れて、春らしいお出かけ日び和よりっすよ」

「えー……晴れ？　それじゃわたし、溶とけそうだから出たくないなあ……」

「そんなまさかぁ。幽ゆう鬼きのあたしでも平気なのに、生きてる朧月ちゃんが日の光で溶けたりするもんですか」

　明るく笑う星彩の姿は、まるで陽かげ炎ろうのように透けている。特に足はほとんど見えない。彼女が幽鬼――死者の霊れい魂こんだからだ。

　しかし、すでに亡なくなっているという点を除けば、色気のある可か愛わいい顔に声、腰のくびれた身体からだつき、そしてめずらしい撫なでし子こ色の髪を兼ね備えた、世にも稀まれな佳か人じんである。朧月にとっては、姉のような存在だ。

　星彩は、往おう生じよう際ぎわも悪く寝床にこもる朧月のそばに舞い降りて、その頰ほおをつつく。

「もう三日もお部屋から出てないんすから、いいかげん空気を入れ替えなきゃだめですよ～」

「わかるけど……ほら、窓を開けると、塀へいの外にいる人の声が聞こえるでしょう？」

「ですね」

「……わたし、ざわめきってすごく苦手なの」

「てか朧月ちゃんは、そもそも、生きてる人間そのものが苦手じゃないっすか」

「さすが星彩、わたしのことを理解してくれてるわね」

「可愛い顔で褒ほめても、今日は甘やかしませんよ？　せめて窓くらいは開けてくださいな」

　やさしい言い方だ。外の世界が苦手という、ひ弱な引きこもりの朧月を気遣って、幽鬼の友人はだいぶ譲じよう歩ほしてくれている。

　思いやりをむげにするのも嫌だし、窓を開けて、日向ぼっこならぬ日陰ぼっこでもするか。

　彼女なりに妥だ協きようして、朧月はようやく身を起こした。

　嫌な夢を見た余よ韻いんだろうか、軽く頭痛がする。今日も目覚めは最悪だ、と嘆たん息そくしたとき。

「――姫さま、いる？　てか、いないわけないけどさ」

　ひょっこり顔を見せたのは、邸で働く少年だ。

　少年は中ちゆう秋しゆうの月のようにきれいな顔とはちぐはぐな、やる気のない口調で続ける。

「刺し史しさまが呼んでたよ。なんかよくわかんないけど、急ぎの用みたい」

「兄さまが……？」

　朧月は目をみはった。

　あの兄が朧月を呼ぶなんて、めずらしいことだ。

　正直なところ今日は、いや今日も部屋の外には出たくない気分だったが――

（……さすがに、兄さまは無視できないわよね）

　多忙な兄に、わずらわしい思いをさせるのは気が引ける。

　後ろ向きに結論を出すと、星彩に手伝ってもらって身なりを整え、執務室に向かった。

「静せい心しん兄さま。……朧月です」

　兄――玄げん静心は、古びた黒こく檀たんの机の前にいた。仕事熱心な刺史は、一日の大半をこの整然とした空間で過ごしている。

　感情の起伏が薄そうな無表情はいつもと同じだが、切れ長の瞳に悩みの色がうかがえる。

　何か問題があったのだろうか？　と不安になる朧月を見やると、静心は「来たか」と口くち火びを切った。

「そなたに悪い知らせが三つある。まず、主しゆ上じようがそなたを必要としているそうだ」

「…………は？」

　予想もしなかった内容に、朧月はぽかんと口を開けた。

　今きん上じよう陛へい下かが？

　辺境にこもりきりで、何も芸のないわたしなんかを……一体、なんのために？

　怜れい悧りな兄らしくない冗談かとさえ思ったが、続く説明で、殴なぐられたような衝撃を受けた。

「そなたの『双そう界かいの瞳』だ。その異能で、皇宮のとある問題を解決してほしいそうだ」

「!?　皇宮の問題って……それじゃ、まさか」

「その『まさか』だ。そなたはすぐに皇宮に行かねばならぬ」

「そ、そんな……絶対に無理です兄さま！　わたしは、この邸の外にすら出られないのですよ？　なのに皇宮だなんてッ」

「まあ、そう言うだろうと予想はしていたがな」

　素す手でで龍と戦えと言われたかのように青ざめる妹に、静心はあくまでも淡々と、

「悪い知らせの二つ目だ。皇宮からの迎えは、すでにそこに来ている」

「来て……？」

　激しく動揺して振り返り、朧月は、ひゅっと息をのんだ。




　いつのまにか――扉とびらの横に、一人の青年が立っていた。




　大人おとなびた雰ふん囲い気きだが、十五の朧月とそれほど歳としは離れていないだろう。

　細身で動きやすそうな戦せん袍ぽうをまとい、腰帯に銀装飾の刀を差しているので武官だとわかる。

　こちらを射い抜ぬく瞳は青く燃えていて印象的だが、それは左目のみだ。右目は刀の鍔つば風の眼がん帯たいでしっかりと隠されている。

　一本に編んだ銀髪の輝きといい、まるで抜き身の刃やいばが人の形をとったかのような鋭えい利りな空気の持ち主ぬしだ。

　――しかしそんなことよりも朧月にとって衝撃的なのは、彼が生きていて、しかも知らない人だということで。

「きゃああああああああああああああああああッ!!」

　青年が口を開きかけた瞬間、朧月はたまらず悲鳴を爆発させた。
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　執務室から飛び出して、何度も転びかけながら廊ろうを走り、我に返ったときには暗く閉ざした空間で小さくなっていた。

　乱れた自分の鼓こ動どうと息遣いを耳ざわりに思いながら、朧月は必死で頭を整理する。

（あの方が……皇宮からの迎え？）

（わたしを連れていくよう、主上に命じられてきた人、ということよね……）

　見るからに強そうだし、怖こわそうな青年だった。

　悪い意味で想像力がたくましいせいで、力ずくで皇こう都とに連行される自分を想像してしまい、さらに血の気が引く。

（ど……どうしよう!?　どうしたらいいの？）

　永遠にこのままでいられるとは思っていなかったが、まさか突然こんな形で脱・引きこもりを迫られるなんて。予想外にも程がある。

　逆らえば刺史である兄に迷惑がかかるだろうから、行かないという選択肢は自分にはない。

　理性では理解しているが、それでも、行きたくないとしか思えなかった。

（だって外の方と関わって、また、五年前と同じことを繰くり返してしまったら――最悪だし）

（……あ、でも兄さまは、悪い知らせは『三つ』とおっしゃってたわよね？）

（じゃ、最後のひとつは……何？）

　今でも十分すぎるほど衝撃を受けているのに、まだ何かあるのか？

　ひどく気がかりだが、執務室に戻る勇気などなく、朧月は膝ひざを抱かかえて途と方ほうに暮れた。

「絶対に行きたくない……！」







　第一章　百花神仙の降り立つ宮へ







　一方、執務室。格こう子し窓の外では、のどかな鳥の声が響く中。

　朧ろう月げつを恐怖のどん底に突き落とした青年――劉りゆう蒼そう刻こくは、彼女のあんまりな反応に、言葉をなくして突っ立っていた。

（……俺は今、そんッッッなに怖こわい顔をしてたか？）

　目つきが悪いせいで、普通にしていても「にらむなよ」だの「なに殺気出してんだよ」だのと誤解されるのは日常茶さ飯はん事じだ。だから今回も、あの見るからに気弱そうな少女を怯おびえさせてしまったのだろうと見当はつく。

　つくが、初対面で「あの噂うわさ」を知らない女子に悲鳴を上げて逃げられた虚むなしさが消えるわけではなく。

「劉武官」

　これでも元からない愛あい想そを振りしぼってあいさつをしようとしたのにと、内心やさぐれる彼に、玄げん静せい心しんが抑よく揚ようのない声をかけてきた。何を考えているのか、いまひとつ読めない声だ。

「今のが我が妹、姚よう朧月だ。あれほど機き敏びんに動く姿は兄の私も初めて見たが。意外に貴き殿でんとは相性がいいのかもしれんな」

「皮肉で追い討うちをかけるな。……あいつがどこに行ったか、わかるか？」

「無論だ。だが、あわてて追う必要はない。あれは世界の終わりが来ようとも、自分では邸やしきの外に出られぬからな」

　淡たん々たんとのたまうと、静心は冬の湖の色をした瞳をこちらに向ける。

「ずいぶんと驚かれたようだな」

「……黒こく烏う州刺し史しの妹は、幽ゆう鬼きを見る『少し風変わりだが、のんびりして可か愛わいらしい天然公こう主しゆ』だと聞いてたからな」

　噂と違いすぎだと正直にぼやきかけた蒼刻に、静心はさらりと裏事情を暴ばく露ろしてのけた。

「その響きのいいあだ名なら、私が適当にでっちあげて流る布ふさせたものだ」

「あんたが!?　なんでそんなことを」

「元の噂は『黒烏州刺史の異い母ぼ妹まいは、幽鬼を見ることができる』という部分だけだったのだ。しかしその上に、引きこもりで人間恐怖症で後ろ向きでお世せ辞じにも明るくない娘だという事実まで流布してはまずいと思って、我が手の者を使って先に噂をでっちあげただけのことよ」

　どう考えても「我が手の者」とやらの使い方が間違っている。蒼刻は半はん眼がんになった。

「淡たん白ぱくそうな顔して何やってんだ、あんたは」

「刺史の職務はすべて果たしているし、別に噓うそは流しておらぬ。あれが風変わりな娘なのも、キビキビしていないのも、非常に愛らしい容姿だというのも本当のことだ」

　口調も変えずに平然とのろけて、蒼刻をコケさせた黒烏州刺史は、見た目だけならいかにも怜れい悧りそうな青年だ。

　痩やせているが弱々しさはなく、さながら精巧に削けずり上げた氷像のよう。

　あの内気で気弱そうな妹との共通点は、さしあたり漆しつ黒こくの髪しか見つからない。

　……淡々と妹の短所を並べておきながら、最後に堂々と「可愛い」と言い放つあたり、確実に何かがズレているが。

「その人間恐怖症っていうのはなんだ？　幽鬼は平気なくせに、生きてる人間が怖いのか」

「正解だ。貴殿には理解できぬようだが、あれは過去にいろいろとあったのでな」

「過去に……？」

「私にそこまで教える義務はない。知りたければ、あれに直接訊たずねるがよかろう」

「……あれにか」

　初対面の衝撃を思えば、勅ちよく命めいを無視して帰りたいくらいなのに、難題を押しつけてくれる。

（ったく、なんで俺がこんなこと……）

「そのくらい訊きけぬようでは、二人であの条件をこなすことなど不可能であろう」

「わかってる」

　静心が妹に教えそこねた「悪い知らせ」の三つ目――あの条件。

　蒼刻にとっても面倒くさい条件だが、人間恐怖性の少女に、あれはさらに重荷だろう。

「我が妹は、離れの滴てき翠すい楼ろうにいる。お手数だが迎えに行っていただけるか」

「って、あんたは仲立ちしてくれないのか？」

「我が妹を一人で説得もできぬようでは、あの条件をこなすことなど不可能ではないか？」

「…………」

　先ほどと同じ調子で切り返され、蒼刻はやはり返す言葉がなかった。

　静心が突きつけてくるのは正論なのだが、なにやらいびられている気分にもなる。

　あの条件は、無表情のくせに妹大事らしい彼にとっても、おもしろくはないはずだから。







　正せい房ぼうからほど近い滴翠楼は、こぢんまりとした離れだった。花窓などの装飾はちっとも今風ではないが、掃除が行き届いているので、雰ふん囲い気きは悪くない。

　少女はよほどあわてて逃げたようで、花か瓶びんを倒したり香こう炉ろを転がしたりといった痕こん跡せきを、廊ろうのあちこちに残していた。

（ここが噂の『幽ゆう鬼き院いん』か。……見た感じは、普通に腐くさりかけの邸だよな）

　この邸には黒こく芳ほう院いんというちゃんとした名前があるのだが、朧月を慕したう幽鬼が集まり、またそれを大胆にも静心が小間使い代わりに働かせているせいで、州民から「幽鬼院」と呼ばれてしまっているのだという。

（今もどこかに幽鬼がいるのか……？　あんまりそんな感じはしねえけど）

　静心に教えられた奥の間は、想像していたよりもずっと平へい凡ぼんで質素な女の部屋だった。

　古くさい屏びよう風ぶ。角にほころびがある衝つい立たて。弦げん月げつと蝶ちようの飾りがついた、小さな鏡きよう台だい。

　――が、あの面倒くさい少女の姿が見当たらず、首をかしげたときだ。

（衣い裳しよう櫃びつ？）

　ほかの家具と同様、淡あわい色の花か梨りんの材でできた大きな衣裳櫃に引きつけられた。

　一瞬、そこから気配を感じたのだが。

（……いや、そんなまさか）

（仮にも刺史の家柄の娘が、あんなところにひそむわけないよな？　ないだろ？）

　勘かんが外れてほしいと思いながら、図案化された蝶が舞う蓋ふたを開けてみると――

　いた。

「……ッ……！」

　声にならない悲鳴が、中で息をひそめていた少女の喉のどに絡からむ。

　しかし、蒼刻だって驚いていた。本当にこんなところに隠れているなんて、だれが思うか！

（天然公主っていうか、単なる珍ちん獣じゆうに思えてくるんだが……？）

　常識はずれの感性についていきそびれつつも、蒼刻は初めて朧月とまともに向き合った。

　十五歳だと聞いていたが、もっと幼おさなく見える。

　黒髪は長く、その陰で、翡ひ翠すい色の大きな瞳が今にも泣きだしそうに揺れていた。

　華きや奢しやで、繊せん細さいそうで、怯えた仔こ猫ねこを連想させる――蒼刻の苦手な種類の娘にしか見えない。

　困った。だが、落ち着いてもらわないことには話もできない。

　とにかく声をかけようとしたとき、突然、妙な声が耳に飛びこんできた。

「あ……にするんすか！　い――朧月を……たら、あたしが……らねッ！」

（なんだ？　この途切れ途切れの声は）

　幻げん聴ちようには思えず眉まゆをひそめた蒼刻の前で、朧月がはっと口元を押さえた。

　彼女はまるで虚こ空くうを見る猫のように、蒼刻の後ろあたりに視線を向け、言う。

「ま、待って星せい彩さい。わたしはまだ大丈夫だから、そんな強烈な呪のろいはかけなくても」

「呪い？」

　物ぶつ騒そうな言葉に驚き、そのはずみで朧月の肩に手を添えたとき、蒼刻の目にもそれが映った。

　――空中でふわふわと揺れる、撫なでし子こ色の髪が。

（幽鬼か!?）

　反射的に腰の刀に手が伸びるが、その幽鬼が女だと気づいて、とっさに思い留とどまる。

　華はなやかな衣裳の似合う佳か人じんが、空中に浮かんでいた。形よい眉を限界までつり上げた怒りの表情で、蒼刻をにらんでいる。

　不思議と怖くはないが反応に迷っていると、彼女の声が次第にはっきりと聞こえてきた。

「朧月ちゃんにひどいことしたら、あたしが許さないんですからね！　ばか！　てっぺんからハゲちゃえ！　ハゲたところからワカメが生えろって怨おん念ねんを送ってやる！　この××で○○な△△――って……あら？」

　女が言うことかという雑ぞう言ごんをひとしきり爆発させた後、幽鬼はふと動きを止めた。

　蒼刻が彼女をまじまじと凝ぎよう視ししていることに、ようやく気づいてくれたらしい。

「え～と……武官さん、もしかして、あたしのこと見えてますか？」

「ああ。というか、今見えるようになった」

　幽鬼を見たのは初めてだ。しかも、こんなにはっきりと。

　身体が透けているところ以外は生きている人間と変わらないので全然怖くはないが、さすがに面めん食くらっている。

「あ、そっか、朧月ちゃんの双そう界かいの瞳の力で……うわ、やっば～」

「ヤバいってのは、今の悪あつ口こうのことか？　だったら俺は別に気にしてないぞ」

　気まずげに目をそらした幽鬼を、蒼刻はうっかりまじめにとりなしてしまう。

　国軍で罵ば詈り雑言は聞きなれているので、気にしていないのは本当だが。

「――それより、姚朧月」

　乱入者たる幽鬼がおとなしくなったところで、蒼刻は改めて朧月に向き直った。

　目が合ったとたん、ひッ！　と息をのまれてしまい、地味にへこむ。そんな手て籠ごめにされる生き娘むすめみたいな悲鳴を上げなくても。

「話は玄静心から聞いてるな？　俺はおまえを手助けするよう命じられてきた、劉蒼刻だ」

　あの条件について説明するべきか迷ったが、ただでさえ怯えている少女をこれ以上追い詰めても面倒くさそうなので、後回しにした。

「たとえ事件を解決できなくてもお咎とがめはないし、おまえの身は俺が守る。だから、そんなにビビらずに出てこい」

　説得しろと言われたが、言葉で人を動かすのは苦手なので、結局変に事務的な言い方になってしまう。できる限り穏おだやかな声にはしたつもりだが。

　狭い衣裳櫃の隅――つまり蒼刻から限界まで離れた場所に逃のがれた少女は、困惑をあらわに目を泳がせる。

　蒼刻の言葉について考えはじめたようで、恐怖の色は薄らぎつつあった。

「――無理、……です」

　息苦しさを感じるほど長い沈黙の後で、朧月はようやくその唇くちびるを開いた。

「わたしは、幽鬼が見えるだけで……ほかには何もできない、ただの引きこもりです。今でも静心兄さまのお荷物でしかないのに、主しゆ上じようのご期待に沿うなんて、とても……」

　無理ですと、声が落ちる。

　そよ風で鳴る鈴のような、かすかで澄んだ声だ。沈んだ口調が空気を重くする。

「ですから、どうか……わたしの存在はなかったことにして、お帰り願えませんか」

　後ろ向きにも程がある言葉と虚うつろな表情に、蒼刻の神経がざらりと逆さか撫なでされた。

　苛いら立だちのまま、こちらを見ようともしない少女の手首をつかむ。

　ぎょっとして顔を上げた朧月に、

「勝手なことばかり抜かしてんじゃねえよ。やってみる前から無理だのできないだの、俺が手助けしてやると言ってるのに失礼だろ」

「……！」

「それに。おまえだって、このまま一生外に出なくていいとは思ってないんだろ？　まあ仮におまえがそう思ってたとしても、兄貴に迷惑をかけっぱなしってのはどう考えても間違ってるがな。お荷物だって自覚があるんなら、この機会に少しがんばってみたらどうなんだ？」

　抑おさえた声で叱しつ責せきしたつもりだったが、兄以外の人間とほとんど接しない少女には、それでも刺激が強すぎたようだ。朧月の瞳がはっきりと凍こおりつく。

　口を挟む頃合いをうかがっていた幽鬼が、たまらず間に入ろうとする。

　それよりも先に、朧月の凍りついていた瞳がうるみ、小さな反発の火を灯ともした。

「わ……わたしだって、がんばりたくないわけじゃなくてッ」

「なら話は早いな。出てこいよ」

「簡単に言わないでください。わたしが外に出たら、きっとまた――」

「簡単だろうが。立ち上がって、俺に手を伸ばせばいいだけだ」

　繰くり言ごとに付き合うのが面倒なので冷たく言い返してやりながらも、蒼刻は彼女とのやりとりで初めて手ごたえを感じていた。

　さっきまでの光のない瞳よりは、今の、必死すぎて泣きだしそうな瞳のほうがずっとマシだ。

　弱々しいくせに俺に嚙かみつくとは、意外に気が強いところがあるじゃないか、とも思う。

　と、朧月のこぶしに、ぎゅっと力がこもった。

「……勅命だからって……横暴です。わたしの事情を、何も知らないくせに」

「あたりまえだろ。今日初めて逢あったやつのことなんか知るもんか」

「――今……あなたにも、星彩が見えていますよね？」

　再び瞳を翳かげらせた少女からおもむろに切り出され、蒼刻は眉をひそめた。

「見えるが。それがどうかしたのか」

「わたしにふれると、だれでも幽鬼が見えるようになるんです。長い間そばにいると、ふれていなくても、見えるようになる人もいて……」

「いて、なんだ？　さくさく話せよ日が暮れる」

「あなたは――怖くはないのですか？」

　幽鬼が見えて、と。消え入りそうな声で訊ねる少女の手首は、可哀想かわいそうなほど震ふるえている。

　おまえのほうが怯えてるじゃないかと、蒼刻は同情するよりも先に、妙に可お笑かしくなった。

「馬鹿だな。それがどうした」

「……え？」

「その程度で俺が怯ひるむと思うなよ。脅おどして追い返すつもりだったのなら、残念ながら失敗だ」

　なめるなと額ひたいを軽くこづいてやれば、朧月のただでさえ大きな瞳がまるくなる。

「つうか、初めて見た幽鬼がこれじゃ、怖くなるも何もねえだろ」

「！　ちょ、これとかって、地味にひどくないっすか」

　星彩という名らしい幽鬼が、はっとして抗議の声を上げる。蒼刻は首をかしげた。

「そうか？　俺は褒ほめたつもりだぞ」

「はあ!?　どこが！」

「俺はこうして生きてるのに、目つきが怖いだの立ってるだけで威い圧あつ感だの周りに言われまくってるからな。怖くないってのは、それだけで美点に思えるぞ」

　正直に説明したのに、星彩はなぜか目を点にしている。

　ふと視線を感じて振り向けば、朧月までもが、ぽかんとした顔でこちらを見ていた。

「なに呆ほうけてんだ？　姚朧月」

「え。あ……いえ――別に、何も」

「だったら早く立て。早く出発しないと日が暮れちまう」

　少女の心の動きはよくわからないが、当初の拒絶反応はなくなったようなので、蒼刻は改めて手をさしのべてみた。

　彼の手を、朧月は初めて見る生きもののように凝視していたが、ややあって自らのそれを重ねてきた。

　内心ほっとした蒼刻が、手を引いて立たせてやろうとすると、朧月はあわてて――

「――ひゃあ!?」

　コケた。いや、コケる寸前に蒼刻に抱きとめられた。

　ぎこちなく互いの距離を測る空気を一瞬でぶち壊され、蒼刻は目をぱちくりさせる。

「も……申し訳ございません、その……足が」

「脚が弱いのか？」

「……いえ……しびれました」

　予想外の間抜けな答えに、蒼刻はあやうく噴き出しかけた。

　右目の一件があってから笑うことなど忘れかけていたのに、こんな面倒くさい生き物に笑わされるなんて不思議なものだ。

「仕方ねえな。暴れるなよ」

　え？　と瞬またたいた朧月を荷物のように抱き上げてやると、たちまち短い悲鳴が上がった。





◇◆◇






　ぶもー！　ぐもー！　という幽ゆう鬼き院いんの厩きゆう舎しやからとどろく怒り狂った牛の鳴き声が、旅立ちの音楽となった。

「なんなんだ？　あの妙に殺気だった牛は」

「我らが黒こく烏う州の誇ほこる超級種たね牛うし〈牛ぎゆう魔ま王おう〉っすよ。飼い主の章しようさんがぎっくり腰だから一時的に預かってるんですけど、武官さんを人さらいだと思ってるんでしょうねぇ」

「何人か角で突き殺してきたような面つら構がまえをしてやがるぞ。本当にただの種牛か？」

「ええ、彼の娘さんはとってもおいしい牛乳を出してくれるんすよ～。武官さんもそんな細腰じゃ本業が大変でしょうから、飲んだらいかがですかぁ？」

「わかりやすい厭いや味みだなオイ」

　笑顔で絡んでくる幽鬼を適当にあしらいながら、蒼そう刻こくはふと視線を落とす。

　鞍くらの前に抱えこんだ少女は、人の視線が怖いからと、芙ふ蓉ようの文もん様ようの布を頭からすっぽりかぶっていた。人間恐怖症とやらは深刻なようだが、その格好は余計に人目を引くだろとつっこんでやりたい。

「……おうちに帰りたい……」

「まだその『おうち』から十歩しか出てないだろうが。手前てめえで俺の手をとったんだから、いいかげん腹をくくれよ」

「あれは、……気の迷いというか」

「気の迷いでもなんでもいい。どのみち勅命からは逃げようがないんだからな」

　不景気な顔でもらす弱よわ音ねを切り捨てれば、朧ろう月げつは深々とため息をつく。

　すかさず、過か保ほ護ごな幽鬼が寄ってきた。

「大丈夫ですか、朧月ちゃん？　疲れたんなら、休きゆう憩けいしたほうが～」

「だからまだ幽鬼院を出たばかりだろ。にしても、あんたもついてくる気なのか？」

「あったりまえですよ！　あたしは朧月ちゃんの守護幽鬼ですからね。刺し史しさんにも頼まれましたし、どこまでも憑ついていきますとも！」

「今『ついていく』の字が違わなかったか。ってか違ったよな？」

　――星せい彩さいと言い合う蒼刻をそっとうかがいながら、朧月は、どうしてこの人の誘いにのってしまったのだろうと今さら後悔していた。

　いやおうなしに密着する部分から彼の温ぬくもりやしなやかな身体の感触が伝わってくるのは、やはりひどく落ち着かないし、邸を出て皇宮に行くことへの不安や恐怖も大きい。

　蒼刻の乱暴な説得（？）に納得したわけでも、やる気が出たわけでもないのだ。

　それなのに、彼が無む造ぞう作さに突き出した手を選んでしまったのは――

「おい、生きてるか？　姚よう朧月」

「！」

　突然青く燃える隻せき眼がんにのぞきこまれたせいで、驚いて鞍からずり落ちそうになる。

　落ちる！　と恐怖する間もなく、蒼刻の腕によって難なく引き戻されたが。

「あっぶねーな。馬に慣れてないんなら下へ手たに動くなよ」

「……も、申し訳ございません」

「怒ったわけじゃないから、謝らんでいい。以後気をつけろ」

　心底面倒くさそうに言われてしまい、朧月はしゅんとうつむく。

「とりあえず俺に身体を預けとけ。嫌だろうが、皇都に着くまでの辛しん抱ぼうだ」

「……え」

　尊そん大だいそうな物言いの中の、嫌だろうが、という引けた言い方がらしくない気がして瞬いた。

「わたしは……別に、死ぬほど嫌というほどではないのですが」

「でも、生きてる人間が怖いんだろ？　俺の顔を見て、悲鳴を上げて逃げたくらいだし」

　拗すねたような声こわ音ねで初めて、自分のあの礼儀もへったくれもない反応が蒼刻を傷つけていたのだと知る。朧月はあわてて言い訳をした。

「も、申し訳ございません！　でもあれは、蒼刻さまだけが怖かったのではなく」

「は？　知らない人間が怖いんじゃねえのか。静心はそう言ってたぞ」

「そうですけど……わたしは、生きている方そのものに慣れていませんから。たとえ蒼刻さまの顔が怖くなかったとしても、悲鳴を上げてしまったと思います。突然のことで、驚いたのもありましたし……」

「なるほどな。――でもおまえ、本当は俺の顔が怖いって白状してないか？」

「え。……あ！」

　冷静に指摘されて初めて失言に気づき、朧月は青ざめた。

　怒らせてしまっただろうか。ああもう、これだから兄以外と話すのは怖かったのに……！

　己おのれの会話の下手さにへこむ朧月を、蒼刻はしばらく無言で見下ろしていたが、やがて小さく噴き出した。

　……彼が、笑ったのだと気づくまで、朧月はしばらくかかった。

　武人らしい迫力や、挑発的な色香のただよう表情とは、まるで違う表情だった。

　どこかあどけない笑顔はひどく意外で、純粋そうにも見えて、なんだか目が離せなくなる。

「意外に性格悪いところがありそうだな、おまえ」

「……否定はしません」

　兄は天然公主などという可愛らしいあだ名をつけてくれたが、朧月は、自分の性格が善よいとか可愛いとか思えたためしがない。ただの胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者の引きこもりだし、どちらかと言えば、ひねくれているほうだと思う。

「ま、おまえが噂どおりの天然公主じゃないほうが俺には都合がいいがな」

「……なぜですか？」

「俺も別に『いい人』じゃないからな。ひねくれたやつのほうが、やりやすい」

　平然とした顔で開き直る蒼刻に、朧月はなぜか、奇妙に安心させられてしまう。

　幽鬼院では意地悪だいじめっ子みたいだと反発したし、この人嫌い！　とまで思った。

　今でも、彼の青く燃える瞳にはびくびくしている。

　持ちこたえているのは、ひとえに無表情で威圧感のある兄に慣れていたおかげなのに。

「今回はその正直さに免じて、失言は許してやる。でも『蒼刻さま』はこそばゆいからよせ」

「……劉りゆう武官、のほうがいいですか？」

「いや、劉家の名前を出すと面倒なときもあるから、そいつも微妙だな」

「でしたら……蒼刻さん、とか？」

「それでいいか」

　鷹おう揚ようにうなずく蒼刻を、朧月はなんとも言えぬ心地ここちで見上げる。

　劉家の名を出すと面倒、と言った。ということは、この銀髪の青年はやはり――

「姚朧月。俺の顔なんか見ないで、前を見てみろよ。いい感じだぞ」

「……！」

　意味深な言いように妙に焦あせりを煽あおられ、朧月が顔を前に振り向けると。

（あ――）

　怖いくらい開けた景色が、そこに広がっていた。やわらかな風が袖そでや髪をさらう。

　いつのまにか関かん門もんを抜け、州都の外に出ていたようだ。

　澄んだ青空。陽光にきらめく、一面の菜の花畑。四方から押し寄せる春の香り。

　耳をすませば、さかんに働く蜂はちの羽は音おとがかすかに聞こえてきた。

「……本格的に気分が悪くなってきました」

「なんでだ!?」

　だれもが心癒いやされるだろう春の風景なのだが、朧月は逆にどんよりと沈んでしまう。

「だって、ここが本当に外で……どんどん邸が遠ざかっていると思ったら、すごく憂鬱に」

「おまえってやつは」

　あきれたような半眼になる蒼刻を無視して、朧月の思考はどんどん落ちこむ。

（……皇宮も皇都も、絶対に人がたくさんいるのよね）

（これからの旅路だって、きっと知らない人ばかりだろうし……やっぱりだめ、絶対無理！）

　想像しただけで、不安と恐怖で息が苦しくなる。今すぐ邸に戻りたい。

　一人で勝手に死にそうな顔色になっている朧月に、蒼刻は苛立ちを隠さずに嘆たん息そくした。

「別に永遠に帰れないってわけじゃないんだから、そこまで落ちこむ必要はないだろう」

「…………」

「皇宮での用事さえ済めば、すぐに幽鬼院に帰してやるから。いいな？」

　少しくらい我慢しろよと言いたげな、蒼刻のため息が突き刺さる。

　鬱うつ陶とうしいと思われているのだろう。人馴なれしていなくても、その程度の空気は読める。

　さりとて、そう簡単に前向きになれるわけもなく、うつむいたままでいると。

「ったく、シケた面しやがって」

「――ッ、きゃあ!?」

　突然思いついたように額をこづかれ、朧月は思わず悲鳴を上げた。

　実際は痛いとわめくほど強い刺激ではなかったが、とにかく面食らったのだ。

「な、何をなさるんですか……！」

「お。少しはマシな顔になったな」

「…………は？」

「おまえが男なら一発殴なぐって気合いを入れてやるところだが、そうもいかないだろ」

　だから軽くこづいたのだと、悪びれずにのたまう青年が理解不能だ。

「で？　気はまぎれたのか」

「ちょッ……や、やめてください。まぎれました、まぎれましたからッ」

　今度はぐりぐりと頭を強めに撫でられてしまい、朧月はあわてて声を上げた。

　乱れた黒髪を押さえ、精一杯の抗議のまなざしを向けるが、蒼刻はしれっとした表情だ。

「よし。なら、今後暗い顔したら今のをするぞ。躾しつけとしてな」

「躾!?」

「引きこもり体質の珍獣が、早く人間社会に慣れるようにだ。ありがたく思え」

　今度こそ絶句する。珍獣呼ばわりも大概だが、「躾」という言葉が「お仕置き」と同じ意味に聞こえたのは生まれて初めてだ。

（やさしいのか、やさしくないのか……よくわからない人だわ）

　朧月がもう少し勝気だったら、非礼だと蒼刻の頰ほおを打つくらいの反撃に出たかもしれないが、そんなことをしたら後が怖いと思ってしまう臆おく病びよう者ものなので、結局何もできなかった。

　複雑な気分のまま、しばし無言で馬に揺られていると。

「そういえばおまえ、馬酔いは大丈夫か？」

「……は？」

「は？　じゃなくて馬酔いだ。引きこもりなら当然、馬に慣れてなんかいないだろ？」

　言われて初めて、彼がまったく速度を落とさずに馬を走らせていることに気づく。

　遠慮なくこづいてきた人からの、予想外の気遣いに、朧月は妙に動揺して声を上うわずらせた。

「い、今のところは大丈夫そうです」

「そうか。話をしてると酔わないらしいから、何か話に付き合ってやってもいいぞ」

「話……ですか？」

　眉が八の字になる。共通の話題なんてなさそうな青年を相手に、無茶な振りだ。

（まさか百物語をするわけにはいかないし……）

（……もう少しお話ししてみたいかもって、たしかに、さっきは一瞬だけ思ったけれど）

　そう。

　久しぶりに接した、生きている人間の蒼刻に――朧月は怯えながら、同時に妙な関心を持ってしまったのだ。怖いけれど、もう少しだけ近づいてみたい。そんな危険な好奇心で。

　今となっては、そんな軽はずみな気持ちで彼の手をとったことを後悔しているが。

　遠慮しますと言う度ど胸きようもないので、朧月はどうにか質問をひねり出した。

「……兄さまからは結局、皇宮でのことについて詳しく聞けなかったので、蒼刻さんにお聞きしてもよろしいですか？」

「……構わんが」

　急に蒼刻の歯切れが悪くなったのが気になりつつも、頭を整理する。

　もっとも気になるのは「悪い知らせ」の三つ目だが、猛もう烈れつに嫌な予感がするので、それは最後に訊こうと決めた。

「皇宮で、わたしの双界の瞳が必要……というのは、具体的にどういうことなのですか？」

「ざっくり言うと、皇宮で、幽鬼のせいで事件が起きた。湘しよう雲うん公主さまは知ってるか？」

「はあ」

「はあってどっちだよ」

「……一応、知ってます」

　朧月は外界を徹底的に避けている引きこもりだが、兄や星彩をはじめとする幽鬼たちが情報を仕入れてきてくれるおかげで、それほど世事にうとくはない。

「たしか、主上に嫁とつがれた方の連れ子で……皇室の血は濃こくないけれど、人気のある御方と」

「そうだ。普段は皇宮ではなく、離宮のひとつ『紅こう梅ばい宮きゆう』で静かに暮らしておられる」

「紅梅宮……」

「――その紅梅宮が、消えた。中に住んでいた人間ごと」

　朧月はぽかんと口を開けた。それはまた、予想をはるかに超えた椿ちん事じだ。

「たしかに大事ですが……でも、どうして幽鬼のせいだとわかったのですか？」

「消えた紅梅宮のあった場所で、おかしなモノを見たという人間が何人も出た。どうやらそれが幽鬼らしい」

　朧月にはよくわからないのだが、普通の人には幽鬼は見えにくいそうだ。

　黄昏たそがれ時や夜、気のめぐりが陰に傾いている、その幽鬼と生前深い関係があった――などの条件が重なったときに、ようやく見えるらしい。それにしたって姿がはっきり見えるのは稀まれで、ぼやけた影のように見える場合が大半なのだそうだ。

　それで昔、

『おまえの瞳は、神しん秘ぴの力が湧わき出る泉のようだな』

『この世のモノとあの世のモノ――双ふたつの世界のモノが見える、双界の瞳とでも呼ぼうか』

　幽鬼院を訪れた旅の道どう士しに、たいそうな呼び名をつけられたのである。

「紅梅宮が消える前には、そんなモノを見たって話はなかったから、少なくとも無関係ではなさそうだ。目撃者は全員、漆黒のぼんやりとした影みたいだったと証言してる」

「影……」

　遠い目をして考えこむ朧月を見下ろし、蒼刻がふと不思議そうにつぶやいた。

「おまえ、ヘタレのくせに、本当に幽鬼を怖がらないんだな」

　まったく否定できないが、普通本人の前でヘタレをヘタレと言ってしまうだろうか。

「……物心つく前から、幽鬼には慣れておりますから。幸い、わたしの周りにいたのは、気のいい方ばかりでしたし」

　幽ゆう明めいの境は――あの世と現世の境は、小さい頃から朧月の隣にあった。

　さまざまな生き方と死に方を経験した幽鬼たちが、たくさんのことを教えてくれた。

　朧月にとって、彼らは友人であり、師し範はんであり、家族だ。

「おまえ、おもしろい女だな」

「……そうですか？」

「いや、違うな。変な女だ」

　やけにしみじみと言い切られてしまい、朧月はまたしても反応に困る。

　引きこもりで何もできず――同年代の少女より劣っている自覚はあるので反論はできないが、普通本人の前で「変」なんて言ってしまうだろうか。逢って間もないのに。

　しかしながら、不思議と見下されている気がしないので、怒る気にはなれなかった。

（蒼刻さんって、たぶん……）

　思ったことは腹に溜ためずに言ってしまう、正直で、遠慮のない性格なのだろう。だから時として口が悪い人に見えるのだろう。それなら、受け入れられないことはない。

　罵ば倒とうされて喜ぶ性せい癖へきはないが、陰口を叩たたかれるよりは正面から文句を言われるほうがはるかにマシだということを、朧月は過去の苦い経験で学んでいる。

　――と。

「おやおや～？　意外と仲よくしてるみたいっすね？」

　行く手の花畑から、撫子色の髪の幽鬼――星彩が、両手を振りながら飛んできた。

「ちょっこし先に行って、休憩にいい場所がないか探してきたっすよ！　大丈夫でしたか朧月ちゃん。おしりさわられたりしませんでした？」

「だれがそんなことをするか！」

「いや～ん、武官さん、軽い冗談にマジ切れしないでくださいよ～。でももしさわったら問もん答どう無む用ようで呪じゆ殺さつですけどね」

「からかうのか脅すのか、どっちかにしろ」

　明るい笑顔で黒いことをのたまう星彩に、蒼刻が半眼で嘆息する。妙に微ほほ笑えましいやりとりに、朧月はうっかり噴き出しそうになった。

　星彩がついてきてくれたのは、不安しかないこの旅における数少ない支えだと言えよう。

　朧月よりずっと明るく芯の強い星彩は、他た愛わいのないおしゃべりをしているだけで相手の気持ちをゆるめるのが得意だ。朧月は今までに何度も、彼女のやさしい特技に救われている。

「そうだ朧月ちゃん、刺史さんから伝言があったんでした」

「兄さまから？」

　常に理性的な異母兄だ。今回のことも「勅命ならやむを得まい」と受け入れ、朧月をあっさり引き渡したものと想像していたので、意外だと思ってしまう。

「じゃ、そのまんま伝えますよ。『もし劉武官に不ふ埒らちな真ま似ねを強しいられたら、恥はじたりせず私に報告せよ。私は筆より重いものは持たぬ主義だが、天罰は用意しておく』だそ～で」

「おい!?」

　叫んだ蒼刻をさらりと無視して、星彩は、静心の抑揚のない声を真似しつづけた。
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「二つ目は『深刻に考えすぎずに、外の世界を見てくるがいい。なんなら邸の幽鬼どもにみやげを買ってやってはどうだ。霊祭の季節だ、供く物もつにしてやれば喜ぶであろう』ですって」

「……みんなにおみやげを？」

　ひとつ目の伝言は、兄らしくはないが冗談だろう。だが二つ目は少しときめく提案だった。

　姉のような星彩をはじめ、邸の幽鬼たちには、いつも非常に世話になっている。

　普段何かをねだったりしない彼らに、皇都みやげを喜んでもらう光景を想像してみる。

　紅梅宮の事件とやらを解決できる自信はまったくないが、ほんの少しだけ心が凪ないだ。




　そうして朧月にとっては幸いなことに、人ひと気けのない街道を進み――




　あるじに甘い幽鬼が見つけておいた、泉のほとりの四阿あずまやで休憩をとることになった。時間がもったいないと渋しぶる蒼刻を、星彩が押し切ったのだ。

　蒼刻に荷物みたいに抱えられて鞍から下りた朧月が、街道の脇に立つ。

「おい、足元には気をつけろよ」

「きゃああああッ!?」

　――よ、のところで悲鳴がかぶさった。

　あるじと違って声の大きい幽鬼が「きゃ～大丈夫っすか！」とあわてている。

　額を押さえて蒼刻が振り向けば、朧月は草地でべたっとコケていた。受身をとるどころか、とっさに手を伸ばすことさえできなかったらしい。

（一体どうしたら、そんなにどんくさくなれるんだ……？）

　何もないところで転ぶなんて一発芸の領域だろと思いながら、猫の首根っこをつまむようにして朧月を起こし、四阿に座らせてやる。

「部屋ん中にずっと閉じこもってるから、脚が弱って簡単につまずくんじゃないのか？」

「……申し訳ございません」

「怒ってるんじゃないから無駄に謝るな。そうじゃないかって推理してただけだ」

　天然公主というより珍獣だとしみじみ思う。異性だと意識しないで済む分、蒼刻にとっては気楽だが。

「まずは体力と運動だな。背筋を伸ばして、はっきりとしゃべる訓練も必要か」

「な……なんのお話ですか？」

「おまえの引きこもり根性を叩き直すのに、どうやって躾しつけたらいいかって話だ」

　叩き直す、のところで朧月が青ざめたが、蒼刻は手をゆるめなかった。

「皇宮で恥はじをかかないように、人間恐怖症を直してもらう。おまえのためだけじゃなくて、おまえの兄や黒烏州の名誉のためにもな。いいな？」

「…………わかりました」

　納得したわけではなく、抵抗する気力がないだけだろう。朧月はごく小さくうなずく。

「声が小さい！」

「は、はい！　わかりました!!」

　――いきなりの軍隊式恫どう喝かつに腰を抜かしかけながら、朧月はどうにか返事をした。

　そして久しぶりに大きな声を出したせいで、何度もむせてしまう。星彩があわてて透ける手で背中をさすってくれた。

「おいおい、大丈夫かよ」

　あきれ顔の蒼刻からは、竹たけ筒づつが渡される。ぬるい水で喉を癒すと、ゆっくり呼吸を整えた。

　すると、今度は竹籠かごを突き出された。

「弁当だ。おまえの兄貴が持たせてくれた」

「……わたしは、食欲はあまり」

「起きてから食べてないんだろ？　無理にでも胃袋を満たしとかないと、この先もたねえぞ」

「…………」

　押し問答をする気力もないので、朧月は言うとおりに膝ひざに竹籠をのせた。

　ふたを開けると、寿じゆ桃とう――桃の形の可愛い蒸しまんじゅうが並んでいた。朧月の好こう物ぶつだ。

　人前で食事をするのはもちろん苦手だが、ぐずぐずしていたらまた「躾」が来そうなので、仕方なくかじる。悠長に味わえる心境ではなかったが、蓮はすの実あんの控えめな甘さは口の中をさらりと流れていった。

「うまいな。これは宮きゆう廷てい料理人にも引けをとらないぞ」

「うちの子は料理が得意なんすよ～。あたしもときどきお供そなえ物してもらいますけど、とっても幸せな気分になりますもん」

「お供え物？」

「……星彩たちは、普通の食事はできませんけれど、お供え物の形で、食べ物の精を取り入れることができるんです」

　朧月が付け足すと、蒼刻は道術の心こころ得えでも聞いたかのような顔つきでうなずいた。

（……本当に、変わった方だなあ）

　怖がるもんかと言ったとおり、幽鬼にも人間相手と変わらぬ態度で話している。

　二つの寿桃をなんとかたいらげると、朧月は深くため息をついた。

「おうちに帰りたい……」

「おまえはまたそれか。もう少しがんばれよ。この分なら、夕方には街に着く」

「はあ」

　生きている人間がたくさんいる街に行きたいわけではないが、一応うなずいておく。

　緊張で渇く喉を水でうるおしてから、朧月はこわごわ青年をうかがった。

「あの……さっきの質問の続きをしても、よろしいですか？」

「許す」

「……蒼刻さまは、あの劉家の方、なんですよね？」

　この神しん華か国で皇室の次に伝統と権力のある三大家――劉・曹そう・孫そんの苗みよう字じを冠かんする古き家柄。

（たしか劉家は、曹家とはあまり仲がよくなくて……）

　戦うことを尊とうとぶ、尚しよう武ぶの家柄だと聞いたことがある。

　有う無むを言わせぬ威い厳げんがただよう物腰は、ただの若い武官にはない資質だと思う。

「まあな。親父おやじが今の当主で、兄貴が跡を継ぐことになってる」

「……どうして、そのように貴とうとい血筋の方が、わたしなどを迎えに？」

「勅命だと言っただろ。どうしても理由が知りたいんなら、主上に直接訊け」

「そ、そんな無茶な……」

　こうして蒼刻と話すだけでも限界に挑戦しているのにと、朧月は情なさけなく肩を落とした。

「だが、おまえと今回の事件を解決したら、将軍位につく約束にはなってる」

「将軍――護ご花か七将軍ですか？」

「ほかに将軍って肩書きがあるなら教えてくれ」

「……ちなみに蒼刻さんは、おいくつなんですか？」

「もうじき十八になる」

　その若さですごい、と朧月はこれは素直に感嘆した。

　蒼刻は自慢するそぶりも見せないが、護花七将軍は国軍の頂点たる元げん帥すいに次ぐ、地位の高い武官だ。つかのま反発していたのを忘れ、憧あこがれと尊敬が胸をひたひたと満たした。

　と同時に、だからこの人はわたしのような厄やつ介かい者ものを強引にでも連れ出そうとしたのか、と納得する。失望ではない。理由がわかったほうが安心する。

　頭からかぶった布の陰でうなずいていると、ふと、頰にまなざしを感じた。

（……？）

　見れば、蒼刻の隻眼がこちらに向けられている。

「おまえの兄貴もそうだったが、おまえも、劉家の名に変な反応をしないな」

「変な反応……ですか？」

　出会いがしらに悲鳴をほとばしらせた自分が変だという自覚はある。

　が、それ以上に変な反応とは、どういうものだろう。

「ここに来るまで、俺が劉家だと気づくと揉もみ手してくる連中ばかりで鬱陶しかったんだよ」

　ああ、そちら方面かと、うすらぼんやりな朧月はようやく理解した。

「思いつきもしなかったって面つらだな」

「……そういうことは苦手ですから」

「苦手なのか」

「兄さまが……賄わい賂ろや接待がお嫌いで、尊敬できない方に媚こびてぜいたくをするくらいなら、気け高だかく貧乏暮らしをしたほうがマシだ、とおっしゃる方ですし……わたしも、そのほうがよいと思いますので」

　つたなく説明すると、蒼刻は唇を結び、考えこむような顔つきになる。

「……それに、三大家なんかに下手に近づくより、邸にこもりきりのほうが、人生が平和だと思うんです。貴族っていろいろ面倒くさそうじゃないですか」

「おいおい。ちょっといい話を台無しにする毒どくがダダ漏れだぞ」

「いい話……？」

　そんなものをいつしただろう、と首をかしげると、蒼刻がなんともいえない顔になった。

「天然公主ってあだ名に、今すごく納得した」

「でしょ～？　あたしたち幽鬼も、朧月ちゃんのそゆところを愛めでてるんすよ」

　何かを悟さとった顔で蒼刻がぼやき、妙に誇らしげに星彩が微笑む。

　朧月がノリについていけず瞬いていると、蒼刻はおもむろに手を伸ばしてきた。

　すわ躾かとびくついたが、その手は意外とやさしい感触で、朧月の頭の上にのせられる。

（……撫でられてる？）

　猫にするように。と気づき、視線を上げると、にっと口の端をつり上げた蒼刻と見合った。

「ま、平和を愛するおまえには悪いが、もう俺と知り合っちまったんだから覚悟を決めろ」

「え？　……な、なんの覚悟ですか？」

　不ふ穏おんな表現に震え上がるが、蒼刻はなぜか説明してくれないまま立ち上がってしまう。

「話は後にして、これから少し飛ばすぞ。本当は休憩する予定なんてなかったんだからな」

「いってらっしゃいませ」

「なに他ひ人と事ごとみたいな顔して、俺だけ送り出そうとしてるんだおまえは」

「やっぱり行きたくないので、わたしはこれで邸に戻ろうか、なんて……」

「帰りたいネタはもういい！」

「ネタじゃなく、わたしはずっと本気で……きゃああああ！」

　じりじりと距離をとってみたが、怖い顔をした蒼刻に一瞬で捕ほ獲かくされ、朧月は再び馬上の人にされた。おまけに腰に縄なわまで巻かれ、暴れる珍獣のような手荷物のような扱いである。

「ちょっと武官さん！　いくらなんでも馬の調教じゃないんすから縛しばらなくてもッ」

「調教じゃなくて、躾だ躾」

　さすがに騒ぎだした星彩と蒼刻が言い合う声を聞きながら――

　本当に容よう赦しやない速度で飛ばされる馬の上で、力尽きた朧月は、とうとう意識を手放した。
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　日が沈みかけるころ、街道沿いの平へい安あん城じよう市しについた。

　一年でもっとも多くの花が咲きそろう季節だけあって、夕刻でもまだ住人たちがお祭り気分で騒いでいる。

　ひと晩中でも花見ができるようにか、家々の軒のき先さきには数えきれないほどの灯あかりが用意されていた。このあたりでとれる蜂はち蜜みつを使った点てん心しんを売る声、見み世せ物もの小屋の客引きの声。桜が天を隠すように咲き乱れる大路は、スリが出そうなほどの混雑だ。

「……蒼そう刻こくさん……」

　市門の手前。ようやく覚かく醒せいして鞍から下ろされた朧ろう月げつは、はっきりと顔を引きつらせた。

「まさか、この街に泊まるんですか？」

「俺は別に野宿でもいいが、女のおまえがいるんじゃ無理だろ」

「でも、知らない人がこんなにいっぱいいるなんて……わたしとしては、あちらで野宿をしたほうが落ち着けそうなのですが」

　朧月が指さす街外れを「あ？」と見やった蒼刻は、思いっきり叫んでしまった。

「あっちは墓場だぞ!?」

「……生きている方がいない代わりに、幽鬼がいますし、暗くて落ち着きそうな雰囲気を」

「感じるのはおまえだけだ！」

「あたしも平気っすよ～」という星せい彩さいのとんちんかんな擁よう護ごは無視して、こめかみを揉んでいたときだ。

「というか勝手にふらふら行こうとするな！」

　手元の縄を容赦なく引いてやれば、朧月は声もなくうめいてすっ転ぶ。

　恐怖の人ごみから離れたい一心で、縄の存在を忘れていたようだ。阿呆め。

「いいから俺に従って、普通の人間の暮らしに慣れろ。皇宮に着く前に人間恐怖症で死ぬぞ」

「……その前に、蒼刻さんの躾で死ねそうです」

「なんか言ったか？」

「…………いえ、何も」

　いろいろと面倒になった蒼刻は、小柄な少女を抱き上げてしまった。

　自警団に人さらいと間違われたり、今からしこたま酔っている無ぶ頼らい漢かんに絡まれたことを除けば問題なく、今日の宿を決められた。知らない人の声が怖い朧月のために、この季節には人気のない、裏通りに窓が向いた角部屋を選んでやる。

　人目を恐れる朧月のせいか、女将おかみに「あんたら、もしかして駆かけ落ちかい？　いやぁ、若いっていいねえ！」と全力で勘違いをされながらも問題なく部屋に移動。

　……問題ない、と言ってしまっていいんだろうか、これで。

（戦場に立つより疲れるな……）

　皇都に着くまでこの珍道中を続けるのかと思うと、だれにともなく愚ぐ痴ちを言いたくなる。

　畳たたみに長い脚を投げ出して蒼刻がひと息ついていると、視界の端で何かがもそもそと動いた。

「何してんだ姚よう朧月」

「……！　その……念のために隠れておこうかと」

　と答えたときには、朧月の姿はすでに衝立の陰に半分以上隠れている。

「何がどう念のためなのか、ちょっと俺に説明してみろ」

「それは、その……念のためなのです。では、わたしは引きこもりますのでお構いなく」

「説明になってねえ！　しかも、こもるな！」

　普段は徹底的にどんくさいくせに、どうしてこんなときだけ素早いのか謎なぞすぎる。

　容赦なく叱しかられて小さくなった朧月を苦い顔で見下ろし、蒼刻はふと気づいた。

「おい。あの騒がしい幽鬼はどこだ？」

「……星彩でしたら、外にすてきな幽鬼の殿方がいたので、ごあいさつに」

　と、裏通りに面した格子窓を指さす。朧月にふれていないから見えないだけかと思ったら。

「幽鬼のくせに積極的だな」

「星彩は、恋がしたくてこの世に残ってしまったそうですから……」

「俺には理解不能な理由だな。というか、おまえはいいのか？　ついててもらわなくて」

　朧月が星彩を頼りにしているのは、逢って間もない蒼刻にもすぐにわかった。

　蒼刻に恐れをなすと、彼女の視線はすぐ、あの陽性な幽鬼を捜すようにさまようのだ。

　不思議と、目はうるませても、泣きはしないのだが。

「……ついてきてくれた、という事実だけで十分ですから。幽鬼院では、わたしに付き合って部屋にこもりきりでしたし……わたしの分まで、外を楽しんでいてもらえたら」

　うれしいと思います、とつぶやく朧月に、無理をしていい子ぶっている様子はない。

　昼間の貴族に媚びない話のときも思ったが、弱いくせに変なところで気き丈じようというか、性格が読みきれない少女だ。

「街道では、好みの殿方がちっとも見当たらなかったそうですし」

「戻りが遅いと思ったらそれか。さっきまで俺にキーキー文句言ってたくせに」

「文句？」

「おまえは寝てたから知らないだろうが、扱いが手荒すぎると散々説教された」

　――情けが厚くて物もの怖おじしない星彩らしい行動に、朧月が妙になごまされてしまうと。

「だからってわけじゃないが――……おまえ、けがとかしてないよな」

　続く蒼刻の言葉に驚かされた。

　というより、それを口にした彼の表情に驚かされた。昼間の不ふ遜そんな感じが薄れ、決まり悪げに前髪をかきむしっている。……ちょっと可愛く見える、なんて本人には絶対に言えない。

　正直なところ、蒼刻の躾には参っていたし、慣れない乗馬のせいであちこちが痛むし、知らない街の空気や人間の声にいちいち緊張してしまうしで、明日起きられるかわからないほど疲れ果てているのだが、朧月はつい、こう答えてしまった。

「はい。大丈夫そうです」

「そうか」

　ほっとした表情を一瞬だけのぞかせて、蒼刻はおなじみの目つきの鋭い仏ぶつ頂ちよう面づらに戻る。

　それを見つめていると、なぜか、緊張感が少しほどけるのを感じた。

「……あの、蒼刻さん」

「なんだ？」

「桜の花の塩漬けがあるのですが……白さ湯ゆでもお飲みになられますか？」

「ああ。そいつはいいな」

　桜の花の塩漬けを浮かべた白湯は、よい香りで疲れを癒してくれるのだ。

　円卓の上には、小さな花はな壺つぼや茶器とともに、軽いおやつがいろいろと用意されてある。

「こっちの菓子箱にも、何か入って――」

　いるぞと言いかけて、蒼刻が蓋を手にしたまま絶句した。

　どうしたのだろう？　と振り向いた朧月も、菓子箱の中身をのぞいて固まった。

　黄金こがね色の月げつ餅ぺいだ。満月とうさぎの形を模したそれは、神しん華か国では子宝に恵まれるようにという願いをこめて作るものである。

　つまりこれを用意した宿の人は、わたしと蒼刻さんを……いや、深く考えるのはよそう！

　蒼刻も困惑か怒っているに違いないと冷や汗をかいていると、彼は妙なことを言いだした。

「おまえはやっぱり、こういうのは嫌か」

「え？」

　やけに真顔なので、朧月は目を白黒させながらも、まじめに考えてみた。

　嫌、というよりは。

「……わたしなどと誤解されたら、蒼刻さんが気分を悪くされないかが心配です」

「なら、俺さえよければ誤解されても構わないのか」

「え？　そ、それも何か違うような……」

　話の流れがおかしい気がする。おろおろする朧月を見み据すえて、

「姚朧月」

　おもむろに蒼刻は、死刑宣告でもするかのような低い声で切り出した。

「静せい心しんがおまえに伝えそこねた、悪い知らせの三つ目だがな」

　結局聞きそびれていたそれに、朧月はつかのま緊張を忘れて全身を耳にし――




「おまえ、皇宮では俺の恋人のフリをしろ」




　――耳が壊れたかと思った。

　衝撃が大きすぎて、なんとか押し出した声はかえって平へい坦たんになっていた。

「…………なにゆえに」

「おまえが本当に幽鬼が見えるってことは、秘密にしとく必要があるからだ」

　不ふ機き嫌げんそうな蒼刻の声で、真っ白になっていた朧月はわずかに冷静さを取り戻す。

「……やっぱり、不気味がられてしまうからですか？」

「そいつも心配だが、一番はおまえの身の安全のためだ。おまえが本当に死者の霊れい魂こんと話せると知ったら、あわてる連中が皇宮にはいる」

「あわてる？」

「皇宮ってのは、華やかに見えるだろうが裏はかなりドロドロしてる。暗殺・謀ぼう殺さつはこのご時世でも絶えないしな。――そうやって殺されたやつらが犯人を告発する声を、おまえが聞けると知られたらどうなる？　やましいところのある連中が、自分の罪がバレるのを恐れておまえに危害を加えるかもしれない。あるいは逆に、おまえの力を悪用したがる可能性もある」

「……ッ！」

　今までに想像したこともない闇やみ色いろの現実に、朧月の唇が声にならない悲鳴で震えた。

　自分の異能がにわかに恐ろしくなり、目隠ししたい衝動にかられる。

「顔が青いぞ。大丈夫か」

「――はい……昔、死後の世界を統すべる冥めい皇こう上じよう帝ていの使者だ、死を呼ぶ瞳だ、と怖がられたことを思い出してしまって。そのときは、そんなことはないと自分では思っていましたけれど……今のお話で、ああ、間違いではなかったのかもしれないなと」

　そこまで告白したときだ。蒼刻が、ぶっと噴き出したのは。

（――え？　え？）

　顔をそむけて思いっきり肩を震わせる青年に、朧月はぽかんとしてしまう。

　愉快な話をしたつもりはないのに、何がツボにはまったのだろう!?

「な、なにゆえに笑われているのですか？」

「それは――だめだ、顔が笑っちまう」

　そんなに可笑しいのか！　と衝撃を受ける朧月に、なんとか笑いをおさめた蒼刻が言う。

「だってそうだろうが。生きてる人間にビビりまくる、馬に乗せればすぐバテる、何もないところでコケる、隙すきあらば引きこもりたがる――そんなヘタレが、死後の世界で一番恐ろしいと言われる冥皇上帝の使者って、なんの冗談だよ」

　……喜んでいいのか泣くべきか、悩むお言葉だ。

　落ちこんだ気分がどこかに行ってしまったのはいいが、釈しやく然ぜんとしない。

「ま、あんまり深刻に考えるな。悪用したがる馬鹿がいるからって、おまえ自身が悪いわけじゃないんだからな」

　無造作に続けられた慰なぐさめは、すんなりと心にしみたけれど。

「とにかく――おまえは黒こく烏う州の姚朧月だが、本当に幽鬼が見えるわけじゃなくて、悪い幽鬼をなだめるまじないに詳しいだけっていう設定にしておく。本当のことは俺をふくめて一部の人間しか知らない。わかったな？」

「あ、はい――」と条件反射でうなずきかけて、朧月ははたと動きを止める。

「……お待ちください。まだ、どうして恋人のフリをするとわたしが安全なのかがよくわからないのですが」

「目くらましだそうだ。俺の女だってことにしとけば、みんなの興味がそっちに向くと」

　俺の女。想像したこともない言葉が頭に響き、本気でどこかに引きこもりたくなる。

「でも……そうだ、ということは、蒼刻さんが考えた作戦ではないのですね」

「あたりまえだろ、こんなもん」

　蒼刻がこの提案にまったく乗り気でないことは、不機嫌さを隠さない顔でわかった。

　たしかに星彩のような陽気な美人とならともかく、自分などと恋人のフリをしろと言われてもうれしくはないだろう。それでも彼は武人らしく、上の判断に従うつもりらしいが。

　しかし皇宮に行くだけでも気が滅入っているのに、さらに恋人のフリだなんて――

「わたしには無理です」

「なんでこういうときだけ、きっぱりはっきり即答するんだおまえは」

　普段はうすらぼんやりした話し方のくせにと、非常にもっともなつっこみが入る。

「と言われましても……蒼刻さんは、わたしにそんなことができるとお思いですか？」

「微み塵じんも思えねえな」

「蒼刻さんも、その……そういったことがお得意なのですか？」

「得意そうに見えるかよ」

「見えません」

「……見えても嫌だが、即答されんのも微妙だな」

「……も、申し訳ありません」

「まあ、別に年中べたべたしろってんじゃない。俺だってそんなのは御ご免めんだ。人前でだけ親しそうにふるまっとけばいい」

「それだけで、本当に大丈夫なんですか？」

「俺とそれ以上のことをしたいのか？　おまえは」

「……！」

　深読みすると怖い言い方に、朧月はあわてて首を振った。

　どうやら蒼刻に彼女をからかう意図はないようだが、挑発的な色気のある流し目で言われると心臓に悪い。彼自身に自覚がないのが余計に厄介だ。

「皇宮はそういう話題が大好きだし、普通に一緒にいるだけで勝手に誤解してくれるはずだ。あまりまじめに考えるな。おまえが優先すべきは、あくまでも紅こう梅ばい宮きゆうのほうだ」

「…………わかりました」

　うんざりしかけている様子の蒼刻を相手に、これ以上しりごみするのもためらわれ、朧月はいくつかの疑問を残しつつもうなずいてしまった。







「夜桜はいいねえ。酒が欲しくならぁな」「最近、陳ちんさんを見ないわね。どうしたのかしら」「ご病気かしらね」「死んじまった身で病気はねえだろ。幽鬼暮らしにあきて冥めい府ふに下ったんじゃないのかい？」「かもしれねえな。そういや聞いたかい？　黄こう巾きん賊ぞくの張ちよう宝ほうが、また――」

　――夜。

　外から聞こえてくる幽鬼たちの風変わりなおしゃべりに耳をかたむけながら、朧月は何度目かもわからない寝返りをうった。

　幽鬼の声を聞きながら眠るのには慣れっこだし、疲れ果てているのに、寝つけない。

　と、格子窓のほうに気配を感じた。壁をすり抜けながら帰ってきたのは、もちろん――

「あら？　起こしちゃいましたか」

「――星彩……今夜は、あの武人さんの幽鬼と過ごすのかと思ってたのに」

「つい話しこんじゃいましたけど、朧月ちゃんが心配でしたから。武官さんは？」

「もう、眠っておられるわ」

　孔く雀じやくの絵の衝立の向こうはうかがえないが、かすかな寝息が聞こえてくる。

「てゆうか、なんで同室なんすか。まさか武官さん、あんな怖い顔して実は下心が！」

「まさか。……わたしを一人にすると、逃げださないか心配だからですって」

　朧月が見せた手首には、どうがんばってもほどけない結び方で細い布が巻かれており、伸びた先は蒼刻の手首とつながっている。

　容赦なく珍獣扱いの上に、まったく信用されていないというわけだ。

「だからって、縛って同じ部屋はないでしょ～。武官さんは乙女おとめ心の理解度が零れい点てんっすね」

「……そう言うけど、星彩は、蒼刻さんのことが嫌いではないのよね？」

　幽鬼院では本気でハゲの呪いをかけたがっていたのに、今では朧月よりも打ち解けている。

「いや～本音を言っちゃうと、あたしも一度皇都で色男探しがしてみたかったですから」

「え……」

「って本気で愕がく然ぜんとしないでくださいよ、冗談っすよ。――本当は、あの武官さんは無ぶ愛あい想そうで朴ぼく念ねん仁じんで口も目つきも悪いけど、根は悪い子じゃなさそうだし、今回のことも朧月ちゃんにとって悪い経験にはならないだろうと思ったから、見守ってみてるだけです」

　満面の笑みが、悪いた戯ずらな猫のそれから、やさしく母性的なものへと変わる。

　この様子なら、恋人以下略のことを教えても怒らないだろうか。

「あのね、星彩……実はわたし、皇宮では蒼刻さんと――」

　――ほかの人に幽鬼の声が聞こえなくてよかったという大騒ぎになったのは、その直後だ。







　第二章　紅梅宮は闇に沈む







　太古――この広大な大陸は、妖怪とけものに支配された曠こう野やだったという。人間もいるにはいたのだが、力弱く牙きばを持たぬために虐しいたげられ、ほそぼそと命をつなぐだけで精一杯だった。

　そこに牡ぼ丹たんのごとく美しい「百ひやつ花か神しん仙せん」という神女が降り立ち、大地を一年中花のあふれる楽土に変えた後、壮そう麗れいな都を造り上げたのだという。

　百花神仙はすばらしい智ち慧えを持つ人間たちを「護ご花か使し者しや」――花にあふれた大地の守護者に選び、だれもが心穏おだやかに暮らせる国を造らせた。それが神しん華か国の始まりの物語だ。

　以来この国は、百花神仙から祝福を受けた皇族を柱として発展し、現在は文字どおり華はなやかな時代を謳おう歌かしている。







　皇こう都と・常じよう花かは、その名のとおり「常に花に満ちている」と詠うたわれる絢けん爛らんの都だ。

　重厚な九きゆう還かん門もんをくぐれば、広がるのは伝統ある街並み。高こう閣かくもめずらしくない。

　色とりどりの瓦かわら屋や根ね、朱しゆ塗ぬりの柱。風に舞う、春を祝う青を基調とした縫ぬいとりの旗。

　雑ざつ踏とうも花の化身が集まったかのようで、人々の煌きらびやかな装いがまぶしい。

「……すごい……」

「『百花神仙の降り立つ都』だからな。今は、聞ぶん春しゆん祭さいだ桜おう桃とう祭さいだと行事がめじろ押しだし」

「だから、飾りつけがこんなに……」

　九環門をくぐるまで「人目が怖こわいので木箱をかぶって移動したいのですか」「どこぞの潜入任務じゃねえんだからよせ」なんて不毛な会話をしていたのだが、今の朧ろう月げつは城市のつくりに見とれているようだ。

　馬の口輪を引きながら、蒼そう刻こくは鞍くらに乗せて運んでいる少女にいろいろと説明してやる。

「皇都は初めてなんだろ。どうだ？」

「はあ。くらくらして……人がたくさんいて………………帰りたくなります」

「ってその反応は違うだろう!?」

　絵巻物のような光景に感激して「来てよかった」と言うだろう、むしろ言えと思っていたので蒼刻は本気で叫んでしまった。

　さすがは筋すじ金がね入いりの引きこもりだ。内気で後ろ向きなのも、ここまでくると笑うしかない。

（まあ……それでも、最初よりはマシになったよな）

　道中、蒼刻がびしびしと躾しつけてやった結果、朧月の猫ねこ背ぜはだいぶ改善された。

　隙すきあらばどこかに隠れたがる悪あく癖へきはまだ残っているし、今にも「生きていてごめんなさい」と言いだしそうな性格はそのままだし、口くち癖ぐせは「帰りたい」だし、あきれるほど体力がない上に、やたらとすっ転ぶ壊滅的な運動神経はどうしようもなかったが。

（…………まだ問題が大ありだな）

　うかうかと指折り数えた蒼刻は、頭を抱かかえたくなる。

「な～にシケた顔してんですか武官さん！　恋人と一緒なら、もっと甘い雰ふん囲い気きを出さなきゃだめでしょ～」

　とたんに頭上から、高い声でだめ出しが降ってきた。もちろん星せい彩さいである。

「シケた面つらってのは、あんたの姫さまに言ってやれよ」

「そんな！　可か愛わいい朧月ちゃんに、そんなひどいこと言えるわけないじゃないっすか」

「……以前から思ってたが、あんた甘やかしすぎじゃねえか？」

「朧月ちゃんを愛めでるのはあたしの趣味ですもん。で、朧月ちゃんを笑顔にさせるのが恋人の務めっすよ」

「『フリ』をするだけだってことは覚えてるか？」

　恋人のフリをする話に、星彩は予想どおりに食いつき、予想外に協力的になった。

　嫁入り前のあるじなのにいいのか、と言っても「寸止めまでならご馳ち走そうさまです！」と元気にのたまい、ことあるごとに演技指導をしてくる。

　……正直、非常にありがた迷惑だ。無茶ぶりが多いし。

　朧月も困っているのは同じらしく、場をごまかすように言った。

「と、ところで、好みの方はいた？　星彩」

「あ～ど真ん中な人はいたんですけどねぇ。残念ながら、まだ生きてたんですよぅ」

「まあ……それは残念ね。お亡なくなりになる気配もないの？」

「全然！　健康そのものですよ～。毒どくでも盛らないと死にゃしませんって、あれじゃ」

「…………おまえらはどうしてそう不ふ謹きん慎しんなんだ」

　恋に焦こがれる幽ゆう鬼きとその友人の会話だと知らなければ、殺人計画を立てているのかと思われかねない内容だ。

「不謹慎って失礼っすよ。これでもあたしは第二の青春を楽しむのに大まじめなのに！」

「まじめなのが余計に悪いわ」

　不毛なやりとりに笑いをこらえて口元をむずむずさせていた朧月が、ふと小首をかしげる。

「あの、蒼刻さん……」

「幽鬼院に帰りたいっていうのは今後一切無視するからな」

「い、いえ、そうではなく……わたしにふれなくても、星彩の声が聞こえるのですか？」

　幽鬼の声が、と言われて初めて、蒼刻も気がついた。自分が星彩を「視みる」力が、だいぶ強まっていることに。

　双そう界かいの瞳の持ち主と、夫婦のように一緒にいたせいだろうか。ほかの幽鬼は無理だが、たしかに星彩のことだけは、朧月にふれていなくてもはっきり見えている。

　星彩がまた朧月よりも元気はつらつなので、異常事態だという認識がなかったのだが。

「兄さまでも、わたしにふれなくても聞こえるようになるまで、数年かかったのですが……」

「俺は早すぎるか」

「……はい」

「それはたぶん、俺が――」

　俺が。その先を続けることを蒼刻はためらった。

　雑踏で話す内容ではない。出で逢あって間もない少女に、気軽に打ち明けられる事情でもない。

　いくら朧月が、幽鬼と仲よくする風変わりな天然公こう主しゆでも。

　いずれは告白しなくてはいけないことでも。

「蒼刻さん……？」

　きょとんとした朧月に呼ばれ、蒼刻は自分を取り戻す。

「――そろそろ宮きゆう城じように着く。ビビって鞍から落ちるなよ」

　結局、強引に話を打ち切ってしまえば、気弱な朧月はやはり食い下がってはこない。

　遠慮を知らない幽鬼だけはしばらく「変にぼかさないでくださいよ～。武官さんのケチ～」と騒いだが、蒼刻は無視した。





◇◆◇






　宮城――天てん香こう宮きゆう。

　雲にも届きそうな金色の高こう楼ろう、銀色の望楼。八方に伸びた廊ろうには瑠る璃りの瓦かわら。

　玉ぎよくで縁ふちどられた階きざはしを上れば、中もまた人を圧倒する豪華さだ。壁には銀ぎん箔ぱくを飾り、床には紅べに色のじゅうたんが敷かれている。そこかしこに鎮座する精せい緻ちな彫ちよう刻こくや、季節の花を浮かべた水すい盤ばんが、訪れた者の目を楽しませていた。

「天香」はもちろん、天てん香こう国こく色しよくという牡丹の別名から来ている。

　牡丹は百花神仙の象徴にして、花の王。ここは皇宮、主しゆ上じようが日常の政務を執とる場所だ。

　謁えつ見けんに臨のぞむための朧ろう月げつの衣い裳しようは、主上から下か賜しされた。急な召しよう喚かんに応じてくれた感謝のしるしでもあるのだろう。

「おい、ちょっといいか。――姚よう朧月？」

　控えの間にやってきた蒼そう刻こくは、待てども返事がないのに眉まゆをひそめた。

「入るぞ。服着てなくても知らねえからな」

　宣言し、十数えてから扉とびらを開けるが――いない。

　人怖いの朧月なら勝手に外には出ないだろうと踏んで、着替えの間は離れていたのに。

　首をかしげたとき、侍じ女じよ代わりに付き添う幽鬼が見えた。大きな戸棚の前に浮かんで、無言のままこちらに手招きしている。蒼刻は一瞬で状況がわかってしまった。

「何を隙あらば引きこもってるんだ、おまえは」

「ひゃあ!?」

　頭痛をこらえて戸棚を開ければ、狭い中で膝ひざを抱えていた少女が跳び上がる。

「いえ、その……引きこもっていたわけではなく、隠れて、気分を落ち着かせようと」

「何がどう違うんだ」

「…………どう違うのでしょう」

「俺に訊きいてどうする」

　冷静につっこんでやるその間も、朧月は気もそぞろに目線をさまよわせていた。

　貴族でも緊張を強しいられる場への恐怖に、細い神経が張り詰めきっているのがわかる。

「って――おまえ、着替えは終わってたのか」

「武官さん、気づくの遅いっすよ」

　星せい彩さいがあきれ顔でぼやくのを聞き流し、蒼刻はまだ戸棚から出てこない朧月を見直す。

　見るも情けない状態にもかかわらず――朧月は、この上なく洗練された姫君になっていた。

　あざやかに紅あかい綸りん子ずの上着が思いのほか似合うし、羽は衣ごろもに似た袖そでを彩いろどる飾りは咲き初そめの花のよう。玉色の裙くん子ずの裾すそからのぞく、黒くろ緞どん子すの品のよい鞋くつは落ち着いた印象を与えた。

　翠すい花か鈿でんをつけた額ひたいをさらす大人おとなびた髪型に変え、さりげない薄化粧までしたせいか、驚くほど気品と艶つやが増している。

（こうして見ると、意外と俺好みだな）

　ほう、と感心した次の瞬間、我に返った。――何を考えてるんだ、こんな珍ちん獣じゆう相手に！

　自分の感想で顔が熱くなる、という間抜けな状態になるのを、蒼刻は意地だけでこらえる。

　少女からそれとなく目をそらし、己おのれを落ち着かせるように小声でつぶやいた。

「まあ、もともと顔はいいんだよな……中身がだいぶ残念なだけで」

「ちょっと武官さん、失敬なこと言ってません？」

　星彩にほんのり透ける手でつつかれながら、蒼刻はごまかすみたいに言った。

「すごいな。化粧も自分でやったのか？」

「いえ……最初は、自分でするつもりだったのですが……」

「さっき突然、とっても早口でおしゃべりな宮きゆう廷てい女によ官かんの人たちが集団で来て、問もん答どう無む用ようで朧月ちゃんを着飾らせたんですよ～。嵐か洪水かって勢いで、驚いたのなんの！　なんなんすか、あのお仕事を楽しみまくってる人たちは」

「……ああ、なるほど」

　朧月が疲れをあらわに嘆たん息そくし、物もの怖おじしない星彩がめずらしい困り顔で語る「宮廷女官の人たち」を蒼刻はよく知っていた。

　天香宮の裏名物、人を宮廷風に着飾らせるのに濃こすぎる情熱を燃やす女官軍団だ。

　蒼刻も何度か標的にされたことがあるが、彼女たちに着せ替え人形にされるのは、いろいろな意味で消耗する試練だった。このとおり、根暗な珍獣を月宮の仙女にしてしまえるほど、腕は確かなのだが。

「俺を襲撃しにこないと思ったら、おまえが狙ねらわれてたのか……よく耐えられたな、おまえ」

「え……ええ、まあ」

　引きこもりには衝撃的すぎただろうと案じて言えば、朧月はなぜか不自然に目をそらす。

　ん？　と引っかかったが、探りを入れる前に少女のほうから話しかけられた。

「蒼刻さんも、着替えていたのですね」

「ああ。さすがに普段の戦せん袍ぼうじゃマズいからな」

　朧月の華やかな衣裳ほどではないが、銀ぎん糸しの刺し繡しゆうをほどこした黒の長ちよう袍ほうに、玉で飾った腰帯を巻きつけ、大粒の碧へき玉ぎよくが輝く装飾剣までたばさんだ装いだ。

　眼がん帯たいも、図案化した蘭らんの花を縫いとった布製のものに変えていた。着飾るのが苦手な蒼刻は、もうすでに背中がこそばゆい。

「……かっこいいです。本当に劉りゆう家の若様みたいで」

「これでも本当に、劉家の直系なんだが」

　まっすぐすぎる賛辞に、さらにこそばゆくなる蒼刻の前で、朧月がはっとして青ざめた。

「も、申し訳ありません……！　別に疑っていたわけではなくて、蒼刻さんは普段の武官らしいお姿のほうが『らしい』というか……いえ、それも単にわたしが見慣れていただけで、今の蒼刻さんが変というわけではッ」

「……いや、俺は別に怒ってないからな？」

　死にそうな顔で言い訳する少女を、蒼刻は半なかばあきれて見下ろす。微妙に失礼なことを言われた気はするが、ムキになるほどのことでもない。

　むしろ、こいつはこんな性格で人生疲れやしないかと逆に心配になったほどだ。

「よし。そろそろ時間だから、謁見の間に行くぞ」

「……いってらっしゃいませ」

「おまえ、同じネタをこの一週間で何度使った？　そんなに俺に躾けられたいのか」

　もはや見慣れてしまった逃げ腰の朧月を、蒼刻は冷たく凄すごむ目で見下ろす。

　髪型や化粧を崩さないよう、どこをどうして躾けてやろうかと考える彼の目にびくつきながらも、朧月は意外にねばった。

「し、躾しつけされても無理です……！　引きこもりの意地にかけて、行きたくありませんッ」

「なんなんだ、その非生産的な意地は！　ったく、そんなに主上が怖いのか」

「……それも、ありますけど」

「けど、なんなんだ？」

　翡ひ翠すいの瞳の翳かげりをいっそう深くして、朧月は自信なさげにうなだれる。

「わたしは、こういう衣裳を着慣れてないですから……劉家の蒼刻さんと並んだら、きっと、似合わないとか釣り合わないとか、言われてしまうと思うんです。笑われるのが、わたしだけならまだしも……兄さまや黒こく烏う州の評判にまで影響したら、と思うと、やっぱり怖くて」

「……おまえな」

　たどたどしく説明しながら、さらに悪い想像をしたのか、朧月の声がますます暗くなる。

　世話の焼けるやつだと思いつつ、蒼刻は、彼女が邸やしきから出られなくなった原因の一端を見た気がした。

　そこに星彩がそろりと近づいてきて、内ない緒しよ話の声で耳打ちしてくる。

「とゆうわけで武官さん、朧月ちゃんを褒ほめてあげてくれませんか」

「は？」

「可愛いよ、くらいでいいんです。褒めて育てる躾も大事っすよ」

「……わからんでもないが、なんで俺が？　褒めて甘やかすのは、あんたの役目だろ」

「身内が褒めても限界があるんですよ。赤の他人の武官さんが見ても大丈夫なんだって信じられたら、朧月ちゃんも自信が持てるはずなんです。頼みますよ～」

　たしかに筋は通っているが、頼む相手が蒼刻というのが無茶だ。部下の叱しかり方や敵の挑発ならともかく、女の褒め方なんて専門外だというのに。

（参ったな……）

　それでもほかにうまく口く説どく方法が思いつかないので、蒼刻は仕方なく少女に視線を戻した。

　可愛い、なんていくら珍獣が相手でもしらふでは言えないので、自分で言葉を探す。

「似合ってるし、釣り合ってると思うぞ」

「……え？」

「鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう喰くらったような顔するなよ。ちゃんと、どこに出しても恥はずかしくない黒烏州の姫に見えるから安心しろって言ったんだ。とりあえず見た目だけはな。正直――俺のほうが、今のおまえと並んで大丈夫かって思ったくらいだ」

「蒼刻さんが……ですか？」

「俺も好きじゃないんだよ、こういう服は。おまえのほうがよっぽどいい」

　大きな瞳にまっすぐ見つめられると今すぐ壁に頭をぶつけて倒れたくなり、蒼刻が銀の前髪をかきかき目をそらすと。

「ありがとうございます……あの、少し元気が出たので、もっと褒めてくださいませんか？」

「なに!?」

　予想外の要望に驚き、けれど無理だと言うのも妙に悔くやしくて、蒼刻はさらに頭をしぼる。

　どう褒めてやったものか真剣に悩みながら、朧月をちらっと見やり――そこで気づいた。

「……蒼刻さん？」

　どこか甘えぎみな呼びかけが聞こえる間も、彼女の唇くちびるがまったく動いていないことに。

　つまり。

「あんたか――ッ!!」

「あら、ばれちゃった☆」

　巧みに蒼刻の死角にひそんでいた星彩は、腹が立つほど可愛らしく舌を出した。

「☆じゃないだろ！　どこからあんたの声真ま似ねだったんだッ」

「最初の『ありがとうございます』からっすよ。いや～、ここまで騙だまされてくれるとは」

「……！」

　無駄にあるじの声真似がうまい幽鬼は、悪びれるどころか、騙しつづけられなかったことを残念がっている。

　さわやかな笑顔にこめかみが引きつったが、幽鬼は殴なぐれないし女を殴るわけにはいかないしで、蒼刻は忍耐力を試されている気分だった。

　代わりに、というわけではないが、おろおろしている朧月の額を軽くこづいてしまう。

「おまえも早く言えよ、朧月」

「す、すみません……口を挟む頃合いがわからなくて。それに――」

「ああ？」

「……蒼刻さんに褒められたのは初めてだなと思ったら、うれしくて、つい」

　ひたっていました、なんてまじめに言われると、俺はそんなに叱ってばかりだったかと罪悪感がわく。しかし否定はできないので、蒼刻は謝る代わりに、ぼそりと付け足した。

「教えたとおりにやれば――いや、なんでもがんばれば、俺もちゃんと褒めてやるよ」

「！　……はい」

　お。うれしそうな顔になった。

　根暗な少女にはめずらしい表情に、蒼刻は軽く目をみはる。

　笑顔ではないが、普段の憂うれい顔よりずっと印象がいいなと思った端から朧月はうつむいて、

「……でもやっぱり、わたしみたいな引きこもりと謁見しなくても、主上の一日には何も不都合はないと思うのですが」

「そりゃそうだが、公主のことを任せるやつの顔くらい見たいだろ普通」

「でも、いきなり主上になんて……せめて最初は、いとことか」

「主上のいとこだって皇族だろ。大丈夫だって、主上は田舎いなかから出てきたばかりの小娘がドジかました程度でお怒りになる方じゃない」

「そうそう、きっと武官さんよりかは怖くないっすよ。あたしがついてますから、ね？」

　不本意ながらも、星彩と二人がかりでなだめすかし、ようやく朧月を連れ出せた。

　廊に出たところで思いつき、蒼刻はうつむく少女へと手を差し伸べてみる。

　朧月は、きょとんと瞬いた。

「お手をしろ、ということですか？」

「どういう発想だ。おまえは犬か。手を引いて連れていってやるって意味だ」

「……いいのですか？」

「主上の御ご前ぜんじゃ、おまえの腰に紐ひもつけて引っ張るわけにもいかないからな。それに」

　ためらう手を強引に拾い上げてしまいつつ、蒼刻は身をかがめて朧月の耳元でささやく。

「例の『フリ』をするにも好都合だろ」

「……！」

　すっかり忘れていたようで、少女はびしりと凍こおりついた。

　と――そんな彼女の肩の向こうを、文官姿の幽鬼が通り過ぎた。

　朧月と手をつないだことで、星彩以外の幽鬼も見えるようになったのだ。

　ここ数日で慣れた現象だが、宮中の幽鬼は旅してきたどの街よりも数が多く、蒼刻は今までになく強烈な印象を受けた。もし知り合いがいたらと思うと、うかつに周囲を見るのもためらわれ、たとえようもない居い心地ごこちの悪さに眉をひそめる。

　生まれつき双界の瞳を持つ朧月でもこれほど多くの幽鬼を見たのは初めてだろうに、彼女はこの異様な光景には動揺していなかった。

　陽光に透ける幽鬼たちを見やる横顔はむしろ、民を見守る女王のように穏やかである。

「蒼刻さん」

　不意に神秘的な瞳で見上げられ、蒼刻はどきりとするが。

「……先に謝っておきますが、緊張しすぎて吐いたらすみません」

「おまえ、その格好で吐くとか言うなよ……台無しだろ」

　彼女らしくはあるが情けない科白せりふに、おかしな緊張がたちまち消え、蒼刻はやれやれと肩をそびやかした。
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　道中、慣れない裳も裾すそや周囲からの好奇のまなざしに気を散らし、何度もすっ転びかける朧ろう月げつを助けつつ、謁見の間にたどりついた。

　ゆっくりと扉が開かれ、古代の神獣を彫りこんだ純白の石柱が支える広間に入る。

　縁に錦にしきの刺繡がほどこされたじゅうたんが、広い床はもちろんのこと、奥の高座に続く階段にまで敷きこまれていた。高座の頂点、五彩の刺繡の垂れ幕でおおわれた向こうに玉座があるはずだが、階下からは主上の影しかうかがえない。

　玉座の右手には、春の朝の光を思わせる美び貌ぼうの太子天てん祥しよう。

　いくつかのこみいった手続きののち、蒼刻は少女を連れて、御前へと進みはじめた。

　ちらりと視線を配れば、居並ぶ主上の側近たちの顔に「思ったよりも田舎くさくない娘だ」と書いてあるのがわかる。別に自分の手柄ではないが、蒼そう刻こくは少し得意な気分になった。

　つないだ手の先を見やれば、朧月はうつむきすぎてはいるが、懸命で慎重な足どりで蒼刻についてきている。

　ほかの人間には姿が見えない星せい彩さいも、凍りかけた湖の底のような静寂に気け圧おされたのか、いつもの自由勝手なおしゃべりもせず、あたりをきょろきょろと見回していた。

　階の手前で足を止めるまで、朧月はどうにか転ばずに済んだ。

　拱きよう手しゆ、拝はい跪き。

　猫背の矯きよう正せいとともに蒼刻が叩たたきこんでやった動作を、朧月はぎこちなく実践する。

「遠路はるばるよく来てくれた、黒こく烏う州の姫君。劉りゆう家の蒼刻もご苦労であった」

「しゅ――主上に拝謁する栄誉に浴しましたること、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　嚙かみそうになった。

（大丈夫か？　気絶するなよ？）

　自身もそつなく応じながら、蒼刻は内心ハラハラしどおしだ。

　蒼刻とて主上の御前で緊張しているが、今はとにかく朧月が気がかりで仕方ない。

　つないだ手の震ふるえが伝わってきたから、言葉の代わりに強く握り返してやれば、朧月は蒼刻の存在を思い出したようだ。手の震えが小さくなる。

（俺がついてる。がんばれ）

　そんな袖の陰でのやりとりや、星彩の「こういうときの返答はですね……」という秘密の助言に支えられ、朧月は蒼刻が教えたとおりに受け答えをしてゆく。

「余よの望みは、湘しよう雲うんたちが無事に戻ることだ。そなたの働きに期待しているぞ」

「け……犬けん馬ばの労も厭いとわぬ所存、です」

　そうして特に問題もなく、謁見が締めくくられるかと思われたときだ。

「――劉家らしい言葉遣いだ。貴き公こうが姫に教授したのか？　劉蒼刻どの」

　それまで静かに控えていた太子天祥が、初めて口を挟んだ。父である今きん上じよう帝ていとよく似た、穏和な印象を与える美声で。

　たいていの乙おと女めを虜とりこにする天祥の魅力のひとつだが、朧月は、彼女にとっては全然うれしくない展開――この時間が長引く予感に凍りつくばかりだ。

　貴族とのつながりを「面倒くさい」と言ってのけた少女らしい。蒼刻は奇妙に安あん堵どする。
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「左さ様ようです。太子殿でん下か」

「姫とは親しくしているようだね。貴公にしては意外だ」

「彼女の兄に一任されたが故です。他意はございません」

　不本意ながら天祥の性しよう分ぶんを知っている蒼刻は、話を長引かせないよう最低限の答えを返していった。気持ち朧月を背にかばうようにしたのは、いろいろと用心してのことだ。

「そう警戒せずとも、からかうつもりはないよ。二人で善よく協力しあってほしいだけだ」

「御ぎよ意い」

　居並ぶ高官たちの中には、太子の親しみをこめた声にも、ひたすら最低限の言葉しか口にしない蒼刻に、眉をひそめる者もいた。

　しかし彼らが口を挟むより先に、次に拝はい謁えつする者の到着を知らせる合図がなされたので、空気が気まずくなる前に退室することができた。







「いや～初めての共同作業、お疲れさまでした！　あたしまで緊張しちゃいましたよぅ」

「道理で静かだと思ったら。太子殿下に見み惚とれてたんじゃなかったのか？」

「あたし、基本的にガタイのいい方にこだわりがあるんですよ。それにあの太子殿下、きれいなだけじゃないっぽい雰囲気でしたし～」

「あんたはおちゃらけてるわりに勘かんがいいな――っておい、大丈夫か？　姚よう朧月」

　再び、控え室。

　ぱたりと扉を閉めた途端、朧月はへなへなと床に座りこんでしまった。

　予想外に天祥に絡からまれて、蒼刻も気疲れしたが、朧月は彼の比ではないほど疲れ果てている顔色だ。人馴なれしない彼女にとっては、今までで最大の試練だったのかもしれない。

「よし。とっとと着替えて、茶でも飲んだら――」

「……お昼寝したいですね……」

「するな」

「だ、だめですか？　……それじゃ、お部屋でまったりゆっくり引きこもり」

「無駄に韻いんを踏むな。その前に一度、紅こう梅ばい宮きゆうを見に行かないとだろ」

　有う無むを言わせぬ蒼刻の態度に、朧月はしゅんと肩を落とし、星彩も不服げに唇を尖とがらせた。

「ええ～、もう調査っすか？　せっかく宮城でかっこいい人を探したかったのに」

「後にしろ。というかむしろ、するな」

　黙って並んでいれば一幅の絵画のようなのに、口を開くといろいろと台無しな主従である。

　ややあって、茶の一式が運ばれてきた。

　ほっとして長なが椅い子すに腰を下ろした朧月を、星彩がふわりと抱きしめる。

「ま、冷たい武官さんはさておき、お疲れさまです～朧月ちゃん。さっきの頑張りは刺し史しさんにも見せたかったですよぅ」

「……ありがとう。途中で何度気を失うと思ったか、覚えてないくらいだけど」

「でも結局、あたしが憑ひよう依いしなくても乗り切れたじゃないっすか。いけますよ、これからも」

　刺繡の重たい上着を脱ごうとしていた蒼刻は、ふと眉をひそめた。

「憑依？　なんだそれは」

「……！」

　なにげなく訊き返したのに、朧月たちは急に静かになってしまう。

　訊かれたくないことなのかとは思ったが、朧月相手に遠慮する義理はなかった。

「まさか、その幽鬼がおまえに？」

「……その、『まさか』です」

　罪を暴かれた人間のように、朧月は細い声で認める。星彩がかばうように後を続けた。

「宮廷女官の人たちが来たときに、朧月ちゃん、ちょっと気を失いそうになりましてね。でも着替えはしないとマズいから、あたしが憑依して身代わりになったんです。朧月ちゃんは幽鬼が入りこみやすい体質なんで。でまあ、謁見のときもですね」

「こいつがヤバくなったら、あんたが憑依してやる気でいた、ってわけか」

「です。……あれ、怒らないんすか？　武官さん」

「なんでだ」

　主従そろって身を縮めているのは、そういうのがズルだという自覚があるせいだろう。

　たしかにそうだ。もしそんな真似を実行していたら、逃げるなと説教や躾を喰らわせたに違いない。

「でも、結局そいつは自力で謁見を乗り切ったんだから、怒る必要はないだろ」

　女って変に細かいことを気にするよなと内心あきれつつも、蒼刻はとりなしてやった。

「じゃあ武官さん、怒ってないんならその悪人面はやめてくださいよぅ」

「これは地顔だ」

「…………そ、それは心底すんませんでした」

　星彩がものすごく気まずそうに口をつぐむ。

　蒼刻は悪人面呼ばわりに若干へこみつつも、ぼんやりしている朧月を振り返った。

「だが今後は、そんなズルを考えとくんじゃなくて、気分が悪くなったら俺に正直に言え」

「……はい？」

　朧月はただでさえ大きい翡翠の瞳をまるくして、蒼刻をまじまじと見つめる。

「で、ですが……謁見の最中だったりしたら、どうにもならないのでは」

「そこをなんとかしておまえを守るのが、俺の役目だ。いいな？　今度からは俺に言え」

　低い声で念押しすると、朧月はためらいがちにうなずいた。

「……わかりました」

「声が小さい！」

「は、はい！　わかりました!!」

　びくりと肩を跳ねさせながら言い直し、朧月はふと蒼刻から目をそらして小さくぼやいた。

「……でも、そのわりには、躾が手荒なような」

「まるっきり聞こえてるぞ。あれは、おまえが宮中で恥はじをかかないようにっていう俺の心遣いだろうが。感謝しろ、感謝」

　びびり屋のくせに変な形で度ど胸きようのいい少女の前へと回り、蒼刻はおもむろに手を伸ばす。

　すわ躾かと再びびくつく彼女の頭に手を置きかけて、きれいな髪型を崩してはと思い、ぽんと朧月の肩に手をのせた。

「だが、今回はよくがんばった。これからもはげめよ」

　予想を裏切る穏やかな感触に、朧月は、いいのだろうかとでも言うように何度も瞬またたく。

　妙に照れくさいのを押し隠し、蒼刻はせいぜいやわらかい表情を作ってやった。

　……作ったつもりだ。星彩あたりから見たら、頰が引きつった「悪人面」かもしれないが。

「返事は？」

「はあ……前向きに善処します」

「『はい』って元気に言うべきところだろう、ここは。やっぱりおまえなんか躾だ」

　後ろ向きな発言をするなと、普段どおり額をこづいてやれば、朧月はあわてて蒼刻の手から逃のがれようとする。

　すると、やけに楽しそうに二人を見守っていた星彩が、やおら手を打った。

「つまり武官さんは、あたしのほうが朧月ちゃんに頼られてるから嫉しつ妬としてたんすね」

「なんだその突然で勝手なまとめは！　俺はただ――」

「ま、なんでもいいんですけどね！　仲よしなら！」

「聞けよ人の話を！」

　叫ぶ蒼刻をいつものように明るく受け流し、星彩のすみれ色の瞳が、ふと深みを増す。

「――ま、武官さんは、朧月ちゃんがここで頼れる唯ゆい一いつの生きてる人なんですから、これからも守ってあげてくださいね？　幽鬼のあたしには、憑依して、少しの間身代わりになることくらいしかできないんですから」

「……あんたは、まったく」

　いつも頭の何かが飛んでいる星彩に、らしくもなく神妙に言われると、気勢が殺そがれることこの上ない。

　そういう意味で、蒼刻はこの存在感の濃い幽鬼が苦手だった。決して嫌いではないが。

「星彩……ありがとう。でもわたしは、星彩もずっと頼りにしてるからね？」

「は～い。わかってますとも！　頼ってくださいね～」

　朧月と手をとりあえば、星彩はたちまちもとの陽気さを取り戻す。

　風変わりな主従の、だがたしかな絆きずなを感じさせる光景に、蒼刻はやれやれと息をついた。





◇◆◇






　計画どおりだがうれしくはないことに「主上に拝謁を許された」上に「太子殿下が興味を示した」という「あの劉りゆう武官が連れてきた」娘――つまり朧ろう月げつは、宮中で早くも噂うわさになっているらしい。皇宮を出るまでの短い間にも、好奇のまなざしをたっぷりと感じた。

「蒼そう刻こくさん……本当にあの『フリ』を続けるんですか？」

「今さらうろたえるな。俺の女なら堂々としてろ」

「!?」

　こんなふうに、ときどき素で心臓に悪いことを言いだすのは困りものだし、青く燃える隻せき眼がんは鋭くて怖いし、躾と称してこづかれたり、問答無用で外を連れ回されるという、引きこもりには過酷な試練ばかり与えられているにもかかわらず――

（……この人は、わたしなんかにはもったいないくらい、真まっ当とうで、いい方だなあ）

　朧月はいつしか、そう認めていた。

　幽鬼を見る力のせいで、幼おさない頃から不吉がられ、いじめられた経験は豊富なので、いじめっ子という人種には詳しいつもりだ。この青年はそうではない。しかし、幼い頃から唯一朧月を理解し、庇ひ護ごしてくれた兄とも違う。

（どのくらい心を開いてもいいのかな……）

　そんなふうに悩みながら、朧月は、再び蒼刻に抱かれて馬上の人となった。

　――問題の紅こう梅ばい宮きゆうは、天てん香こう宮きゆうから馬で半刻ほど離れたところにあるという。

　途と方ほうもなく広大な敷地だ。

　馬で移動しなければ違う建物に行けないなんて、朧月にはついていけない世界である。

　天香宮から離れるにつれて人ひと気けは減り、緑なす道の静けさが身を包んだ。

　人目がないから恋人のフリは忘れていいと言われ、朧月は少しだけ肩の力を抜く。

「ここは、幽鬼しかいなくて、いい場所ですね……」

「おまえはまたそれかよ。俺がいるってことを忘れてないか？」

「いえ、忘れてるわけではないのですが……蒼刻さんは、もう大丈夫ですから」

「……そうなのか？」

「はい。ついビクッとはしてしまいますけれど……そう、たとえるなら、激辛だけどおいしい麻マー婆ボー豆どう腐ふみたいな」

「結局まだビビッてはいるんだな？　しかも、その喩たとえはなんなんだ」

　褒め言葉のつもりなのはわかるが。

（でも一応、俺のことを信用はしてる――っていうことか？）

　朧月は意識していないようだが、蒼刻を見上げる表情は、以前よりも無防備だ。

　出逢ったばかりの頃は、ふれただけで砕け落ちそうなほど張り詰めていたのに。

　――それはいい変化なのだが、同時に妙に気恥ずかしくもあった。

　髪型は簡素なものに直し、衣裳も動きやすいそれに変えたが、朧月はまだ薄化粧を落としていない。それがいけない気がした。

　大きな瞳に淡い影を落とすまつげは長く濃く、ことさら紅で強調せずとも色のよい唇が愛らしい。幼げなタヌキ顔のくせに、翳りがちな表情や目を引く切ない雰囲気が、あいまいな色気を生んでいる。――そんなことに、今さら気づかされてしまうのだ。

　ひどい仏ぶつ頂ちよう面づらで複雑な気持ちを持て余しているうちに、木こ漏もれ日のさす並木道を抜けた。

「ここだ」

「ここに……紅梅宮があったのですか？」

　――朧月は、目の前の光景に、なんとも言えない気分になった。

　更さら地ちだ。

　壮麗な建物があったとは信じられない、剝むき出しの地面が、木立に囲まれている。

　離宮の周りに掘られた濠ほりと虹こう橋きようだけが残っているのが、なんだか間が抜けて見えた。

「だから『消えた』と言っただろ」

「ですが、こんなにきれいになくなっているとは思いませんでした」

「ホントにここなんすか武官さん？　まさか場所間違えてないっすか」

「何度も来てるのに、間違えるわけないだろ」

　憮ぶ然ぜんと答えた蒼刻に、星せい彩さいが大げさに目をまるくする。

「あるぇ～？　ここって軍の本部とはまったく関係ない場所っすよね？　武官さんがなんで公主さまの離宮に何度も――あ、わかった！　さては目当ての女官さんがいたっすね？」

「なんでも恋愛に結びつけるな！　俺はただ、天てん祥しようさまにときどき遣いを頼まれてただけだ」

　朧月も目をまるくした。

「天祥さまとは……太子殿下の？　蒼刻さんは、太子殿下とお親しいのですか？」

「親しいというか――天祥さまと俺は生まれた年月日が一緒なんだが、それを知られてから妙に気に入られてる。おもしろがられてるだけ、という気もするが」

　名誉なことのはずなのに、全然うれしくなさそうだ。不思議に思いつつ、朧月はとりあえず周りを見回してみた。

　風でそよぐ花草木のほかは、何も動くものはない。――幽鬼もいない。

　と、雑草の陰で何かが光を反射した。

　地面から掘り起こしてみると、ひび割れた古い鏡のかけらである。

　星くずのような宝ほう珠じゆが散りばめられ、図案化された蘭の文もん様ようを刻んだ縁飾りが見事だ。

「紅梅宮にいる方の持ち物……ではなさそうですね」

「かな～り昔に作られたものっすね。ざっと三百年は昔の加工技術じゃないかな～」

　学者のように明快な答えを与えたのは、意外なことに星彩だった。

「あんた、こういうものに詳しいのか？」

「あたしをただの恋愛好きでおしゃべりな幽鬼と思ったら大間違いですよ？　恋愛好きでおしゃべりで物知りな幽鬼なんですからね！」

「って『物知りな』が加わっただけかよ」

　蒼刻の冷ややかなくらい的確なつっこみはさておき――

（そんな古い鏡が、どうしてここに埋まってたのかしら。……何か気になるわ）

　奇妙な胸騒ぎをおぼえながら、手元にまなざしを戻し、朧月はひゅっと息をのんだ。




　――鏡に、ありえないモノが映っていた。




　朧月の背後にぼんやりと立っているそれは――女だ。

　濃淡が微妙に異なる黒を重ねた衣裳をまとう、細い姿。陶器を思わせる青白い肌はだ。

（まさか……噂になった〈黒い影〉？）

　ほかの人には影にしか見えなかったらしいが、朧月にはちゃんとした人の姿に見える。

　長い黒髪が水中の藻ものように揺らいでいるせいで、顔は紅をさした口元しか見えないのに、目が合った気がした。

　思わず蒼刻の上着にしがみついてしまいながら、朧月はおそるおそる背後を振り返る。

　だが、女性はそこにはいなかった。

　なのに改めて鏡をのぞくと、たしかに彼女は映っていて――こちらを見つめていて。

（どういうこと……？）

　戸と惑まどいながらも、不吉な予感に、鏡のかけらをいったん手放そうとしたときだ。

　見たこともない映像が、朧月の頭に花火のように閃ひらめいたのは。




　――悲鳴。怒ど号ごう。何かが落ちて割れる音。

　壮麗な建物の中を、お仕着せをまとった女性や、警護の武官たちが右う往おう左さ往おうしていた。

「……外に出られない！」「おかしな鈴の音ねが」「あの黒い影はなんだ」

　まるで奇襲を受けた陣の中だ。混乱の中、一人の女人が立ち上がる。

　ゆったりとした青せい藍らんの衣裳に、淡く輝く領ひ巾れをはおった、うるわしい姿。

　知性を感じさせる切れ長の瞳が、灰色に光っている。きれいに結ゆい上げた黒髪に飾るのは、白い芍しやく薬やくの花だ。湘しよう雲うん公主だろう。

　彼女は果か敢かんにも、異変の原因を突き止めようと、部屋を飛び出した。

　しかし廊の途中で、何かに気づいたように足を止めると、背後を振り返り――




　そこで映像がぶつりと途絶え、朧月はもとの視界を取り戻した。

（……今のは）

「紅梅宮に異変が起こる直前のこと――か？」

　蒼刻がつぶやく。朧月にふれていた彼にも、今の幻げん視しは見えたらしい。

　呼吸を整えてもう一度見下ろすと、鏡から〈黒い影〉の女は消えていた。

　朧月は、悩みながら口を開く。

「おそらくは……。わたしはときどき、こんなふうに過去の出来事が視みえてしまうのです。物に残された思念を、幽鬼と同じように感じとれるようで」

　そのとき、鏡のかけらから突然黒い煙のようなものが立ちのぼりはじめた。

　次いで、美しく澄んでいるのになぜか恐ろしくなる万よろずの鈴の音が鳴り響く。

　異常な事態に、朧月は顔を引きつらせた。

　これは、もしや――

「蒼刻さん――星彩……！」

　なすすべもなく、ぐにゃりと視界がゆがむ。

　空間が軋きしむ響き。

　世界が反転する音。紅い花びらが一面に吹き荒れる。

　時が静止し、ひしゃげて、空間が揺らぎ、ねじ曲がり――

　不協和音に鼓膜を犯されながら、朧月たちは闇やみ色いろの渦に呑のみこまれていった。







　第三章　夜よりほかに聴くものもなし







　――ヤクソク　シタノニ

　いつしか鈴の音ねは途絶え、悲しみに濡ぬれた声が、朧ろう月げつの耳をくすぐっていた。

　――ズット　マッテイタノニ……

　だれの声だろう。慰なぐさめてあげたいと強く思わされる、悲痛で切ない声だった。

　おそるおそるまぶたを開け――そこで初めて、蒼そう刻こくに強く抱きしめられていることに気づく。

　心の中で彼との初対面のとき以上に絶ぜつ叫きようしていると、至近距離からささやかれた。

「無事か？　朧月」

「は、はい……大丈夫、です、が……！」

　とっさに守ろうとしてくれたのだろう。

　光栄だが、兄以外の男性にこんなに密着した経験がないので動揺が抑おさえられない。

　また、こうして聞く蒼刻のささやきには不思議な色気があるから、余計に困る。

「――あの～、いちゃつくのは寸止めまでなら応援したげたいんですけど、とりあえず状況を確認しときませんかぁ？」

　星せい彩さいの茶化すような声で、蒼刻が、はっとして腕の力を抜いてくれる。

　その場にへたりこみそうになるのを、朧月はどうにかこらえた。

「だれがそんな不ふ埒らちな真ま似ねをした！　俺はただ、こいつと離れたらマズいと思って――」

「や、それはわかってますよ。朧月ちゃんを守ってくれて、ありがと～ございます」

「……は？」

「わかってたけど、からかってみたって意味ですよぅ。で、ここはどこなんですかね？」

　あっけらかんと首をかしげる星彩に、蒼刻は露ろ骨こつに「こいつ殴なぐりたい」という顔をした。

「――紅こう梅ばい宮きゆうの中だな。少し違和感はあるが」

「違和感、と言いますと」

「ああ。俺もそんなに詳しく内部を覚えてるわけじゃないが、何かが違う気がする」

　蒼刻が持て余している違和感の正体は、初めて紅梅宮に来た朧月には想像もつかない。

　――だが、たしかに異様な状況だ。

　頭上に広がるのは、先刻までの春の青空とは違う、重く垂れこめた濃灰色。閉じこめられたかのような圧迫感を強しいる色彩だ。

　薄暗く狭い空間を好む朧月でも、さすがにこれが心地ここちよいとは思えない。

「異様な力で引きずりこまれるような感覚がありましたし……ここは、現世とは違う空間なのかもしれません」

「違う空間だと？　なんでそんなことが起こるんだ」

「稀まれにあるんです。幽ゆう鬼きが、生前よりも強い思念の力で、こういう祟たたりを起こすことが――」

　朧月のそばにいるのは星彩をはじめ平和な幽鬼ばかりだが、この世には生前の悲しみや恨うらみが死によって増幅され、生者に害をなすようになる幽鬼もいる。

「『凶きよう宅たく』といって……幽鬼の思念のせいで、人に禍わざわいをもたらしてしまう建物があります。そこでは時間が巻き戻って、同じ一日を何度も繰くり返したり、空間がゆがんで、一度中に入ったら外に出られなくなることもあるとか」

「ここも、その凶宅になってるわけか」

「おそらくは……」

　墓所に似た静けさをまとう離宮は、あざやかな紅べに色をした瑠る璃り瓦がわらや、梅の花と枝をかたどる飾り窓が美しい。この春の花に満たされた中庭を中心として、複雑に曲がりくねった回かい廊ろうでいくつかの領域に区切られているようだ。

　人の気配がない。ひとまず〈黒い影〉の気配もないが、嫌な予感がする。

　無事なのだろうか。

　根が暗いのと五年前のことがあるせいで最悪の想像をしてしまい、朧月は身み震ぶるいした。

「――朧月ちゃん、大丈夫っすか？」

「ほんとだ。どうしたおまえ、謁えつ見けんのときより顔色が悪いぞ」

　まるで死人のように青ざめてるぞと、ちょっと笑えない比ひ喩ゆが蒼刻の口から飛び出す。

　朧月は、あいまいに笑顔を作ってごまかした。

（……それにしても、ほかの方ではここに来ることすらできなかった、ということは）

（わたしの双そう界かいの瞳が――幽鬼を見る力が、鍵かぎになった？）

　帰りたい・休みたい・引きこもりたいという気持ちを忘れ、朧月はめまぐるしく頭を回転させた。

「星彩……ここに来るときに、声を聞かなかった？」

「聞こえたっすよ。残念ながら、姿は見えなかったですけど」

「俺も聞いたぞ。もしかして、鏡に映ったあの幽鬼――〈黒い影〉の声か？」

「……かもしれません」

　紅梅宮が消えたあと――湘しよう雲うん公こう主しゆはもちろんのこと、彼女に仕える宮きゆう廷てい女によ官かんには貴族の子女もいたため、関係者は大きく動揺したという。さまざまな人間があの更さら地ちを調査し、中にはだれが呼んだのか、あやしげな道どう士しまで交じっていたそうだ。

　――それでも公主たちの行方ゆくえはわからず、ひたひたと絶望感が広がる中で、現場で〈黒い影〉を見たという声が注目を集める。

　もはや手がかりはその〈黒い影〉しかないため、藁わらにもすがる心境で「幽鬼が見えるという噂うわさの天然公主」を呼んだのだと、蒼刻から聞かされていた。

（本当に、〈黒い影〉は幽鬼だったんだ）

　身震いする。

　皇都に着くまでは、幽鬼じゃないかもしれない、もしそうならわたしはお払い箱で帰れるかも――なんてズルいことを考えたときもあったが、もう逃げられない。

　あやしい鏡を手しゆ巾きんにくるんで懐ふところにしまうと、朧月はその場から踏み出した。

「建物の中を捜しましょう、蒼刻さん。だれか隠れてるかもしれませんし」

「だな。でもおまえ、そんなにあわてると――」

「きゃあ！」

　コケるぞ。という蒼刻のやけに冷静な指摘に、悲鳴が重なった。

　草地に口づけそうになるのを、彼女の扱いに慣れた蒼刻の腕に支えられて回避する。

　自分で自分の行動に出で鼻ばなをくじかれ、朧月は地味にへこんだ。

「……なにゆえにわたしは、自分の足につまずいてしまうのでしょうか」

「むしろ俺のほうが、なんでだと訊ききたいところだがな」

「あたしみたいに、足がなければいいんすかね」

「死ななきゃ無理じゃねえか、それじゃ」

　星彩の実用性のない提案をにべもなく蒼刻があしらい、その間に朧月はなんとか立ち直る。

　再び歩きだそうとした彼女の手を、蒼刻が捕まえた。

「蒼刻……さん？」

「転ばぬ先の杖つえって言うだろ。しばらくは俺が杖代わりになってやる」

　なんのてらいもない態度なのに、奇妙にどきりとさせられて、朧月は目を泳がせる。

「にしても、おまえ、いきなりやる気になってないか？」

「……やる気というより――焦あせっているのかもしれません」

「焦ってる？」

「はい。たとえるなら……一人で歩いているときに、道みち端ばたで大けがをして倒れている方を見つけてしまったようなものでしょうか」

　暴ばく露ろしてしまうと、紅梅宮に来るまでずっと、優秀な道士がさじを投げた問題が自分なんかに解決できるはずがないと思っていた。従うだけ従って、なんだ無理かとがっかりされて黒こく烏う州に帰ればいい、なんて冷さめた覚悟さえ秘めて。

　でも今は、そんな卑ひ屈くつでひねくれた考えをしている場合ではなくなった。

「わたしだけの力で助けられる保証はないですが、それでも何かしないとって――……ッた!?」

　もそもそと説明する間にまた自信を喪失し、声を落としたら、即座に額ひたいをこづかれた。

「勝手にあわてるな。おまえ一人だけじゃないのに」

「……え？」

「――くさいことを言わせるな。今は、俺も、そこの過か保ほ護ごな幽鬼もいるだろうってことだ」

　馬鹿が。と、あきれた口調で付け足される。

　その口調も、こちらを見下ろす瞳もどことなく温かいせいで、胸が妙に疼うずいた。

　ひどく照れくさい気分をもてあまし、朧月は不器用に話題をそらす。

「も、元の世界に帰る手段も、探さないといけませんしね」

「〈黒い影〉をどうにかしたら帰れる気がするんすけど――あの幽鬼、ヤバげっすよねぇ」

「こんな災さい厄やくを引き起こすくらいなんだ、ヤバいのはわかりきってるだろ。ほら行くぞ」

　ぐっと手を引かれた。

　幽鬼になって久しい星彩でさえ、ぞっとした表情で我が身を抱きしめるのに、蒼刻はすでに開き直った顔だ。戦場を経験してきたとはいえ、こんな異様な状況は初めてのはずなのに、驚くほど肝きもが据すわっている。すごい人だ。

　まだ少年じみた細さを残しながらも揺るがぬ背中に、朧月は場違いに見み惚とれた。





◇◆◇






　紅こう梅ばい宮きゆうの中には耳が切れそうだと思うほどの静寂と白い靄もやが立ちこめ、空気はまるで水辺の洞どう窟くつのように冷たく湿っていた。

「――あ！　あそこに人が倒れてるっすよ！」

　朧ろう月げつたちより先に廊を偵てい察さつしていた星せい彩さいが、にわかに大きな声を上げる。

　駆かけつけてみると、広い廊の床に、女官らしいお仕着せ姿の人間が幾人も倒れていた。

　蒼そう刻こくは、手近にいた一人の肩に手をかけ――すぐに、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「動かないぞ」

「でも……息はありますね」

　幸い呼吸は規則正しく、脈も正常だ。

　ただ、声や揺さぶりにまったく反応してくれないのだ。

　なんともできない状態の人々を前に、星彩がめずらしく神妙な顔になった。

「あたし、どっかで聞いたことあるっすよ。凶宅の邪気に呑のまれて、死ぬこともできずに眠りつづけちゃう人の話」

「眠ってるだけなら、生きてはいるんだよな？」と蒼刻。

「……一応は。でも、この紅梅宮が元に戻らなければ、目覚められないのかもしれません」

　朧月は目を伏せた。

　経験を元にあれこれ想像はしていたが、実際に怪奇現象を目まの当あたりにすると背筋が凍こおる。

　時の静止した離宮内を探していくと、眠りに囚とらわれた女官や護衛武官はあちこちにいた。

「……湘しよう雲うんさまがおられませんね」

　さっきの幻げん視しが不吉な終わり方をしていただけに、不安が心に黒い靄をかける。

　出口も探したが、残念ながら扉とびらや窓は、反対側から強い力で押さえつけられているかのように動かない。

　仕方ないので、今度は鍵のかかっていない部屋を片かたっ端ぱしからのぞいていった。

「ここは、どういうお部屋なのですか？」

「たぶん、湘雲さま以外にも皇族が住むときに使う部屋だな」

　華美に整えられた、離宮の見本のような一室だ。調度には手のこんだ彫ちよう刻こくや宝石が惜しみなくあしらわれている。さすがは公主さまの住まう宮といったところか。

　一応公主などと呼ばれはするが、幽鬼院では内職をしながらのつましい暮らしをしている朧月には別世界である。朧月の私室なら三つくらい入りそうな広さだ。

　枝を伸ばす梅の模様をした古風な花窓からは、中庭が一望できる。

　その窓の下に、何かが落ちていた。

「なんすかそれ。ゴミ？」

「使われていない部屋にゴミというのは、変な気がするわ……星彩」

　文章が書かれた、古い紙片だ。ところどころ墨すみがかすれていて読めないが――




　――■■■の後、初めてわが君がわたしに逢あいに来てくださった。

　華か燭しよくの儀ぎでは緊張してしまって、目を合わせることもできなかったけれど、今日は大丈夫だった。この国に来る前は■■わたしのほうが一歳上だから、弟のように愛してあげよう、なんて思っていたのに、かえって気を遣われてしまった。……情けない。




　よく晴れていたので、わが君と一緒に梨り苑えんを歩いた。わたしの生まれた国にはない花も■■咲いていた。わが君はいろいろな花の名前を教えてくださった。背はまだわたしと変わらないくらいだけれど、■■■■頼もしい方だ。きっと、よい帝みかどになられるだろう。

　でも、どきどきしてしまって、上手にお話しできなかったのが残念……。




「ほほ～う。これは恋ですね。恋はいつでも春の嵐っすよ！」

　恋愛ネタだとがぜん盛り上がる幽鬼が、初うい々ういしいっすね～とはしゃぎだす。

「よその国から嫁とついでこられた、政略結婚みたいね。……でも、どうしてこんなものが？」

「――そうだ」

　考えがちに朧月がつぶやくと、蒼刻がぽんと手を打った。

「どうしてここにあるのかはわからんが、そいつはきっと湘雲さまが集めてた資料だろう」

「資料……？　湘雲さまは調べ物をなさっていたのですか」

「調べ物というか、執筆だな」

　あまりに予想外の答えに、朧月も星彩も、ぽかんと口をあける。

「公主さまが、本なんて書いてたんすか？」

「宮中恋絵巻から歴史物まで、いろいろな。最初は趣味だったそうだが、貴族や女官たちの間で評判になって、今じゃ城下でも売り出してるらしい。俺も『肉にく球きゆう三さん国ごく志し』と『羽う毛もう水すい滸こ伝でん』は読んでるが、おもしろいぞ」

「あたしは恋絵巻のほうを読んでみたいっすね。歴史物もいいですけど。歴史は恋で作られますからね～。朧月ちゃんは――あるぇ、朧月ちゃん？」

　呼びかけられて我に返る。すっかり考え事にふけっていた。

「……ここに湘雲さまがいらしたのでしょうか？」

「かもしれんな。ここからは離れてるが、湘雲さまの寝室や書しよ斎さいにも行ってみるか」

　ほかに当てもないし、どのみち湘雲を捜すのにくまなく探索する気だったので、そうする。

　寒々しい廊に再び出ると、ひそやかな声が耳に忍びこんできた。

　――キット　モドッテクルッテ　イッタノニ

　朧月は足を止めた。

　まるで喉のどに刃やいばをあてがわれたような冷たい震えが、背筋を駆けのぼる。

　空気が急に重くなった気がする。これは、負の想念に満ちた幽鬼の気配だ。

（それに……さっきと同じ声――）

　不安に胸を押さえたとき、つないでいた手を急に引っ張られた。

　さらに朧月の腰まで抱き寄せた蒼刻の隻せき眼がんには、戦場にいるかのように青く鋭い光がある。

「嫌な気配がする。離れるなよ」

「ッ……は、はい」

　離れるどころか、離れたくても離してもらえない気がする迫力だ。

　このまま抱かれていていいのか悩んでいると、星彩と目が合った。

　助言を期待するが、彼女はまじめな顔に身ぶり手ぶりで「もっとくっついちゃえ！」と残念な指示を出してくる。

　そんな場合かと朧月が内心うめく間抜けな状況に、かすれた声が冷水を浴びせた。




　――ミンナ　シンデシマエバ　イイノニ




「…………」

「…………」

「……わたし、やっぱり疲れてるみたいです。何も聞こえなかったですよね？」

「待て、無理やり現実逃避するな朧月。今のは間違いなくヤバい――」

　蒼刻が言い終わらないうちに、何かが軋きしむような音が響いた。

　ぎくりとして、みなで同時に振り返る。

　灯あかりのない、長い長い廊の奥。井戸の底を想像させる暗くら闇やみ。そこに人影が浮かび上がった。

　黒髪が長い。ゆったりとした青せい藍らんの衣い裳しようをまとった女人――

　――湘雲さま？

　三人ともとっさにそう思い、近づこうとした矢先に、湘雲の輪りん郭かくがぼやけた。

　え？　と戸と惑まどう視線の先で、その姿はたちまち墨で塗り潰したような漆しつ黒こくに変わる。




〈黒い影〉の女がそこにいた。




　凄すさまじい霊気と、強い思念。血管に直接氷水をそそがれたような悪お寒かんが走る。

　蒼刻が急に苦しげに息を詰めた。びっくりして見上げると、彼は激痛をこらえるように顔をゆがめている。

　彼の四し肢しが半なかば石と化したように固まっていることにも遅れて気づき、朧月は青ざめた。

（霊れい障しよう……!?　それとも鬼き圧あつ身しん？）

　霊障は、幽鬼の霊気のせいで身体からだが痛めつけられること。鬼圧身は、俗に金かな縛しばりとも言われる状態だ。無論、どちらも人間にとっては苦痛だ。時には死に至ることさえある。

　まずい。

　とっさにかばうように前に出た友人に、蒼刻さんを守ってと視線で告げ、朧月は彼の腕からすり抜けた。

　裾すそにつまずきかけながら足を止め、〈黒い影〉と向き合う。

　――わたしを見てる。

　こくりと空から唾つばを呑みながら、朧月はかすかな違和感もおぼえていた。

〈黒い影〉の放つ気配は、今まで出逢った幽鬼たちと同じようでいて、何かが違う。

「……あなたは、だれですか？」

　だがまずは、刺激しないように語りかけてみた。

　幽鬼たちは、人間に話を聞いてもらいたがっていることが多い。

　話を黙って聞いてあげただけで満たされて、冥めい府ふに降りた幽鬼にも出逢ったことがある。

（話さえできれば、きっと――……ッ？）

　ふいの悪寒に身を震わせたとき、〈黒い影〉がかき消えた。と思った次の刹せつ那な、〈黒い影〉は朧月のすぐ目の前に現れる。

「――朧月！」「朧月ちゃぁん！」

　背後で怒号と悲鳴がほとばしる中、本能的にのけぞった朧月のうなじに〈黒い影〉の指が喰くいこんだ。しがみつかれる。額と額がぶつかる距離で、ぎりぎりと首を絞しめ上げられた。

　その細い指の感触が、やけに生々しい。

　不気味にざわめく黒髪のせいで、幽鬼の顔はほとんど見えないが――これは……。

　――……アノカタハ　ドコニイルノ

　苦痛にうめく朧月の目の前で、血を塗ったように紅あかい唇くちびるが震え、青ざめきった頰ほおを薄紅い涙が伝う。それが痛ましいほど悲しそうに見えて、一瞬、恐怖がかき消えた。

　朧月を殺そうとしているのではなく、懸命に助けを求めているように見えたのだ。

（何を……訴えたいの？）

　力の入らない手をどうにか持ち上げて、朧月は〈黒い影〉の頰にふれようとしたが。

「――返せ！」

　焦りと憤いきどおりに満ちた声が、凍る空気を打ち砕いた。力強い腕によって、朧月は〈黒い影〉の拘こう束そくからもぎ離される。

（蒼刻さん!?）

　自力で鬼圧身を振りほどいたのか、と驚く。並の精神力では不可能な芸当だ。

　彼の体温を感じたとたん、冷えきっていた身体にじんわりと温ぬくもりが戻った。

　そのまま蒼刻が剣を抜こうとするので、朧月はあわてた。痛む喉で咳せきこみながら、必死に青年の腕にしがみつく。

「……だめ、です！　蒼刻さんッ」

「は!?　なに馬鹿言ってんだ、こいつはおまえを」

「でもいけませんッ、その人は――その方は、ただの幽鬼じゃなくて……！」

〈黒い影〉にふれられたときに気づいた事実を告げると、蒼刻は目を剝むいた。

「――いったん退いて対策を考えるぞ。いいな」

　口くち惜おしげに舌打ちして言い、蒼刻は刀でわざと〈黒い影〉のすぐ目の前の虚こ空くうを薙ないだ。

　攻撃はできないから威い嚇かくだ。予想を上うわ回まわり、本当に傷ついたかのように黒の幽鬼が怯ひるむ。

　その隙すきに蒼刻は朧月を抱き上げると、身をひるがえして、廊を駆け抜けた。

　逃げる場所を探していると、どこからか渋しぶく頼もしい声が聞こえた。

「――この部屋に入れ！　早はよう！」

　蒼刻が「あの声は――」と、はっとして振り向く。

　彼に荷物のごとく抱かかえられた朧月も、星彩も一緒に、導かれるまま部屋に飛びこんだ。







　飛びこんだのは客間のようだが、不思議なほどの穏おだやかさと温もりが満ちていた。

　凍りかけの泥どろの海に浸つけられていたかのような廊とは全然違う。なぜだろう？

「大丈夫か」

「はい……でもわたしより、蒼そう刻こくさんと星せい彩さいは」

　蒼刻が朧ろう月げつを奪い返す間、星彩が〈黒い影〉に体当たりをするのが見えたが。

「あたしはちょっこし驚いただけで全然平気っすよ！　武官さんも大丈夫っすよね？」

　武官だし！　と一方的に決めつける星彩はたしかに元気そうだし、蒼刻もしかめ面つらでうなずいている。

　先ほどの霊障の後遺症はひとまず見当たらないので、朧月は胸を撫なで下ろした。

　そうして床に下ろされ――背後で、のそりと何かが動いた気配に跳び上がる。

（な、何が……って――!?）

「きゃう!?」

　朧月の後ろを見やった星彩が、すっとんきょうな悲鳴をはじけさせた

　――純白の虎とらが、そこにいた。

　雪原を思わせる整った毛並み。波は紋もんのように広がる、神秘的な美しさの縞しま模様。

　西の方角の神聖なる守護者。そんな肩書きにふさわしい、力強い身体つきの白びやつ虎こだ。

　腹部に、大味な感じで包帯が巻かれているのが気になるが――

「って朧月、おまえは一体何をしてるんだ」

「……話しかけてはだめです蒼刻さん。わたしは今、必死に死んだフリを」

「するな！」

「わたしの数少ない特技なのですが……。幽鬼に教えてもらいましたから」

「おまえはもっと前向きなことを特技に――っつか、さっきこそなんでそうしなかった!?」

　声の大きさと語勢の強さに、朧月はびくっとして青年を見上げた。

　怒っている。どんなに朧月がヘタレで鬱うつ陶とうしくしても、こんな烈れつ火かのような怒り方をしたことはない青年が。

　怖こわいと思うより先に、ひどく戸惑い、朧月はつっかえつっかえ答えた。

「〈黒い影〉とのことでしたら……話を聞く姿勢を見せたほうが、彼女が落ち着くと思って」

「だからって、武器もないくせに、あんなヤバいもんに近づくやつがあるか！」

「でも、そうしないと蒼刻さんが……！」

　よくも悪くも幽鬼に慣れていて、双界の瞳の影響か生まれつき霊障などに強い自分はいい。

　だが、蒼刻は違う。

　未来の護ご花か七将軍さまだ。朧月などよりずっと大事な身体を傷つけては、と思ったし――紅こう梅ばい宮きゆうを助けるために行動したつもりだったので、よもや怒られるとは思わなかった。失敗に終わったので、褒ほめられることまでは望んでいなかったが。

　星彩があわてて「お二人さん、ちょっと落ち着いて……」と仲ちゆう裁さいするのを無視して、蒼刻は表情をさらに険しくする。

「ふざけるなよ。おまえみたいなヘタレに守られるほど、俺は落ちぶれてない」

「！　た、たしかに普段はそうですけれど、幽鬼のことならわたしのほうが」

「首を絞められそうになったくせに、何を――……うお!?」

　慣れない口論にうろたえながらも朧月が言い返し、さらに何か言おうとした蒼刻が、いきなり前につんのめった。

　驚いて視線を落とすと、いつのまにか白虎がいた。蒼刻に体当たりした後、前まえ肢あしで彼の背中を踏みつけたらしい。襲われている！　と青ざめる朧月の前で、蒼刻が叫んだ。

「いきなり何するんだ、張ちようさん！」

「女人に対して声を荒げるのは感心できんぞ、蒼刻」

　答えたのは、聞き覚えのない渋い美声。

「いつも儂わしが言うておろう？　おぬしはもともと女子には近寄りがたい印象を与える容よう貌ぼうなのだから、せめて物腰くらいは気をつけよと。そのままでは、嫁よめ御ごのなり手がおらぬぞ」

　どっしりと落ち着いた物腰と、有う無むを言わせぬ迫力にしびれる。しかも。

（虎が……話した!?）

「事情はよく知らぬが、察するにおぬしは、姫君が無茶をしたことで心を千ち々ぢに乱したのであろう？　ならばまず最初にそれを言っておかねば、伝わるものも伝わらんぞ」

　星彩と顔を見合わせて驚く朧月をよそに、白虎は声静かに蒼刻を諭す。

　まるで、親子か師弟のような雰ふん囲い気きだ。虎と人なのに。

　入りこみかねて立ち尽くす朧月を、白虎の踏みつけから逃のがれた蒼刻が再び見下ろした。

　気まずい沈黙ののちに、彼はぽつりと言った。

「……したんだよ」

「え？」

　先ほどの爆はぜるような迫力や勢いはない。決まり悪げに目をそらし、彼は早口で続けた。

「だから、――心配したんだ。俺はおまえと違って幽鬼の性質をよく知らないから、さっきはおまえが〈黒い影〉に操あやつられてるんじゃないかって……死ぬんじゃないかと思って、な」

　右目は眼がん帯たいに隠されているから、顔を手でおおわれてしまうと、朧月には彼の表情はほとんど見えない。それでも、蒼刻の強い想いが、全身にずきりと響いた。

　蒼刻のやさしさを知っているくせに、こんなふうに言わせるまで彼に心配をかけることを想像すらしていなかった自分が無む性しように情けなくなる。

「ごめんなさい……五年前のことを思い出して、つい焦って――」

「五年前？」

　訊き返されて初めて、自分が図はからずも過去のことを口にしていたのに気づく。

　ためらうが、罪悪感もあり、説明しなければと思った。

「わたしと長く一緒にいると、幽鬼が見えるようになるのはご存知ですよね？　……実はそのせいで、友達を苦しめてしまったことがあって――」

　普通の人間には見えないものと戯たわむれる刺し史しの娘は、昔から州民に遠巻きにされていた。

　物事に聡さとい娘だった朧月は、物心がつくころには兄以外の人に心を開くことをあきらめて、幽鬼とばかり付き合っていた。そのほうが、平和だし気持ちが楽だったからだ。

　そんな折だ。

　一人の物もの怖おじしない少女が、朧月の部屋の窓を叩たたいたのは。

　まずは百ゆ合りの花を手みやげにしてきた彼女は、夏の朝のように明るく、笑顔が似合った。

　少し年上で、頼もしい感じさえあった彼女に「お外で遊ぼう」と誘われて、朧月は舞い上がった。

　初めての、生きている人間の友達だった。

　兄はもちろん、邸やしきに居い候そうろうしている幽鬼たちも、仲よくおなりと応援してくれた。

　――それなのに、陽ひだまりのように安らかな日々は長くは続かなかった。

　出逢って一年ほど経たったある日のことだ。

　朧月と一緒にいることで、ときどき幽鬼を認識できるようになっていた彼女が、恐ろしい姿の幽鬼に襲われたのだ。幸い命は助かったが、恐怖体験と受けた霊障のせいで心を病やみ、人形のようになってしまった。

　――『わたしの娘に二度と近づかないで！』

　暗い部屋。友達の虚うつろな瞳。彼女の母親の血を吐くような絶叫。突き飛ばされた衝撃。

　今でも、すべてを生々しく覚えている。

「その友達は今でも――そうなのか」

「いえ……兄さまが調べてくださった限りでは、州都を引っ越したら幽鬼も見えなくなって、元どおりになったそうです。……手紙を出しても、返事はもらえませんでしたけれど」

　朧月から離れたことで、双界の瞳の影響は消えたらしい。それだけが救いだった。

　けれど。

「普通の人は、わたしと違って幽鬼に耐性がないから、と思うと……」

「焦る、ってことか」

　静かに言葉を継がれ、朧月は小さくうなずいた。

「……申し訳ありません。何も説明せずに、勝手なことをして」

「本当にな。いつも逃げ腰なくせに、突然積極的に動きやがって。肝が冷えたぞ」

　でも、と蒼刻は朧月の背にてのひらを添えながら言う。

「俺も悪かった。でかい口叩いといて、肝かん心じんなときに動けなくて。そのくせ逆ギレして」

「蒼刻さんは何も――」

「そう言うな。今回はどっちも悪かった、ってことで仕切り直せばいいだろ」

　身体を包むように腕を回されるのに、ふとなつかしさを感じたのは、兄がよくこういう抱ほう擁ようをしてくれるからだ。

　それも手伝って、恥はずかしさより、理解され、許された安あん堵ど感が勝まさり、身体から力が抜ける。

　兄以外の男性に抱かれてこんなに穏やかさを味わうなんて、想像したこともなかったが。

「――じゃ、仲直りできたところで」

　不安げに二人を見守っていた星彩が、ほっと表情をなごませて、口を挟んでくる。

「こちらの白虎の御ご仁じんは、武官さんのお知り合いなんすか？」

「なに？　――ああ、張さんのことか」

　肩をつつかれた蒼刻は、朧月から身を離すと、泰たい然ぜんとたたずむ白虎を振り返った。

「張さんだ。元は北きた華か山ざんに棲すんでたんだが、人間と話ができる上に人格がすばらしい神獣だということで、皇宮に招かれ、今は湘しよう雲うんさまの話し相手として紅梅宮に滞在してる」

「お初にお目にかかる、愛らしい姫君方」

　白虎の張さんは――どうやら微ほほ笑えんだようだ。初めて見る「神獣」に驚くしかない朧月たちの前で、薄青い双そう眸ぼうにやわらかな光が灯ともされる。

「まあ神獣などと言われておるが、実のところはただの白い虎じゃ。あまり固くならずに接していただけると、ありがたい」

　ただの白い虎はしゃべらないと思うのだが、理知的かつ紳しん士し的な物腰で遇ぐうされると、そんな異質さはすぐに忘れてしまいそうだ。

「……わたしは、黒こく烏う州の姚よう朧月。紅梅宮の方々を救うよう、勅ちよく命めいを受けた者です」

「あたしは星彩といって、朧月ちゃんの守護幽鬼兼、おしゃれの監視役兼、相談役兼、可か愛わいいお二人をにやにや見守る会の会長です。――というわけで張さん、いくつか質問しちゃってもいいっすか？　どうしてこの部屋には〈黒い影〉が寄りつかないのか～とか」

　明るく元気に、何やら聞き捨てならない肩書きを並べ立てつつも、星彩は最後にまじめな質問をぶつける。

「儂の知る限りの魔ま除よけをほどこしてある。この中は侵入されぬはずだ」

「なるほど～。張さん以外には、ここで動ける人はいないんすか？」

「そのようだ。まったく、長生きするといろいろなことに見舞われるものよ」

「ですよね～。死んだ後に長く過ごしてたって、いろいろありますもん」

「なんだその変に深い話は――じゃなくて、だ」

　初対面とは思えぬほど妙に波長の合ったやりとりに、蒼刻は構わず割って入る。

「張さん。どうしてあんただけが、この紅梅宮の中で動けるんだ？」

「たぶん……張さんも幽鬼だからじゃないでしょうか」

「なに!?」

　なにげなく意見を口にしたら、蒼刻に予想外に仰ぎよう天てんされてしまって驚いた。

　当の張さんはといえば、「ほう」と目を細めている。なんとはなしに人間くさい表情だ。

「儂の本性を見抜かれたのは初めてだ。幽鬼が見える時点で只ただ者ものではないと思っていたがの」

「では……？」

「いかにも。儂はとある理由で幽鬼になったのだが、なんの因いん果がか、そのとき偶然そばにいた白虎に憑ひよう依いしてしまってな。以来このままだ」

　そんな物語じみたことが実際にあるのかと、朧月も驚いた。

　張さんの正体を見抜きはしたが、動物に憑依して、そのまま過ごしてしまう剛ごう胆たんな幽鬼に出逢ったのは初めてである。屍しかばねに幽鬼が入りこんで動く「Ж屍キヨンシー」とも違う存在だろう。

「――そういえばおぬしら、あの幽鬼に遭遇してよく無事だったのう。けがはないか？」

　張さんに心配そうに訊たずねられて、朧月たちは逆に、彼の胴体に巻かれている包帯のことを訊きそびれていたのに気づいた。また本人が、痛がるそぶりを微み塵じんも見せなかったのだが。

「張さん、あんたのそれは〈黒い影〉にやられたのか？」

「うむ。……ふがいないことにな」

　蒼刻は解けかけた包帯を直してやろうとする。虎の四つ足しかないのに、張さんは驚くほど器用に応急処置をしていたが、やはり軽いとは言えない痛手である。血こそ止まっているが、鉤かぎ爪づめにひと撫でされたような裂傷はふさがっておらず、深しん紅く色の傷口はひどく痛々しかった。

「国軍の兵士くらいなら軽く薙ぎ倒すあんたらしくないが――やっぱり〈黒い影〉が湘雲さまにとり憑ついてるせいか」

「！　蒼刻、おぬしどうしてそれを」

「こいつの手柄だ。さっき襲われかけたときに気づいたって。な？」

　とん、と肩を叩かれ、振り仰あおいだら視線が重なる。鋭さの底に温もりを隠した青の瞳に、吸いこまれるような錯覚をおぼえた。

　彼を心配させ、嫌な気分にさせたという後悔が癒いやされる気がして、胸がじんわり熱を帯びる。

（……蒼刻さん）

　うれしくて、誇ほこらしくて、けれど気恥ずかしさもあり――頭を撫でられたときよりも落ち着かないけれど、幸せな気分だった。

「紅梅宮がこの異空間に呑みこまれんとしたとき、湘雲さまは不運にもあの〈黒い影〉と遭遇されてしまってな。あの幽鬼は――どうやら死した直後の儂のように肉体がないことが不安だったのか、依より代しろとして湘雲さまを求めたのじゃ。儂はそれを、止められなんだ」

　星彩に包帯を巻き直してもらいながら、張さんが申し訳なさそうにうなだれる。

「湘雲さま、もしかして霊れい媒ばい体質だったんすか？」

「ごく軽いものだがな。ご自身では気づいておられなんだが――なればこそ、儂がお守りせねばならなかったものを」

　蒼刻も硬い表情になる。

「おい朧月。幽鬼にとり憑かれると、具体的に何がどうマズいんだ？」

「最悪の場合、自分を見失って……幽鬼に操られてしまいます。聞いた話では、縊い死しした幽鬼にとり憑かれて、あやうく自分も首をくくりそうになった女性がいたとか」

　結局その女性は難を逃れ、幽鬼を退けてくれた道士と結婚した、というオチがつくのだが。

「……そこまで行かなくても、ひとつの体に二つの魂たましいが共存するのは大変な負担です。少なくとも衰弱はしてしまいます」

「そのわりには、おまえはそこの過保護な幽鬼に気軽に乗り移ってもらってなかったか？」

「わたしは昔から、霊障の類たぐいには強いので」

「武官さんにもわかりやすい表現をすると――お酒に強くていくら呑んでもロクに酔わない人と、すぐ酔う人、酒しゆ精せいの香りをかぐだけでも気分が悪くなる人がいますよね？　それとおんなじです。先天的な体質ってあるんすよ～」

「苦痛が少ないだけで、憑依されていると違和感はあるのですが」

　たとえお酒に強くても、大量に飲めば体調を崩すのと同じだ。

　軽いとはいえ霊媒体質なら、湘雲もそれなりに霊障には強いと思われる。安心はできないが。

「助けようって心意気は男前ですけど、一人で無茶しすぎですよぅ、張さん。責任を感じるのはわかりますけど、死んだら元も子もないし、湘雲さまだって喜ばないと思いますよ？」

「うむ……おぬしの言うとおりじゃな」

　白虎はほろ苦い口調で言い、星彩のきれいな手に、そっと鼻面をこすりつけた。

「無茶をしでかした上に、薔ば薇らのごとき女人を涙の露で濡らしてしまうとは、儂もふがいない」

「まあ、張さんったら♪　お上手ですねぇ」

　男気にあふれる硬派な方かと思ったのに、星彩に向ける声こわ音ねは意外と甘い。朧月は思わず蒼刻と顔を見合わせてしまった。

　こういう方なんですか？　と目顔で問えば、渋い表情で蒼刻はうなずく。

「はっきり言って、下へ手たな貴族の男よりモテるぞ。たしか、女官の人気投票で『抱きつきたい男』部門の一位に選ばれたとか」

「……抱きつきたい男部門……？」

　湘雲公主の執筆活動に続いて、またしても驚きの皇宮情報だ。たしかに張さんの見事な白銀の毛並みとたくましい体たい軀くは乙おと女め心をくすぐるが。

　放っておくと恋の駆け引きじみた会話をえんえん続けかねない幽鬼と白虎に、蒼刻はわざとらしい咳せき払ばらいを聞かせた。

「張さん、俺たちの目的は同じだ。紅梅宮を救うために、協力してくれないか」

「無論だ。こちらから頼みたいと思っていたところよ」

　張さんも一転、厳おごそかにうなずく。

　愛あい玩がん動物風味の穏やかさとは違う、歴戦の武人を思わせる威い風ふうに、朧月は素直に見惚れた。
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　第四章　予期せぬ寵愛、両手の恋花？







　あの〈黒い影〉が朧ろう月げつたちを引きずりこんだように、張ちようさんも霊力で現世と異空間とをつなぐことができると言うので、紅こう梅ばい宮きゆうとの行き来の手段は確保できた。ならば、何も用意せずに来てしまったので一度戻ったほうがいいという結論になる。

　時が静止し、ひしゃげて、空間が揺らぎ、ねじ曲がる異様な感覚を再び味わい――

　朧月たちはあっさりと、高く青い空の下に戻った。

　ふわりと花の香りをはらんだ風が吹き抜ける、紅梅宮のあった更さら地ちだ。ひとまず周囲に異常はないようで、朧月は胸を撫なで下ろす。

「張さんと同じ幽ゆう鬼きだし……もしかして、星せい彩さいも同じことができる？」

「だといいんすけどねぇ。霊力に差がありますし、あたしはあんまし力の使い方がうまくないから、難しい気がしますよぅ」

　平穏な日々にあった星彩より、山暮らしで荒あら事ごとになじんだ張さんに一いち日じつの長ちようがあるようだ。

　とはいえ張さんにとっても楽な技ではないそうで、霊力を振りしぼった今は、疲れた顔をしている。手負いなのに無理をさせてしまった。

「まずは張さんを休ませるぞ」

「すまぬな。儂わしも歳としじゃのう」

「元から若いとは思ってなかったから安心してくれ」

「……蒼そう刻こくさん、それはあまり擁よう護ごになっていない気が」

「そうっすよ武官さん！　男は歳じゃなくて包容力なんですからね～」

　まずは張さんにきちんとした手当てをして、霊力を回復してもらわないことには、紅梅宮に再び向かうのは無理だろう。

　来た道とは違う裏道めいた森の中を抜け――建物の敷地内に森があるなんて、朧月には理解不能だ――、四人（？）は、人目をはばかりながら皇宮の裏手にたどりついた。

　消えた紅梅宮から張さんだけが戻ったことで、無用な騒ぎが起きるのを避けるためだ。

「儂が湘しよう雲うんさまのために、何もできなかったのは事実じゃ。批判はなんなりと受けようぞ」

「俺はあんたが無駄に詰なじられるのを見たくないんだよ。今回のことは事故みたいなもんで、だれのせいってわけじゃないだろ」

「……おぬしは実によい子じゃのう、蒼刻」

「褒ほめるんなら、ガキ扱いは勘かん弁べんしてくれ」

　むくれる蒼刻がいつもより子供っぽく見えたのは、朧月だけの秘密だ。

「手当てはどこでしましょう？　人目につかない場所じゃないとだめですよね」

「心配するな。とてつもなく気は進まないが、頼るアテはある」

「……？」

「まあ、どのみち紅梅宮のことを調べるなら、あの方は避けて通れないんだけどな……」

　苦い顔で蒼刻が語ることは肝かん心じんなところがぼかされており、朧月は首をかしげてしまうが、ひとまず張さんのことは蒼刻に一任した。

　二人を見送って、朧月と星彩は皇宮の一室で待つことになった。

　天てん香こう宮きゆうのどのあたりかは、正直よくわからない。

　大まかな構造は蒼刻に教わったが、いかんせん広大・複雑すぎて、引きこもり感覚の朧月では、地図がさっぱり頭に描けないのだ。

　ともあれ、紅梅宮の中ほど華美ではなく、細やかな透かし模様の花窓からさしこむ陽ひ射ざしがやわらかい、瀟しよう洒しやな一室だ。朧月にとっては豪華すぎて落ち着かないくらいだが、疲れていたせいかすぐになじんでしまった。

　茉莉ジヤスミン茶などを口にしつつ、朧月はくたりと窓辺の長なが椅い子すに身をゆだねた。

「ごめんね、星彩……せっかく、かっこいい人を探しに行ける機会なのに」

「いえいえ、それはもういいですよぅ。お茶でもしましょ、久しぶりに二人きりですし？」

「そういえば、そうね……」

　黒こく烏う州の邸を出てからずっと、逃げださないための監視役兼、教育係兼、今回限りの相方である蒼刻がそばにいた。

　紅梅宮でのことを思い返すと、恥はずかしくて、なのに同時に胸がぽうっと温かくなる。

　五年前のことまで打ち明けて、しかもそれを後悔していない自分がいるのは不思議だった。

　自分はもっと根暗でひねくれていて人間不信の気もあったはずなのに、蒼刻が相手だと――

「朧月ちゃん今、あの人のことを考えてますね？　表情でわかるっすよ」

「！」

　別に蒼刻のことを考えても不自然な状況ではないのだが、小心者なせいで無駄にうろたえてしまった。ぬるくなった茶を卓上にぶちまけ、あわてて拭くはめになる。

「蒼刻さんというか……その、そう！　張さんのけがを心配していただけで――」

「あら？　あたしは『あの人』って言っただけで、武官さんとは言ってないっすよ？」

「～～～～！」

　普段おちょくられては顔を引きつらせる蒼刻の苦労がよくわかった。これはクる。

　精神力をごっそり削けずられた朧月に抱きついて、星彩は楽しそうに追い討うちをかけてくる。

「朧月ちゃん、今は武官さんのこと結構好きですよね？」

「き…………嫌いなわけないでしょう」

「ならよかった♪」

　朧月のとっさの照れ隠しに、星彩は童女のように空中でくるくると舞って喜びを示す。

「さすがあたし、男を見る目があるぅ。武官さんは、朧月ちゃんと合うと思ったんすよ」

「……それは……どこを見てそう思ったの？」

　今でこそ会話が成り立っているが、出で逢あった当初はぎこちないのを通り越して混こん沌とんで、ろくに嚙かみ合っていなかったと思う。相性がいいなんて、悪い冗談にしか聞こえない。

「武官さんって、刺し史しさんと似てるところもありつつ、正反対っすからね。朧月ちゃんにはいい刺激になると思ったんですよう」

　穏おだやかとは言えない眼光。物腰からにじみでる硬派な空気。べたべたするわけではないが、実はやさしいところ。

「たしかに、似ているところはあるかも。……でも」

　正反対というのはどこ？　と訊きく手前で、いつかの兄の言葉がふと胸をよぎった。

　――『そなたがここを「出たい」と言えば、いつでも連れてゆく』

　――『だが、私からは「外に出よ」とも「出るな」とも言わぬぞ。否いな、言えぬ』

　幽鬼院という箱庭に閉じこもる朧月に、そんな約束をくれたとき、静せい心しんはどんな表情をしていたのだったか。

　ただ声が、常に冷静沈着な兄にはめずらしく、悩みの色に沈んでいたのは覚えている。

　静心はその言葉どおり、州内の美しさなどを語って、さりげなく外界への興味を誘うくらいで、異母妹いもうとを無理に外に連れていくことは一度もなかった。

　なるほど、怒鳴りながら外に引っ張っていく蒼刻とはそこは正反対だ。

「――だからね、朧月ちゃん」

　これも星彩の特技のひとつだが、幽鬼は本当になにげなく、はげましの言葉を選んでくれた。

「朧月ちゃんの迷いはずっと感じてましたけど。武官さんは、信じても大丈夫ですよ」

「……うん。ありがとう」

　よしよしと朧月の黒髪を撫でつつ、星彩はうっすらと目元を紅あかくする。

「張さんも、武官さんはまじめで人を裏切らないって言ってましたしね～。まあ、張さん本人だって、逃げずにあんな怖こわい場所に一人で残って湘雲公こう主しゆを助けようとするなんて、男前すぎますけど！　心は広いし瞳は神秘的だし、やだもう、どうしましょう朧月ちゃん！」

　うっとりとまくしたてた幽鬼にやおら肩を叩たたかれ、朧月は派手にむせた。

　何事かと面めん食くらって見れば、星彩の瞳は完全に[image: ]になっている。

「星彩……もしかして、張さんのことが？」

「だぁって、あれは惚ほれちゃいますよぅ！　渋しぶくてカッコよすぎじゃないですか～」

「…………たしかに、星彩の好きな『たくましい殿方』にはあてはまるけど……本当に？」

「もちろんです！　恋は突然やってくるんすよ！　愛があれば歳の差なんて」

　……歳の差よりも、種族の差が気になったのだが。

　恋に焦こがれる星彩をずっと見てきたし、張さんも人格者なので応援したいのだが。

　意外なところで突然開いた恋の花に、朧月はまず、蒼刻にどう教えようかと悩んでしまった。





◇◆◇






「おかえりなさい、蒼そう刻こくさん」

「――おう」

　意外に早く戻ってきた蒼刻は、扉とびらの脇にちんまりとたたずむ朧ろう月げつを見て、何度か瞬しばたたいた。

「驚いたな。そのへんの戸棚に隠れて寝てると思ったら、意外に元気そうじゃねえか」

「さっきまで隠れて、引きこもり気分は満まん喫きつしていましたけど……」

「ってやっぱり隠れてたのかよ」

「……でも、蒼刻さんが戻ってきたと、星せい彩さいが教えてくれたので」

　幽鬼院で兄にしているように、お出迎えくらいはと思いついて、待ち伏せしてみたのだ。

　鬱うつ陶とうしかっただろうかと不安になっていると、蒼刻は苦笑いのようなものを浮かべた。

「珍ちん獣じゆうから犬になったか」

「犬……？」

「よくいるだろ？　おまえみたいな犬。小さくて情けない面つらしてキューキュー鳴いて、おずおず近づいてくるくせに、撫でようとするとビクッと震ふるえて逃げるやつ」

「に、逃げたりしません」

　ほかの部分は否定できないものがあるが、なぜかそれだけは主張しておきたくなる。

　めずらしく言い張った朧月に、蒼刻はすっと目を細めると、

「本当か？」

　軽く挑発するような口調で言って、手を伸ばしてきた。

　よもや実際にされるとは予想していなかった朧月の身体からだに、思わず緊張が走る。

　が、かといって危害を加えられる気はしないので、おとなしく額ひたいに彼の手を受けとめた。

（……まあ、別に嫌ではないし）

　武人らしい硬いてのひらだ。温ぬくもりが髪ごしに伝わってくる。

　しかし以前褒ほめてくれたときとは、どこか雰ふん囲い気きが違っていた。黙って髪を撫でる蒼刻の手つきは、朧月がそこにいることを確かめたがるような意思を感じさせる。

　胸の奥がざわめく。

　蒼刻の表情をうかがいたくなるが、彼の手には軽く押さえこむような力がこめられていた。

　見るな、と無言で命じるかの如く。

（よくわからないけれど……蒼刻さん、何かあったのかしら？）

　どうしたものか反応に窮きゆうした彼女の頭上から、低めた声が降ってくる。

「こっちにもさわっていいか？」

　え？　と面食らい、次に、ちょっと待ってどこのことだとあわてた。

　朧月がいいとも嫌だとも言わないうちに、蒼刻はひどく無む造ぞう作さに手をすべらせ、彼女の輪りん郭かくへと指を添える。そして――

　むに、と頰ほおをつねってきた。

「!?　ちょ――何をなさるんですかッ」

「やわらかそうだから。嫌か？　じゃ、今度躾しつけをするときはこれをやるか」

　いつも額をこづくんじゃ飽きるから、なんて、平然とした顔でうそぶかれて憮ぶ然ぜんとする。

　心配して損したと拗すねた気分になりつつ、朧月はどうにか彼の悪いた戯ずらから逃のがれた。

「あら……星彩は？」

「俺と入れ替わりに、張ちようさんの様子を見るって出てったぞ。幽鬼同士、馬が合うみたいだな」

　気づいていない様子の蒼刻に、いいえ恋の花ですとも言えず、朧月は違うことを訊ねる。

「張さんはどこに落ち着いたのですか？」

「おまえも後で連れてってやる。それより――ああ、来たみたいだな」

　妙にぼかした言いように瞬いたとき、外から扉が叩かれた。遅めの昼食を、蒼刻に頼まれた女によ官かんが運んできてくれたのだ。

　紅こう梅ばい宮きゆうのように、世を呪のろう幽鬼の力に満ちた空間にいると、知らず知らずのうちに心と身体を蝕むしばまれてしまうことがある。それを癒いやすには身体を温めるのがもっとも手っ取り早い、と朧月が蒼刻に教えたので、献立は温かいものばかりだ。

　宮きゆう廷てい料理と呼ぶには地味だが、春らしく花びらを飾った蟹かにあんかけ炒飯チヤーハンも、ふんわり卵の清チン湯タンも上品かつ美味である。

「――おまえの感じる限り、皇宮には〈黒い影〉の影響はないんだな？」

「はい。幽鬼はたくさんいますけれど……〈黒い影〉みたいに負の感情が強い幽鬼は、今のところ見つけてません」

　朧月はずっと、天てん香こう宮きゆうの幽鬼たちを見て見ぬフリをしているが、それには理由があった。

　朧月の経験上、幽鬼は生者に自分たちが見えるとは思っていないことが多く、双そう界かいの瞳の力を知られると必ず騒ぎになった。

　紅梅宮のことに専念する間は、いらぬ騒ぎは避けたいので、心苦しいが、目を合わせないようにしている。

　これまで使う部屋を選ぶ際も、幽鬼が見当たらないことを最優先の条件にしていた。

　いずれは、幽鬼からも情報を集めることになるかもしれないが。

「……〈黒い影〉は、おそらく紅梅宮に縁のある方だと思います。幽鬼は、生前過ごした場所や物に執着することが多いですし」

「そういうのを調べるならアテがある。手を回しとこう」

「あと……〈黒い影〉は悲しみを抱かかえているようでしたし、彼女の想いを昇華してあげたら、道が開けると思うのですが」

「たしかに穏おん便びんに済ませられるなら、そのほうが後で面倒もなさそうだが――だからといって、さっきみたいに無理に話し合おうとするのはやめろよ」

　念押しの口調で、蒼刻は続けた。

「おまえが死んだら元も子もねえし、俺だって――たとえそれで将軍位を手に入れたって、うれしくはないからな」

「わかってます。……兄さまにも、わたしの口から、いい報告をしたいですから」

　神妙にうなずきながら、ふと故郷が恋しくなったのか、朧月は手にした茶ちや碗わんを見つめて物思いに沈む瞳になる。

　黒こく烏う州はもともと豊かとは言えない土地柄だが、数年前の疫えき病びようでさらに苦労している。

　茶葉や蜂はち蜜みつと並んで知られ、収入の柱になっていたのは、黒烏州にしかいない種の牛の生産だった。その牛だけがかかる奇病が、州内で猛もう威いをふるったのだ。死の風が吹き荒れた結果、その種はほぼ壊滅。牧場も多くが閉鎖され、州の収入は大幅に減ってしまったという。

（……戦場とは違うわびしさだったな）

　空からっぽの牧場で寂さびしげにたたずんでいた州民を思い出すと、蒼刻もやり切れなくなる。

　疫病のことは皇こう都とでも噂うわさにはなっていたが、まさか傷きず痕あとがあんなにも無残だったとは……。

　いくら黒烏州が別名「一番後回しの州」――国政とはもっとも縁遠い辺境とはいえ、皇都の支援不足は否定できなかった。紅梅宮を朧月が救った暁あかつきには、遅まきながらも黒烏州に支援がもたらされる約束になっているが。

　それを知らせたとき、あの黒烏州刺史は「何を今さら」「しかも条件つきか」という冷ややかな表情を隠そうともしなかった。まあ、蒼刻もまったくの同意見だ。

「わたしはたとえ『今さら』でも、支援していただけるなら歓迎したいです。もらえるものはもらっておけ、と言いますし……」

「おまえは変なところで冷静というか、現実的だな」

「そうですか？　……たぶん、いろいろな幽鬼と出逢ってきたからでしょうね」

　ふいに干し杏あん子ずをつまむ手を止め、朧月は奇妙に遠い目で言う。無意識に、幽鬼の姿を探すかのように。

　――その、虚こ空くうを見つめる猫ねこのような目が、蒼刻はあまり好きではないと思った。

　身体が動かなくなり、彼女が腕をすり抜けていったときの、ぞっとしない感覚が甦よみがえるせいだろうか。行くな馬鹿と叫びたくても叫べない無力感。自分への苛いら立だち。

　生きている人間に怯おびえる姿とは逆に、朧月が〈黒い影〉に近づいていく姿にはためらいがなくて、恐ろしかった。

　静せい心しんから聞かされた言葉に、今さら同調してしまうほどに。

　――『私は、あの妹のことだけは理屈で割り切れぬ』

　――『外に出さなくていい、とは思っておらぬが……出そう、とも思い切れんのだ』

　そう。

　この少女には、手の届く場所に閉じこめて保護したいと思わせる雰囲気がある……。

（……？　いや待て俺）

　そこで己おのれの危険思想に気づき、蒼刻は頰をこわばらせた。

　出逢って間もない少女を閉じこめたいなんて、どこの変態だ。思わず低い声が出た。

「俺はそんな趣味はないぞ」

「！　……そ、蒼刻さん？」

　びくっと肩を揺らし、朧月が狼ろう狽ばいする。たぶん今の自分は、眉み間けんに深くしわが寄って目つきも怖い状態なのだろう。

　彼女の小さな頭を撫でたとき、なぜか「おまえはもうこの件に関わるな」と言いたい衝動に駆かられはしたが、それは武人としての本能みたいなものだ。ほかに深い意味などない。

「なんでもない。今後も死なない程度にがんばれ」

「はあ。……前向きに善処します」

「だからその、お茶をにごすみたいな返事はやめろと何度言えば……。躾だこの野郎」

　ぼんやり茶を味わう彼女の額をこづいたとき、再び扉が叩かれた。

　すわ女官軍団かとびくつく朧月を隠れさせて、蒼刻はやってきた女官から、空にした皿と交換で手紙の束を受けとってきた。

「おまえの兄貴からも手紙が来てるぞ――ってなんだこの数、まさか毎日書いてきてんのか!?」

　渡された飾りけのない封書は、ここに着くまでにかかった日数の倍はあった。午前と午後で一通ずつ書いてきたのだろうか。

「いくらなんでも過か保ほ護ごすぎないか。あんな冷徹そうな面つらしといて」

「過保護だなんて」

　引きぎみの蒼刻にゆるくかぶりを振ってみせ、朧月は兄の名誉のために説明した。

「……兄さまは、わたしがとんでもない失敗をしていないか案じておられるだけです。胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者の引きこもりですから」

「そういうものか……？」

　俺は違うと思うがな、とぼやく蒼刻をよそに、朧月は最初に送られてきたとおぼしき手紙を見つけ出す。

　ぱらりと開いた直後に硬直すると、蒼刻に眉まゆをひそめられてしまった。

「マズいことでも書いてあったのか？」

「その……心配させたくなかったので、平へい安あんの町で出した手紙には『わたしはなんの問題もなく旅をしています』と書いたのですが……」

　なんとも言えない顔で、朧月は手紙の冒頭を指さした。

『噓うそをつくでない』

　あまりに簡潔で的確なつっこみに、蒼刻も目を点にした。

「見抜かれてるな」

「見抜かれてます……。どうしましょう」

「どうしましょうったって、ありのままを書くしかないだろ。どうせ、すぐコケる運動神経のなさも、すぐに物陰に隠れるヘタレっぷりも、玄げん静心はとっくに承知してるんだろ？　今さら格好つけてなんの意味がある」

「で、でもですね、こんなふつつかなわたしにでも見み栄えというものが」

「持っても仕方ない見栄なんか捨てとけ」

「うう……」

　こういうときの蒼刻は、かなり容よう赦しやがない。朧月はがっくりとうなだれた。

「ああでも、おまえがやればできる子だってことは、ちゃんと報告しとけよ」

「え？」

「幽鬼院にいたとき、おまえ、主しゆ上じようの頼みなんて絶対無理だとかぬかしてただろ？　でもこうやって普通に力を活かせてるんだから、あそこまで逃げ腰になる必要はなかったじゃないかって言ってるんだ。ざまみろ」

　ざまをみろって、こういう使い方をする表現だろうか。

　とは思ったが、蒼刻の頰にかすかな笑みが浮かんでいたので、彼流に褒めてくれたのはたやすく理解できた。

　だから心は温かく、朧月は素直に「そう書きます」とうなずくことができた。





◇◆◇






「――紅こう梅ばい宮きゆうと〈黒い影〉の関係を調べるには、やっぱりあの方に逢う必要があるな」

　手紙の整理が終わると、蒼そう刻こくはやけにあいまいに今後の予定を話しはじめた。

「あの方って……どちらの方ですか？」

「教えたら絶対おまえは逃げだすから、ギリギリまで言わない」

「……ということは、生きている方なんですね」

「いや、それはあたりまえだろ。俺に幽鬼の知り合いはいねえよ」

　朧ろう月げつとしては大まじめに推理したのだが、この天然公主めと半はん眼がんでつっこまれてしまった。

　蒼刻に届いた手紙は、軍部からの呼び出しだった。

　当然のように一人で向かおうとする彼に、朧月はあえて同行を願い出てみた。

「本気か？　別に俺の用事だから、引きこもって待っててもいいんだぞ」

「いえ、実は試してみたいことがあって……」

「試したいこと？」

「生きている人がたくさんいる、と思うから怖いのですから『これはすでに死んだ人だ。幽鬼だ』と自分に暗示をかければ……皇宮の中でも、なんとか歩けるんじゃないかと思いまして」

「前向きだか後ろ向きだかよくわかんねえ案だな」

　そういうわけで、蒼刻に手を引いてもらい、朧月は今、皇宮の気が遠くなるほど天てん井じようの高い廊ろうに出ている。

　また噂されるかなと、悩みながら進むと、やがて不ふ穏おんなざわめきが耳についた。

「あの人？　劉りゆう家次期当主の地位を争って、兄君と刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こしたって噂の……」

「実の兄君と殺し合い？　そんな兇きよう暴ぼうな人が、護ご花か七将軍になっていいのかしら」

「国軍を統すべる『双そう璧へき』のお気に入りらしいぜ。なぜか太子殿でん下かもそうだとか？」

「理解不能よね。――ところで、一緒にいる娘は？　宮廷では見ない顔よ」

「恋人らしいわ。物好きよね。いくら劉家でも、あんな……」

　――一応声は低めているが、こちらに聞かれても構わないと思っている雰囲気だ。

　宮廷事情にうとい朧月にも、蒼刻の微妙な立場が伝わってくる。鋭い目つきのせいで誤解されているのだろうか。

　計画どおり、人々は「蒼刻と恋仲」というほうに気をとられ、朧月の異能のことは話題にもしていないようだが、安心感もうれしさもなかった。今回ばかりは、知らない人への恐怖よりも憤いきどおりが勝っている。蒼刻に失礼ではないか。

（それに……あんなに好き勝手に言われて、蒼刻さんはつらくないのかしら）

　朧月も、幽鬼院を囲む壁の向こうから、おかしなモノと戯たわむれる不吉な姫だ云うん々ぬんの陰口を聞いてしまうことは少なくなかった。兄や星彩たち幽鬼がいてくれればそれでよいとは思っていたが、悪あしざまな言われようには、やはり気分が落ちこんだものである。

　心配になり、視線を上げたら、吸い寄せられたみたいに蒼刻と目が合った。

　普段の鋭さとは違う、憂うれいを底に秘めた青の瞳にどきりとする。

「朧月」

「はい」

「おまえ――いや」

　らしくもなく言いよどむと、蒼刻は手を離そうか迷うそぶりを見せた。

　いくら一時的なこととはいえ、朧月を自分の噂に巻きこんでいいのかどうか葛かつ藤とうしているのだと容易に察せられた。

　朧月はあまりためらわず、自分から彼の手を握りしめた。

「蒼刻さんさえ構わなければ、このままでいさせてください」

「すげえ今さらだが、本当にいいのか？　今の噂、聞こえたんだろ？」

「はあ。でも……噂より、わたしが自分の目で見て知った蒼刻さんのほうが大事ですから」

　どんなに不気味がられても、五年前のようなことがあっても、気のいい幽鬼たちが見えなくなればいい、なんて思ったことはない。それと同じだ。

「わたしは、わたしが一緒にいる人は自分で決めます。だから、心配なさらないでください」

　らしくないですよと言外に告げれば、仏ぶつ頂ちよう面づらの蒼刻はしばし沈黙する。

　やがて、彼は憎まれ口のように言った。

「ヘタレのくせに生意気な」

「な――」

　さすがに気け色しきばむと、いきなり額をこづかれた。

　怒っているのだろうか、と首をかしげたとき、彼の目の縁がほの赤いことに気づく。

　……まさか。意外すぎるが、顔を背そむけているし、これはもしかして。

（怒ってるんじゃなくて……照れてる？）

「朧月」

　つないでいた手に、力がこめられた。今度は蒼刻のほうから。

　同じ気持ちを返されたようで胸をはずませていると、蒼刻は一転して真しん摯しな口調になった。

「今日の調べものが済んだら、少し付き合え。おまえに言っておきたいことがある」

「へ」

　間抜けな音が、朧月の唇くちびるからこぼれる。

「わたしに言っておきたいこと、ですか？」

「なに無駄にビビってんだ。別に叱しかるわけじゃないから、警戒すんなよ」

　後ろ向きな少女が勝手に悪い想像をして青ざめるのに、蒼刻はむっとしつつ、彼女に手を伸ばそうとして――

　嫌な気配を感じ、一瞬動きを止めた。

　直感的に視線をずらして、気配の元を見つける。

　朧月の肩のすぐ後ろ。黒い靄もやのようなもの。

「――!!」

　それが女の手だと気づいた瞬間、蒼刻はとっさに少女の身体を引き寄せていた。

　奪われないように。

　あるいは、腕の中に閉じこめるように。

「蒼刻さん……!?　あの……こ、腰に手が――」

　いきなり密着されて朧月がじたばたするが、蒼刻には乙女おとめ心なんかを慮おもんぱかる余裕はなかった。

「今、おまえの後ろに〈黒い影〉みたいな靄が見えたぞ。おまえは何も感じなかったのか？」

「！　――いいえ……ここはもともと幽鬼の気配が多いですし、特には」

「そうか……。まあ俺も、見たのは一瞬だったが」

　黒い靄の手はすでに幻まぼろしのように消えていたが、少女を手放す踏ん切りがなかなかつかない。

「このへんにいる幽鬼がどうしてるか、相手に気づかれないように見られるか？」

「……できる、と思います」

　蒼刻の意をくんで、彼に恋人らしく寄り添うフリを続けたまま、朧月があたりに視線を配った。蒼刻も彼女の後方などを見やる。

　もうじき黄たそ昏がれ時になるせいか、昼時よりも皇宮にいる幽鬼の数は増えていた。

　寝起きに家の中をさまよっているかのように、ぼんやりとして無害そうな者ばかりだ。どうやら〈黒い影〉に気づいた様子はない。

「俺の見間違いか……？」

「いえ……もしかすると、わたしが、紅梅宮で見つけた鏡を持っているせいかも」

　やはり幽鬼のことには妙に冷静な少女は、ひび割れた鏡をおさめた懐ふところをそっと押さえた。

　さすがに緊張はあるようだが、おびえも狼狽もしていない朧月の表情を見下ろして、蒼刻は複雑な気持ちになる。

「おまえもしかして、危ないかもって予想しながらそれを持ってたのか？」

「……幽鬼のことを知らない方が拾ったりしたら、そのほうが大事ですし」

「だからって、おまえが危ない橋を渡っていい理由にはならないだろ。その鏡を安全な状態にする方法はないのか」

「いくつか思いつきはしますが……ちょっと、用意するのに大変なものが必要で」

「馬鹿。変な遠慮なんかしないで言え、すぐに用意してやる」

「――ありがとうございます」

「別におまえのためじゃない。おまえに何かあったら、俺の肝きもが冷えるからだ」

　はあとうなずき、必要なものを挙げていく少女を見下ろして、蒼刻は小さくため息をつく。

　五年前の苦い経験が、彼女の性格にいろいろな意味で影響しているのは、なんとなく察せられた。幽鬼院に引きこもっていたのは、異能のせいで人に傷つけられるのも、人を傷つけるのも怖かったからなのだろう。

（おまえが悪いわけじゃない――って言って済む問題でもないだろうしな）

　その程度の言葉は、玄げん静せい心しんがとっくに与えたはずだ。

（自分はひねくれてるとか言いながら、実はやさしすぎるだけじゃないのか？）

　厄やつ介かいな女だ。手のかかる馬鹿だ。

　なのに守りたい気持ちを駆りたてられ、朧月の背に添えていた手に力がこもったときだ。

「――あの～、お二人さん？　人前であんましベタベタすると、後が大変かもですよ」

　個人的には大歓迎ですけどね♪　と明るく茶化す声が、頭上から降ってきた。

　星せい彩さいである。

　気配もなく近づかれたので驚いたが、蒼刻はどうにか冷静さを保って、少女から離れた。

「もしかして、愛の告白をしてるとこでした？　いやぁこれは失敬」

「全ッッッ然違う!!　なんでも恋愛ネタに結びつけるなッ」

「怒鳴っちゃダメですよぅ、武官さん。あたしのことは見えないフリしてないと、ほかの幽鬼にあやしまれちゃいますよ？」

　蒼刻が結局キレても、撫なでし子こ色の髪の幽鬼は懲こりずにへらりと笑っている。それでいて、妙に冷静なのが小憎らしい。

「ええと……張ちようさんはどうしたの？　星彩」

「手当ても済んで、今はぐっすり寝ちゃってますよ～。寝顔が可愛くて――そうそう、あたしここに来るまでに幽鬼や人間の話を聞いてきたんでした！　お二人の仲がどこまで進んでるのかは、宮中でか～な～り噂になってますね。あ、あと武官さんのムカつく噂も聞いちゃって、気分悪いったらないですよ」

「それはわたしも聞いたわ。……わたしに勇気があったら『あなたの後ろにだれか憑ついてますよ』って、噂していた人たちを脅おどしてたかも」

「ね！　ほんとヤな感じで――ま、陰口ばかり叩く人は口元からブスになってくから、いつか後悔すればいいですけど。あ、朧月ちゃんは今でも十分可愛いですけど、もっと美人さんになるためには、陰口や悪口は言っちゃだめっすよ？　本物の美人さんは、いつも身なりを清潔にして、きれいな言葉を使う生き物なんですから」

　天然公主と幽鬼のやりとりに、蒼刻は微妙な顔になった。自分のために腹を立ててくれるのはありがたいが、何かがズレている気がする。

「でも、武官さんが似合いもしないこの任務に選ばれたのって、だからっすか？」

「……どういうこと？　星彩」

「武官さん、紅梅宮の事件を解決したら護花七将軍になるんでしたよね？　武官さんは国軍を統べる双璧には評価されてるのに、宮中ではあんなで。でも湘しよう雲うんさまを助けたら、あ～ゆ～失礼な人たちが態度を変えるかも――や、きっと変えるでしょうね。そしたら武官さんは、みんなに讃たたえられながら護花七将軍になれて万ばん々ばん歳ざい。双璧も、武官さんを選んだことに文句を言われなくなる。違いますか？」

　なるほどと、朧月が納得顔で手を打つ。

　いつも揶や揄ゆと戯ざれ言ごとばかりの幽鬼とは思えぬ冷静な考察に、蒼刻も内心、舌を巻いた。

「鏡のかけらのときも思ったが、あんたは変に鋭いな。生前になんかやってたのか？」

「だめっすよ武官さん！　女人に、歳と生きてたときの話を訊くのはご法はつ度とです」

「歳はわかるが、生きてたときの話って、それ幽鬼にしか通じないだろ」

「細かいこと気にするとハゲますよ～」

　明るく笑い飛ばしながら、星彩がさりげなく生前のことから話をそらしたのに、蒼刻は気づいてはいた。だが、問い詰めても、食えない幽鬼は答えないだろうと思った。





◇◆◇






　そんなこんなで神しん華か国軍の本部、鋼こう鉄てつ宮きゆうにたどり着くと、普段よりも人出が多かった。

「――お邪魔しました」

「おい!?」

　扉を開けて人の群れを目にしたとたん、くるりと回れ右した朧ろう月げつを、蒼そう刻こくは襟えり首くびをつかんで引き止める。

　大量の知らない人を前に震え上がる朧月は、それはもう必死にじたばたともがいた。

「お邪魔しました、お邪魔しました……！」

「ええい、落ち着け！　まだ一歩も入ってないだろう！」

「で、でもあの人口密度はさすがに無理です。わたしたぶん、入ったら三歩で気絶します」

「さっき、全部幽鬼だと思えば平気とか言ってたのはだれだッ」

「気のせいでした、忘れてください、前ぜん言げん撤てつ回かいします……！」

「早すぎるわ！　ったく、気絶したら俺が運んでやるから来い！」

「ひぃええええ……！」

　抵抗むなしく抱き上げられ、朧月は情けない悲鳴をほとばしらせる。

　脅しかと思いきや本気でそのまま中に入っていかれたので、あわてて止めた。

　――しかし引きずりこまれてみれば、武人だらけの空間は、意外にも天てん香こう宮きゆうよりさわやかな空気だった。

　竜をはじめとする幻獣が柱に浮き彫ぼりにされた、白はく亜あの廊。気合いの入った声や、重たげな足音、鉄てつ弓きゆうや剣などの金属がぶつかり合う音が建物内に満ちている。致命的な運動神経のなさゆえに武術に縁がなかった朧月には、初めて目にするものばかりだ。

　不健康な引きこもり生活を愛する朧月には、ちとまぶしすぎるが。

「蒼刻さんは、普段ここで……？」

「ああ、ここの宿舎で暮らしてる。鋼鉄宮七不思議なんてものもあるが、聞くか？」

「……七不思議というと……夜に階きざはしを上ると足音に追いかけられるとか、しまっておいた楽器がひとりでに鳴るとか、鎧よろいが勝手に動くとか、鏡から血まみれの生首が出てくるとか、壁から青白い腕が伸びてくるとか」

「あたしは、夜中に井戸のそばに立つと嗤わらい声が響くとか聞いたことありますよ。どこにでもあるんですねぇ、七不思議って」

「さすがに詳しいな……というか、おまえらの話のが怖い気がしてくるな」

　そんな阿呆な話で気をまぎらわせつつ――

　やがてたどりついたのは、長い廊の奥にある部屋の前だ。

「ここから先は関係者しか入れないから、少しだけ待ってられるか？」

　玉の目の幻獣が舞う扉は、強こわ面もての兵士に守られている。よくわからないが、見るからに重要そうな場所だ。

　朧月は周囲を見回した。向こうの階に、いい大きさの木箱がある。

「あそこの木箱をお借りしてもよろしいですか？」

「まさかあれをかぶって隠れる気か」

「……隠れてはいけないのでしたら、暗がりで死んだフリをしてるとか」

「選択肢はその二つしかないのかッ。よし、おまえがそのつもりなら俺にも考えがある」

　蒼刻の隻せき眼がんが青く燃えたので、朧月はすわ躾かと思わずびくついてしまったが。

「逃げも隠れもせずにこの階で俺を待っていられたら、褒ほう美びをやろう」

「……え？」

「わかったな？　褒美が欲しければがんばれ」

「あ……はい」

　予想外に可愛らしい提案をされて驚き、ぼけた返事になってしまった。

　未来の護花七将軍さまの、編んだ銀髪が揺れる背中を見送りながら、朧月は想像する。

　およそ女性に何かを贈る姿の似合わない蒼刻がくれる、ご褒美。

　――見てみたい。とても。

「じゃ、ご褒美めざしてがんばりますか？　朧月ちゃん」

「そうしてみる。……一緒にいてね、星せい彩さい」

「もちろんですとも～」

　星彩に抱きつかれながら、朧月はまず、常に持ち歩いている芙ふ蓉ようの柄の布をはおった。

　これを頭からかぶって「わたしは背景わたしは背景」と心の中で唱えていれば、いくらか冷静になれるのだ。気休め程度だが。

「朧月ちゃん朧月ちゃん！　あの窓から軍の調練が見られますよ、見物しましょう♪」

「あ……そんなに早く行かないで、星彩ッ」

　はげますような笑みで誘ってくれる星彩を、裙くん子ずを踏みそうになりながら追いかける。

　たどりついたのは、春風を取り入れている窓だ。

　そこから夕明かりの中央広場を見下ろす。

　何人いるのか見当もつかない数の兵士が、得え物ものの種類ごとに分かれて指導を受けていた。

「あ。――あの方たちが『双璧』かしら？」

「高台にいるお二人っすか？　たぶんそうでしょうね。男前で目の保養になりますね～」

「でも、意外にお若いのね……」

　双璧というのは、護花七将軍をまとめる元げん帥すいと、彼を支える軍師につけられた二つ名だ。

　辺境で引きこもる朧月でさえ知っているほどの有名人で、兄の静せい心しんも彼らの功績を評価していた。あまり人を褒めない静心にしてはめずらしいことだったので、よく覚えている。

　二人とも、朧月が想像していたよりずっと若い。三み十そ路じそこそこの、理想に燃える青年武将といった雰囲気だ。

「お若いからこそ、逆に、武官さんの悪い噂を気にしないのかもですよ」

「そうか……蒼刻さんはたしか、軍では期待されているのよね」

「ですね。うれしいっすか？」

　穏やかに聞いてくる星彩に、うなずく。ほっとするような、誇らしいような――

（蒼刻さんは、ここに居場所があるのね）

　――うらやましいような。

　ひと言では表せない気持ちだった。もちろん悪い気分ではないが。

「あそこで槍やりの手合わせしてる大きい人が、たぶん孫そん将軍かな～？　弓きゆう射しやの指導をしてる異国風な顔のお兄さんは、無敵と名高い呂ろ将軍でしょう。でもって、あっちで女性武官を見てるのが曹そう将軍。護花七将軍の紅こう一点で、普段は水軍を率いてるそうですよ。男装の麗人って、なんか男の人とは違うカッコよさがありますよね～。あたしもうっかりときめいちゃったり」

「……星彩……ずいぶん詳しくない？」

「平へい安あん城じよう市しで、ちょっとイケてる幽鬼の武人さんに逢ったでしょ？　あの人から今の神華国軍についていろいろ聞いといたんですよ。武官さんは、自分のことしゃべるの得意じゃなさそうに見えましたからね～」

　星彩の思いがけない周到さに、朧月は目から鱗うろこが落ちた想いだった。

　幽鬼院では実感する機会がなかったが、たしかに彼女には妙に鋭い部分がある。

「にしても朧月ちゃんは、ちょっと変わりましたね」

「わたし？　……そう？」

「ええ。たとえば、こうやって窓の外に身を乗り出すなんて、前の朧月ちゃんはまったくしなかったでしょ？」

　言われてみれば。はたと両手で押さえた頰が、奇妙に熱くなる。

　人間が怖いのに、蒼刻が普段過ごしている世界のことが知りたくて、自然と身を乗り出していた。たしかに、幽ゆう鬼き院いんにいたときには考えられない行動だ。

　無性に照れくさくなり、視線をさまよわせたとき――

　――運命のように、その青年と目が合った。

　びしりと凍こおりつく朧月をよそに、彼はなぜか知り合いを見つけたかのように破顔し、廊の向こうから近づいてくる。

　わたしは背景わたしは空気とあわてて唱えたが、まったくの無駄だった。

「ん？　どうしました朧月ちゃん……って、あの人――うええ、マジですか!?」

　驚きの声を上げる星彩には青年の正体がわかったようだ。

　朧月には覚えがないのだが――

　――カエッテ……キテ……

（!?）

　突如、頭の中にじかに声が響いた。〈黒い影〉の声だ。

　だが、周りに彼女はいない。

　どういうこと？　と戸と惑まどう間にも、青年は近づいてくる。

　とりあえず目の前の彼のほうに、朧月の意識は向かった。

　飾りけのない質素な袍ほうを着ていても、端正な気品を隠しきれていない青年だ。

　歳や背格好も、蒼刻に近い。人形めいて美しく整った顔立ちだが、春の陽ひだまりを思わせる穏やかな微ほほ笑えみが、彼が鷹おう揚ようで温かな魅力のある人間なのだと教えてくれる。

　瞳は青。――青白い炎を思わせる蒼刻のそれとは違い、虹の青のように明るい青色だ。

　まとめられた金髪からは光が舞い散っているようで、神こう々ごうしいほどなのだが。

（……パンダ？）

　腕に抱えた、赤子くらいの大きさのパンダが、麗姿とはそぐわぬほのぼのした雰囲気を生んでいる。この種の珍獣が飼えるのは、限られた貴族だけのはずだ。

「君は、姚よう朧月だよね？」

　硬直して声も出せなかったのだが、さらりと名を呼ばれて逆に緊張が吹き飛んだ。

「そうですが……どうして、わたしの名を」

「私は蒼刻の、たぶん友人だから」

「……たぶん？」

「私は友人だと思ってるんだけど、蒼刻がつれないんだ。照れてるだけだろうけど」

　なんとも反応しづらくて、「はあ」とあいまいにうなずいたときだ。

　駆かけつけてくる足音に続いて、声が聞こえたのは。

「朧月！　――って……」

　救われた心地ここちで振り向くと、銀髪の武官はなぜか厳しい顔で、金髪の青年を見み据すえた。

「何をしておられるんですか。天てん祥しようさま」

　…………え？

　天祥。それは神しん華か国太子の名だ。

　ぎぎいっと首を回せば、青年――天祥はひどくさわやかな微笑みを浮かべている。

「やあ、蒼刻。半日ぶり。あいかわらず不ふ機き嫌げんそうで安心したよ」

　微妙なあいさつだ。

　それでも親友に逢ったかのように気さくな天祥とは対照的に、蒼刻は堅苦しい態度を崩そうとしなかった。あくまでも感情を切り捨てた声で繰くり返す。

「何をしておられるんですか。天祥さま」

「何って、君の恋人を見に？」

　朧月が勢いよくむせ、蒼刻がすぐさま叫んだ。

「――待ってください。それはただの演技だってご存知のはずでは!?」

「でも、彼女を気に入ってはいるんだろう？　手をつないだり廊で抱きあったり仲なか睦むつまじいと聞いたから、尾ひれをつけてさらに広めておいたよ」

「勝手に尾ひれをつけないでください！　それには諸々理由があって」

「君とうまくやれる女性がこの世にいるのか、以前から不安だったけど、相性がいいみたいで何よりじゃないか。――でも本当の恋人じゃないのなら、私がこういうことをしても君は気にもしないのかな？」

　あまり話を聞かない太子殿下は、パンダを床に置き、おもむろに朧月の肩を叩く。

　直後、後ろから回ってきた天祥の腕に捕らえられ、朧月はひっと息をのんだ。

　――まさか、後ろから抱きしめられている!?

　あっという間に気が遠くなりそうな状況だが、振り払うのも失礼かと思うと動けない。

（ひ～……！）

　蒼刻の隻眼に宿る光は、もはや針の先のように鋭くなっていた。正直とてつもなく怖い。

「離してやってください」

「嫉しつ妬とかい？　可愛いな」

「違います。そいつの精神力が限界になりそうだから言ってるだけです」
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　対照的な青年たちに挟まれて、そろそろ眩暈めまいを感じながら、朧月はふと思い出す。

（そういえば蒼刻さん……太子殿下に、妙に気に入られてるって）

　さらに彼はほろ苦い顔で、こう付け足していた。『おもしろがられてるだけ、という気もするが』――と。

　……今の攻防（？）で、二人の力関係がなんとなくわかってしまった気がする。

　すべて茶化してしまう太子殿下にてこずる蒼刻を見かねて、朧月は勇気を振りしぼった。

「――太子殿下、蒼刻さんを、その」

　いじめないでくださいと言いかけて、さすがにそれは失礼か、と口ごもった隙すきを突かれた。

　懸命に言葉を選ぶ彼女のおとがいに、天祥の指がかかる。

　危うい色香に満ちた視線で貫かれた。

「君は困った顔が可愛いな。蒼刻にもそういう顔をするの？」

「……！」

　至近距離から甘くささやかれた瞬間、朧月の精神はとうとう限界を迎える。

　呼びかける蒼刻と星彩の声が急に遠のき、操あやつり糸が切れたように意識を失った。







　第五章　天帝別姫







　――靄もやがかった意識の向こうから、声が聞こえる。

「可か哀わい想そうに。そんなに彼女を寝かせてあげてなかったのか」

「誤解を招くような言い方は勘かん弁べんしてください、天てん祥しようさま。たしかに、疲れたら昼寝でもさせてやろうと思ってたのを忘れたのは、俺の手落ちですけど――」

　起きないと、とは思うのだけれど、骨が鉛なまりの塊かたまりになったように身体からだが重く、朧ろう月げつの疲れた意識は再び夢に搦からめ捕とられてしまう。




　白い光の中、何もかもが輝いて見える春の花園が見えた。

　満開の桜の朱の下で、同い年くらいの少年と少女が寄り添っている。

　どちらも古風だが美び々びしい身なりをしており、貴とうとい身分の恋人たちと思われた。

　見つめあい、今にも口づけをしそうな甘い雰ふん囲い気きだが、二人とも緊張を隠せていない。

『■■……心の用意はできてる？』

『はい……あ、いえ、お待ちくださいませ！　――緊張しすぎて呼吸が……ッ』

『え――君も？　いや僕も実は、このままじゃ倒れそうって思ってたんだ。……でも、華か燭しよくの儀ぎはもう済んでるのにって、嫌われたら困るなって』

『……嫌うだなんて。わたくしは、我が君も同じ気持ちだと思って、安心しましたのに』

『よかった……。じゃ、まずは一緒に深呼吸をして落ち着こう？　せーの――』

　くっついたり、やっぱり離れたり。

　じれったくなるやりとりを何度も繰くり返し、初うい々ういしい夫婦はようやく唇くちびるを重ねた。

　不器用だが幸せな口づけが離れるとき、少女は恥はずかしげに、夫を名前で呼んだ。

　どこかで聞き覚えのあるその声が、だれのものか朧月が気づいた刹せつ那な、砂糖菓子を思わせる春の風景がかき消える。




「――でも、止とどめを刺したのは天祥さまという気もしますよ。人間に慣れていない引きこもりに、ああいうお戯たわむれは刺激的すぎます」

「あれは、君が自分から相談しにきたくせにそっけないから、少しからかいたくなって」

「まったく……俺はたしかにご相談はさせていただきましたが、何も天祥さまがご自分で足を運ばなくても」

「それはあれだよ。私も遅ればせながら、君たちの調査に協力しようと思ったから」

「は!?　いきなり何を――」

　揉もめているようだ。頭の芯しんにしがみつく眠気と戦いながら、朧月は目を開ける。

　真っ先に視界に飛びこんできたのは、白と黒のもふもふした毛皮。――小さなパンダだ。

（この子は……たしか、天祥さまの？）

　温ぬくい添い寝役のおかげで心地ここちよく眠ってしまったようだが、ここは一体どこだろう。

　いつのまにか夜着に着替えさせられているし、と戸と惑まどいながら身を起こすと。

「――朧月？」

　朧月が手を伸ばすより早く、寝台を囲む帳とばりが、外から開かれた。

　つかのま光のまぶしさに目を細めるが、開けたのが蒼そう刻こくだとわかると、ほっとした。

「やっと起きたか。急にぶっ倒れたから驚いたぞ。具合が悪いわけじゃないんだよな？」

「あ、はい……もう大丈夫です、ありがとうございます」

　矢や継つぎ早ばやに聞かれて、面めん食くらいながらうなずく。心配をかけてしまったようだ。

「ところで、ここはどこですか？」

「後宮だ」

　……なんだって？

　驚きよう愕がくの事実を受け止めきらないうちに、蒼刻の隣から、金髪の青年がひょいと顔を出した。

「おはよう。蒼刻が君を着替えさせたんだけど、別によかったよね？」

「き……!?」

「笑顔で人を騙だまさないでください天祥さま。おまえも簡単に信じるな朧月！　着替えさせたのはあの派手な幽ゆう鬼きだ」

　無む邪じや気きな微ほほ笑えみの天祥にさらりと度ど肝ぎもを抜かれた上に、蒼刻に躾しつけみたいに額ひたいをこづかれ、眠気はすっかり吹き飛んだ。

　いろいろとありすぎて何を言うべきか混乱してしまい、朧月はさっそく頭痛に悩まされる。

「ええと――まだ夢うつつのときに、太子殿でん下かが協力する……と聞こえた気がしたのですが」

　聞き間違いであってほしいというのが人見知りな彼女の本ほん音ねだったが、天祥は無む慈じ悲ひなほどあっさり首しゆ肯こうした。

「そうだよ。一番は蒼刻でいいから、私とも仲よくしてくれるとうれしいな」

「いや、俺は全然納得してませんが？」

「私は力になれると思うよ？　主しゆ上じようの許しは得ているから、安心していい」

「そういう問題ではなく、太子殿下を危険な幽鬼に関わらせるわけには――」

「――蒼刻。君の気持ちはうれしいけど、私も姉上や紅こう梅ばい宮きゆうの人々が心配なんだ」

　今までずっと軽やかな笑みで人をほんろうしていたくせに、いきなり表情も声こわ音ねも真しん摯しなものに改められ、蒼刻が思わず反論に詰まる。

　そこに天祥はなめらかにたたみかけた。間のとり方が怖こわいくらい絶妙である。

「仕事は数日分、前倒しで済ませてきた。少しだけでいいんだ、手伝わせてくれ」

「…………」

　結局、折れたのは蒼刻のほうだった。勝てるはずがないか、という苦い表情で。

　口を挟めず呆あつ気けにとられていると、天祥と目が合った。

「というわけで、よろしく。君のことは初めて見たときから気になっていたんだ。想像どおり楽しそうな子でうれしいよ」

　びくつく朧月に、空の青の瞳がさらに楽しげに煌きらめく。

「ご……ご冗談を」

「本気だよ？　私を見て死んだ魚の目をする子なんて初めてだし」

「…………」

　悪趣味な、と、蒼刻が朧月にしか聞こえない小声でぼやいた。失礼な言われようだが、今ばかりは彼に全面的に同意したい。

　二人を好きなように振り回した天祥は、じゃれついてくるパンダを抱き上げ、

「それじゃ私は、竹やぶで琳りん琳りんを遊ばせてくるから。君も着替えたら、池までおいで」

　笑顔で去っていった。

　後に残されたのは、茫ぼう然ぜんとする朧月と、頭痛をこらえて額を押さえる蒼刻。

「……蒼刻さん」

「なんだ？　今ならどんな後ろ向き発言でも、黙って聞いてやるぞ」

「お願いです。どうか天祥さまに、わたしの天然公こう主しゆという可愛かわいいあだ名は噓うそ八百で、実際は胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者の引きこもりだって説明してください。蒼刻さんの口の悪さが、今こそ役に立つときです」

「……どさくさにまぎれて結構なことを言ってないか？　おまえ」

「だって、よく考えなくても、蒼刻さんは未来の護ご花か七将軍さまですし……本当なら雲の上のお方が二人もなんて、無理です！」

「雲の上どころか、あの世の連中と平気で付き合ってるくせに」

「そういう問題じゃないですよ……帰りたい……帰っていいですか？」

「湘しよう雲うんさまたちの命を見捨てて、か？」

「………う」

　そんなこと、できるわけがない。〈黒い影〉のことだって気がかりなのに。

　どんよりと敷布に突っ伏す朧月を、蒼刻はおそらく今までで一番やさしく慰なぐさめてくれた。

「悲しい話だがな。あの殿下は、俺がお気に入りだと堂々とのたまうような方だ」

「それは知ってますけど――……あ」

「理解したか？　悪趣味は筋すじ金がね入いりなんだよ。おまえがほのぼの可愛い天然公主じゃなくて、逆に喜んでおられるくらいだ」

　あきらめろと告げる声には、同じ犠牲者を憐あわれむ響きがある。

　状況は限りなく絶望的なのだと思い知り、朧月は本気で寝台の中から出たくなくなった。
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　帰りたい消えたい空気になりたいと思いながらも着替え、まずは、星せい彩さいが張ちようさんを看病しているという隣の部屋に顔を出すと。

「はい張さん、薬湯をお持ちしましたよぅ」

「かたじけない。――む、儂わしの猫ねこ舌じたにはちと熱いようじゃな」

「じゃ、あたしが冷さましてあげますね？　はい、ふぅ～」

　…………。

　朧ろう月げつが知らない間に何があったのか、美しい幽鬼と白びやつ虎こは、すっかりできあがった雰囲気になっていた。扉とびらを少し開けたこちらに気づく様子もなく、桃色空間を作り上げている。見かけは美女と野獣だが、雰囲気はまるで新婚夫婦だ。

「何がどうしてああなってんだ……？」

「……すみません。わたしに訊きかないでください」

　まさかここまで展開が早いとは思っていなかったので、朧月も頭を抱かかえてしまった。

　ともあれ張さんの元気な姿は見られたのでよしとして、声はかけずに扉を閉める。

（ついてきてほしかったけれど……仕方ないか）

　人の恋路を邪魔する者は、馬に蹴けられて――という言葉もある。嘆たん息そくし、そこで初めて朧月は大事なことに気づいた。

　気を失ったのは日が沈む時間帯だったが、今、壮そう麗れいな廊ろうから見える景色はとても明るい。

「……蒼そう刻こくさん。わたしはどのくらい眠っていたんですか？」

「気づくのが遅おせぇな。もう昼時だから、半日以上か」

「!?　……も、申し訳ございません！」

　いくらなんでも寝すぎだ。

　早く解決しようと言っていたくせになんて体ていたらくだと、朧月は青ざめて躾を覚悟するが、

「気にするな。どうせ張さんの霊力が回復しなきゃ、紅こう梅ばい宮きゆうには行けないんだ」

　逆に、いたわるみたいに頭を撫なでられてしまった。

「俺も昨日は、おまえが体力が全然ないヘタレだってのを忘れて、朝からえんえん連れ回しすぎたしな。きっと大丈夫だから、気に病やむんじゃねえぞ」

（……太子殿下が来てから、蒼刻さんが以前よりやさしいような）

　しかし天てん祥しように引き会わされて改めて感じたことだが、蒼刻はやはり朧月にとって特別だ。

　青く燃える隻せき眼がんはとても鋭いのに、時として不思議なほど安心感をおぼえる。

「悪趣味な殿下のことだが、可愛いとか言われても絶対に真まに受けるなよ」

「もちろんです」

　恐縮こそすれ、太子殿下に可愛いと言われちゃった！　なんてはしゃげる性格ではない。

　念押しされずとも、根が暗いのと冷さめてひねくれた性根のおかげで、見当はついていた。

「要するに、わたしは珍ちん獣じゆうなんですよね」

「は？」

「蒼刻さん、わたしのことを珍獣だってよくおっしゃるでしょう？　……それで太子殿下は、パンダや白虎の張さんがお気に入りなのですよね？　わたしもきっと、そういう分類でめずらしがられているだけだと思います。間違っても一人の女子として愛めでられてるなんて自うぬ惚ぼれたりしませんから、ご安心ください」

「……ほんとおまえって、そういうところだけは冷静っつうかなんというか」

　蒼刻は、どこか複雑そうに眉まゆをしかめた。







　後宮――蘭らん桂けい宮きゆうは、深い青色の瑠る璃り瓦がわらをいただく建物だった。

　中に入ると、蘭と桂けい花かを中心とした花の文もん様ようや彫ちよう刻こくがところ狭しと咲き乱れている上に、花天てん井じようには輝石を惜しみなく使っていて、目もくらむ豪華さである。

　しかし湘しよう雲うんや天祥の生母にあたる妃きさきたちはすでに亡なく、主上は妾しよう妃ひの類たぐいを持たない主義なので、今ここに住む資格のある女人はいないらしいそうだ。何やらもったいない。

　窓を大きくとって風通しのよい廊から洞どう門もんをいくつかくぐると、楊よう柳りゆうの揺れる池にさし渡された虹こう橋きようが見えた。

　どこか物もの憂うげにたたずむ天祥の姿は、まるで絵巻物に出てくる神しん仙せんのように美しい。

　田舎者の朧月や武人の蒼刻とは違って、瀟しよう洒しやな庭園の風景が実によく似合う。これで足元にパンダを侍はべらせていなければ完かん璧ぺきなのだが。

　朧月たちに気づくと、天祥はふわりと笑みを取り戻した。遠目で見ているだけなら、魂たましいが浄化されそうな気さえする表情だ。

「ここは住人がいないから、密談にはうってつけだよ。ああ、別に君たちに私の寵ちよう姫きになれなんて言わないから安心して」

「俺も朧月も、そんな心配はこれッッッッぽっちもしていませんので」

　蒼刻のこめかみの血管は心配だが、たしかに宮内は静かだ。人間はもちろん、幽鬼の姿すらろくに見当たらない。

　あとで星彩と話してみたところ「あ～、ここは微妙な場所なんですよ。幽鬼がいづらい環境っていうか？　あたしは朧月ちゃんといれば癒いやされるから大丈夫ですけどね！」という答えが返ってきた。

　もっと専門的に言うと、道どう士しや風ふう水すい師しが邪気よけの術や封印を厳重にほどこしたせいで、善良な幽鬼にとっても過ごしやすい場所ではないのだそうだ。ここまでではないにせよ紅梅宮にも同様の守護があったはずだが、それを破るほどに〈黒い影〉の力が強かったのだろうか。

　――ともあれ、天祥に改めて自己紹介やお礼をガチガチになりながらした後、朧月は勢いよく平謝りした。

　謁えつ見けんでろくに御顔を見ていなかったことに対してだが、天祥はけろりとしたものだった。

「そんなに罪悪感を持たないでいいよ？　別に私を暗殺しようとしたわけでもあるまいし」

　物ぶつ騒そうなことを軽やかに言ってのける凄すさまじさはさておき、鷹おう揚ようさには自然と頭が下がる。

「……ありがとうございます、太子殿下」

「でも、その『太子殿下』はやめよう。天祥でいい。むしろそう呼ばないといじめてしまうよ」

「ええ!?」

「うん、いい反応だ。蒼刻はこんなに楽しい姫君を独占しているのか。うらやましいな」

「は、はあ……」

　隣にいる蒼刻の反応は見なくても想像がついた。太子殿下でさえなければ、彼は相手をこぶしで眠らせていたかもしれない。

「まあ、もし君が私に対して何かしたいと言うのなら、いずれ天てん香こう宮きゆうにいる幽鬼を見せてもらいたいかな。君の瞳に映る世界は、とてもおもしろそうだ」

　珍獣扱いだと頭でわかっていても、噓の香りがしない微笑みには、やはり緊張してしまう。

　朧月は異性どころか、生きている人間自体に慣れていない弱虫なので余計だ。

「あやしい鏡のかけらのことだけど――朧月の提案では、泉か川が必要なんだろう？　この池を使えばいい。どうせ鯉こいすら棲すんでないんだから」

　いいのだろうか……？　とは思ったが、結局、天祥に甘えることにした。

　池の端に立ち、水面を見下ろす。

　恥はじらうような色をした水すい蓮れんが、さやさやと揺れながら咲き誇ほこっていた。岸辺には楊柳や葦あしの葉、水中にはいろいろな種類の水草。反対側の岸辺には石を彫ほって作った獅し子しの顔があり、開いた口からきれいな水が流れ落ちる仕組みだ。

　朧月は布にくるんだ鏡のかけらを、浅瀬に置いた。深みにすべり落ちてしまわないよう、紐ひもで橋からつり下げて。

「本当にそれだけで、鏡がみだりに人を引きこまないようにできるのか？」

　以前〈黒い影〉の手を見たせいか、半信半疑らしい蒼刻に問われ、朧月は静かにうなずく。

「はい。……水面はもっとも原始的な鏡ですから、こうして泉や川にひたすと、鏡の持つ力を相そう殺さいして封じられるそうです。川や泉の水面はいつも、風のせいで映るものが年中揺らぎますよね？　それが効果的らしいです」

　いつもの口くち下べ手たぶりが噓みたいに流りゆう暢ちように説明すれば、蒼刻はそっけなく褒ほめてくれる。

「なるほど。さすがに幽鬼がらみは詳しいな、おまえ」

「それじゃ、中に入ろうか？　君たちに必要なものを見せてあげるよ」

　天祥にうながされて蘭桂宮の一室に入ると、星彩と張さんが待ち構えていた。

　床の敷物の上に寝そべる白虎と、そこに寄り添う妙齢の美女。どこか神秘的な絵である。

「張さん、けがの具合はどうだ？」

「大丈夫じゃ、蒼刻。美人さんに付き添ってもらったおかげで、治りが早くてのう」

「やだもう張さんったら☆　褒めても添い寝しかしないっすよ？」

「…………」

　朧月は、大好きな姉が恋人といちゃつくのを見た妹の気分だった。

　祝福してあげたい気持ちもある一方で、妙に複雑なのである。寂さびしいのかもしれない。

「〈黒い影〉と呼ばれている、女性の幽鬼のことだけど――」

　全員が紫し檀たんの円卓につくと、天祥は切り出した。

「私はまだ彼女を直接見ていないから、もしかしたら的外れな推論になるかもしれないが、気になる人物がいるんだ」

　さっき側近だという糸目の男性が運んできた資料が、卓上に次々と広げられていく。

　真新しいもの、綴とじ糸や紙が端から崩れそうなほど古いもの――

　かさばるので今はあまり使われない竹ちく簡かん・木もつ簡かんまで、てんこ盛りだ。

「これは……？」

「姉上が新しく書こうとしていた物語の草稿だよ。こっちはその下敷きになった資料の一部」

「天祥さまも、湘雲さまの著作を読まれているのですか？」

「もちろん。むしろ私が一番の読者かもしれない」

　天祥はうなずいた。それだけなのに人を見み惚とれさせる、洗練された仕草で。

「姉上が張さんと出で逢あって『肉にく球きゆう三さん国ごく志し』を思いついたときも、最初に草案を読んで助言をしたのは私だしね。読者でもあり、相談役でもあるかな。――話を戻すと、この新作は史実を題材にした物語だが、登場人物に〈黒い影〉を基にしたと思われる女性を出している」

「まだ、宮きゆう廷てい内には出回っていない作品なのですか？」

「ああ。清書する前に矛む盾じゆんがないか見てくれと頼まれててね。これが草稿で――このあたりが大事だな。おいで朧月、一緒に読もう」

　なにげなく肩を寄せられて息が止まりそうになる。天祥が苦笑いを浮かべた。

「そんなに怖がらないでほしいな。今は公式の場でもないんだし」

「も……申し訳ございません」

　太子殿下の威い厳げんにというより、天祥という人の持つ何かが落ち着かないのだが。

　再び倒れないのが不思議なくらいの朧月を見やり、蒼刻がこめかみを揉んだ。

「天祥さま。俺はやっぱりこの状況はどうかと思いますが」

「私はすごく楽しいけどな」

「俺も別に嫌とは言いませんが、これが死にそうになっているのが問題です」

　天祥が小首をかしげた。

「そうかい？　死にそうなの？」

「……一応、死にはしないと思います……」

　そう答えはしたものの――左手を天祥に、右手を蒼刻にとられている状態で、まともに呼吸をしろというのが無理だ。絶対無理だ。

　左隣の天祥から話しかけられたと思ったら、右隣の蒼刻につっこまれるなんて、引きこもり体質には苛か酷こくすぎる挟み撃ちである。一瞬たりとて気が休まらない。

（たしかに星彩とも話していただくには、わたしにふれていてもらうしかないんだけど……）

（……帰りたい。逃げたい）

　目で助けを求めても、星彩は「文字どおり両手に花じゃないっすか～」と笑うだけで、さっぱり頼りにならない。というか、おもしろがっているだけだ。ちょっと泣きたくなる。

　また蒼刻も、さっきからやけに厳しい表情をしていて話しかけづらいのだ。

　朧月がみっともなくうろたえているせいだろうけれど、心細かった。

「――それで天祥さま。湘雲さまが書いた物語というのは？」

「これだよ、蒼刻」

　ひどく事務的に問われた天祥は、あっさりと戯れをやめて、紐綴じの一冊を押し出した。

「読む前に歴史のおさらいが必要かな。百ひやつ花か神しん仙せんが大地を浄化した『神話時代』の次は？」

「金きん華か時代……ですね」

　歴史は苦手ではない。自分のように幽鬼が見える人がほかにいなかったのかと思って、兄の山のような蔵書を漁あさったこともあるし――

「一年中黄金に輝く花が咲き乱れていた、豊かで平和な時代。百花神仙に授けられた力を持つ人間がたくさんいて、竜や麒き麟りんみたいな幻獣、さらには妖怪までもが、穏おだやかに人間と共存していた……とか」

「すごいな。模範解答だ」

「……兄に教わったので」

　静せい心しんが、史記百巻を読破したつわものなのだ。朧月などは兄に比べれば劣等生である。

「では金華時代、銀ぎん葉よう時代と流れて、中原が内乱で三つに分裂してしまったのは？」

「三国時代……」

「正解。その三国時代の末期が、問題の女性が生きた時代だ」

　――ここからが本題だ。

「三国時代は知られているとおり、皇室がどろどろの玉座争いを続けたせいで力を失い、その間に貴族が強大化して、国が三つに割れてしまった時代だ。三国はそれぞれ別の王を戴いただいて覇は権けんを争ったけれど、戦乱末期に皇室のとある人物が神仙の力を得て、再び国を統一した」

「それが黄こう帝てい。伝説の『三皇五帝』の一人だ」

　細かいところになると記憶があやふやな朧月のために、蒼刻が補足してくれる。

「その女性は……どういう方だったのですか？」

「天てん凱がいという帝みかどの正室だ」

　天凱、と、蒼刻がぴんとこない顔で繰り返す。

　三大家のひとつ、劉りゆう家の教育を受けてきた彼でも、あまり印象にない帝のようだ。が。

　――『てんがいさま』

　夢の中で少女が夫を呼んだ声を思い出し、朧月はどきりとした。

「黄帝が天下統一に着手する以前に、何人もの帝が即位しては、次々に戦いくさで亡くなっていった時期がある。天凱はそのときの帝だ。水軍との戦で亡くなったせいで、亡なき骸がらは見つからなかった、とだけ記録に残っている」

　――『キット　モドッテクルッテ　イッタノニ』

　彼女が〈黒い影〉で――あの痛ましい声は、愛する夫を亡くした皇こう后ごうの嘆なげきだったのか。

「戦時の混乱のせいで、悲運の帝たちは名前以外は記録がほとんど残されていないんだ。帝でさえその有あり様さまだから、彼らの妻女に至っては名前すら残されていない」

　そもそも、歴史に女性の名前が残ることは稀まれである。

　だれかの娘、だれかの妻、だれかの母――あるいは生家の苗みよう字じをとって賈か氏、黄氏などと記される場合がほとんどだ。

「ただ、天凱帝の皇后は、夫を亡くした後は喪の色――漆しつ黒こくの衣い裳しようばかりを着ていたと、歴史書にたった数行オマケみたいに言及されていたんだ。姉上はそれに大幅に肉付けして、悲恋物を書こうとしていたらしい」

　もしかすると〈黒い影〉ではなく〈黒衣の后きさき〉とでもお呼びしたほうがいいのかなと、天祥は今そこにいる女性を気遣うような口調でつぶやく。朧月は夢のことを話した。

「〈黒い影〉は……いえ――〈黒衣の后〉は、ずいぶん古い時代の方だったのですね」

　何かの偶然でこの世に残ってしまった幽鬼の大半は、時の流れとともに想念が風化し、冥めい府ふに降りてゆく。そうならなかった〈黒衣の后〉は、よほど心残りが強いのだろう。

「朧月ちゃん、ところでちょっと疑問に思いません？」

「……そういえばそうね、星彩」

「何がだ？」

　幽鬼とあるじの漠然とした会話に、いち早くつっこんできたのは蒼刻だ。

「三国時代の方が、どうして、今になって目覚めたのか……ということです」

　両隣のどちらに身体を向けるべきか迷って、挙動不審になってしまいながらも、朧月はまずは蒼刻を見て答える。

「湘雲さまが本のネタにしたせいじゃないのか？」

「まあ可能性はなくもないですけど、本に書いただけで幽鬼がさまよい出ちゃったら、歴史家や物語師は生きてけませんでしょ～」

「それもそうだな。じゃ、ほかにどんな条件が考えられる？」

「そうっすねぇ……あたしの経験上、こういうのは、盗とう賊ぞくや自然災害で、その人が葬ほうむられた墓や陵りようが荒らされたままになってる場合が多いっすよ。亡骸や安らかな眠りの場所を穢けがされるのは、幽鬼にとって痛いですから」

「なるほど。すぐに、お二人の陵りよう墓ぼを調べさせてみよう。ほかには何かあるかな？」

　星彩の経験を活かした推理に、天祥がすぐにうなずく。

　朧月は紅梅宮でのことに加え、さっき見た夢のことをも改めて説明しながら、

「〈黒衣の后〉はおそらく、天凱帝が恋しいのだと思います。天凱さまの幽鬼がいれば話は早いのですが……せめて遺品でもあれば、彼女を説得するきっかけになるかと」

「――朧月」

　天祥と額を突きあわせて考えこんでいると、ふいに後頭部を軽くつつかれた。

「そういえばおまえ、紅梅宮で日記を拾ったよな。あれ、〈黒衣の后〉のじゃないか？」

「あ」

　はたと思い出し、小物入れにしまっておいた古い紙片を天祥にも見せた。

「これは私も初めて見たが、きっと姉上の集めた資料だろう。紅梅宮でこんなものを集めるのは姉上しかいないから。たしかに昔の后の日記である可能性があるね。古い紙片のようだし、時代が昔になるほど紙は稀き少しようで貴重なものだったから、限られた身分の人間しか使えない」

「あの鏡のかけらも〈黒衣の后〉の持ち物、ですか」

「だろうね蒼刻。鏡も、昔はやんごとない身分の者しか持てなかったから。――紅梅宮には、この日記のほかの部分もあるのかな。それなら〈黒衣の后〉について、もっと詳しくわかりそうだけれど」

　逆に言えば紅梅宮に行かなければ、これ以上は推理を進めようがない、か。

「それにしても天祥さま――俺はたしかに紅梅宮の歴史とそこに暮らしていた女性について、皇室が管理する書庫に記録が残されていないかとお訊きしましたが、まさかこんな短時間でそこまで調べてくださるなんて」

　驚きましたと、素直に感心する蒼刻を見やって、天祥は肩をすくめた。

「私も以前から独自に調べを進めていただけだよ。紅梅宮の異変は、どう考えても人間の仕し業わざではなかったからね。あの建物にまつわる何かが原因じゃないかと思って、仕事の合間に資料を探してた。――幽鬼が見えない私には、そのくらいしかできないし」

　最後に小さく付け足された言葉が、さりげなく重い。こちらを振り返った天祥は、もう憂うれいのない笑顔だったけれど。

「それじゃ、張さんが回復するまでに、私も幽鬼への対策を整えておこうか」

「やっぱり、紅梅宮にもついておいでになる気ですか……」

「当然だろう蒼刻。――大丈夫、私もいろいろ調べたし、足手まといにはならないつもりだ」

　苦い顔の蒼刻に、天祥は「それに」と人の悪い笑みで付け加える。

「もちろん君たちの仲も邪魔しないよ。本当はすごくからかいたいけれど」

「ッ……だから俺と朧月は、実際はそういう関係ではないと――」

「そう言うわりには、君はさっきから私の存在に苛いら立だってないか」

「苛立ってなんかいません」

「じゃ、私と仲よくする朧月に苛立ってるのか。困ったな、嫉しつ妬とする子は可愛いから嫌いではないけれど、君と友達以上の関係になる予定はないし」

「…………天祥さま、そろそろ俺は本気で怒りますよ」

　青年たちのなんともいえぬ雰囲気のやりとりに口を挟むこともできず、不器用な朧月はひたすら小さくなる。

「……あ、そういえば、張さんは？」

「あたしが撫でてるうちに、また寝ちゃいましたよ～。『今の儂にできることは一刻も早く霊力を回復することだからのう』って」

　大物だ。床の敷物の上で堂々と横たわる白虎に、そんな陳ちん腐ぷな感想しか浮かばなかった。
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　それから数刻、朧ろう月げつは蘭らん桂けい宮きゆうの一室にこもり、邪気を払う護符を作ったりして過ごした。

　ふいに扉が叩たたかれたので、紫檀の円卓に突っ伏すようにしていた顔を上げると、

「……蒼そう刻こくさん？　鋼こう鉄てつ宮きゆうでのご用事は、もうよろしいのですか」

「別にたいしたことじゃなかったからな。おまえは、ここにずっとこもりきりか」

「はい。神しん華か国でもっとも豪華な引きこもり気分を満まん喫きつさせていただいてます」

「ほんとはそんなの満喫するなと言いたいが、今はそうしたほうがいいな」

「？」

「皇宮に妙な噂うわさが流れてる。天てん祥しようさまが、お気に入りの姫君を後宮に招いて口く説どいてるとな」

　朧月の傍かたわらにあった椅い子すに腰を下ろした蒼刻が、盛大にため息をつく。朧月は絶句した。

「…………まさか、その姫君とはわたしのことですか？」

「おまえ以外にだれがいる」

「できれば、どなたか別にいてほしかったのですが……」

「おまけにその『姫君』が、俺の連れ回してた娘と同一人物だっていうんで――頭が痛くなるからざっくりまとめるが、噂の『姚よう朧月』は俺をたぶらかした上に、太子殿下にも色目を使う魔性の美姫だと言われてるらしい」

　まるで湘しよう雲うんさまの書くドロドロの宮廷恋愛絵巻じゃねえかと、蒼刻は眉み間けんのしわを揉む。

「……それはもう、わたしと同姓同名の別人では」

「おまえがそんなにしたたかだったら、引きこもりになんかなるかって話だよな。すまん」

「？　蒼刻さんが謝ることではないかと……」

「いや、俺の――というか劉りゆう家のせいでもあるんだ。噂が変に盛り上がりすぎてるのは」

　戸惑う朧月に、蒼刻は懐ふところから一枚の紙をさし出した。

　鮮烈な朱あかを使って、ド派手に書かれた内容は――

『あの劉武官が、旅先から恋人をお持ち帰り!?　気になるお相手は黒髪の（以下自主規制）』

　――ぶっとんでいた。

　持ち帰られた恋人という姫君の描写は、美化された表現が目立つが、どう考えても朧月だ。

　紙を握って凍こおりついたまま、首から上だけが羞しゆう恥ちに火ほ照てる。

「……こ、これは一体……」

「宮中の噂を、うちのちょっとアレな親父おやじ殿が聞きつけたそうだ。単なる『フリ』なのになんでか盛り上がって、その悪ノリ全開のチラシを知り合いにバラまいたら、俺たちが天祥さまと一緒にいるのを見たやつが、さらに噂をふくらませたらしい」

「でも……身分の釣り合いも全然とれていないのに、お父上はどうしてこのような」

「俺が若い女にビビられまくって、嫁のなり手がないのが心配らしい。余計なお世話だがな」

　蒼刻のことを怖がらない乙おと女めであれば、朧月のようにとりえも家柄の価値もない娘が恋仲になってもいいのだろうか……？

「で。――天祥さまは、まだお戻りになられていないのか。張ちようさんとあの食えない幽鬼は？」

「隣の部屋で……その、たぶん桃色空間です」

　さっきまでは、星せい彩さいも護符や冥めい銭せん作りを手伝ってくれていたのだが、朧月が張さんの様子を見てみてと言ってから戻ってこない。つまり、そういうことなのかと想像している。

「じゃ、今がいいか」

「え？」

　蒼刻がふいに改まったので、朧月は目をぱちくりさせた。

「昨日言ったろ。おまえに話しておかなきゃいけないことがあるって」

「……話しておきたいこと、ではありませんでしたか？」

「同じことだ。俺にとってはな」

　当惑する彼女の前で、蒼刻はためらいがちに銀髪をかき上げ――

　――しゅるりと眼がん帯たいをはずした。

　目の前に現れたものがあまりにも意外で、朧月は言葉を失う。

　鍔つば型の眼帯の下には、ちゃんと瞳があった。戦で傷を負ったのかと思っていたが、傷も濁りもない眼球である。

　しかし、虹こう彩さいの色が、左目の青とは違う。右目は、漆黒だった。

　新月の欠けた部分を思わせる漆黒に、朧月は魂が吸いこまれるような錯覚をおぼえる。

　蒼刻はすべての感情を闇やみの向こうに忘れてきたかのような、ひどく平坦な声で言った。

「朔さくの呪のろいと言うらしい」

「朔――新月の夜？」

「ああ。――一年前、黄こう巾きん賊ぞくっていうあやしいやつらと戦ったとき、敵の道どう士しに呪じゆ詛そをかけられたんだ。本当は『新月の夜に死ぬ』っていう呪いだったらしいが、知り合いの道士が死ぬほどがんばってくれたおかげで、ごく稀に幽鬼の声が聞こえるだけで済んでる。眼帯越しに物は見えてるしな」

　だから双そう界かいの瞳を持つおまえと組まされたんだろう、と。

　驚きの事実ばかりで、朧月は何から言えばいいものか迷ってしまった。
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「ごく稀に……というのは、どんな感じなのですか？」

「普通にしてると、突然割りこむみたいに『婆ばばを連れていってくれ』だの『ああ怨うらめしい』だのって声が聴こえるんだ」

　軽い口調だが、幽鬼に慣れない人には大変なことのはずだ。朧月の胸がつきりと痛む。

「最初は幽鬼の声だなんて思わなかったから、いちいち反応しちまって――でも、ほかの連中には聴こえないだろ？　呪いで頭がおかしくなったとか、殺した相手の幽鬼にとりつかれたんじゃないかって噂されて」

「！　蒼刻さんは御国を守る戦いで傷ついたのに、そんな言い方は――」

「まあな。でもいちいち怒ることじゃねえよ。普通の人間が武官に向ける気持ちなんて、勝手なもんだ。英雄だ守護神だと持ち上げたかと思ったら、人殺しだ血塗られた手だと、ひそかに忌いみ嫌う。一いつ兵ぺい卒そつだろうが護花七将軍だろうが、それは変わらない。俺だけじゃなくて、先輩もみんな同じ想いをしてきてる」

「……蒼刻さん」

「馬鹿。こんな話くらいで泣くな」

　額をこづかれて初めて、朧月は自分の声が泣きだしそうに湿っていたことに気づく。

「いいんだ。俺は自分の役目に誇りを持ってる。自分のやるべきことに集中してれば、周りの雑音なんて問題じゃない」

　毅き然ぜんとして言い切った蒼刻の瞳は、彼らしい気の強い光を宿していた。

　ままならぬ現実を認めた上で、それでも自分らしく生きる覚悟を決めた強さを感じる。

　――周りの雑音や、知らない人の目が怖くて仕方ない朧月とは正反対だ。

　憧あこがれが、心をひたひたと満たした矢先だ。

「と言っても――ときどきはこたえるけどな。好きで怖がられてるわけじゃないから」

　弱音が、銀髪の陰になった口元から聞こえてきたのは。

「おまえには早く教えとくべきだと思ってはいたんだが、なかなか言いだせなかった。すまん」

「……謝らないでください」

　朧月はかぶりを振った。迷惑をかけられたなんて思っていないし、怖がられたらと不安になる気持ちは、痛いほど理解できる。朧月にも経験のある想いだ。

「でも……いいのですか？　わたしが、そんなことまで知ってしまって」

「たしかにあまり広めたくはない秘密だが、おまえは吹ふい聴ちようしたりしないだろ？」

「絶対にしません」

　急いでうなずくと、蒼刻は目を伏せ、今度はめずらしく少し弱気な表情で続けた。

「それに、怖がったりもしないだろ？」

「もちろんです」

　即座にうなずくと、彼はほっと表情をゆるめた。安心させてあげられたのだろうか。

「おまえはやっぱり、ひ弱で運動音痴な引きこもりだけど、いいやつだな」

「……いいやつ、ですか？」

「ああ。だからおまえには、隠し事はしたくないと思ったんだ」

　ぽん、と頭に手を置かれる。

　その重みと、彼の安らいだ表情と、幸せそうな声に胸を熱くしていると、おもむろにうなじを抱き寄せられた。額と額がぶつかるのではと思い、朧月は息をのむ。

　乙女心に関心のない彼のこと――たとえばそう、気の合った仲間の肩を抱き寄せるのと同じ感覚なのだろう。けれど、眩暈めまいを通り越して気が遠くなりそうだった。

　蒼刻におかしな雰囲気がないのが、せめてもの救いである。

「ありがとな」

「……はい」

　神妙にうなずき、贈られた言葉を嚙かみしめると、うれしさに身体の芯が震ふるえた。

　やっぱり距離は近すぎると思うけれど、蒼刻の笑顔がきちんと見られたのは幸せだ。

　滅めつ多たにない笑顔と、色違いの神秘的な瞳。

　甘えるかのようなまなざしに気をとられていたから、蒼刻の顔がもう少し近づいてきたことに、唇に彼の吐と息いきを感じるまで気づかなかった。

（え……ま……まさか？）

　信頼している蒼刻だから、何をされてももう怖くはない。けれど、このままだと互いの唇がぶつかってしまいそうだし、そんな事故が起きたらまじめな彼はきっと後悔するだろうと思ったので、朧月は緊張をおして声をしぼり出した。

「……蒼刻、さん？」

　すると、夢から急に醒さめたように蒼刻が瞬しばたたいた。

　大急ぎで身体が離れ、二人の間にこもった熱が去り、やけに濃密だった空気も霧散する。

　事故を未然に防げたことに、朧月は胸を撫で下ろし――ふと、蒼刻の目元がほんのり赤い気がして瞬いた。

　だが、確かめようと彼の顔を見つめ直す前に、蒼刻は眼帯をつけてしまう。

「その――なんだ、悪かったな。作業の邪魔して」

「邪魔だなんて」

　急いでかぶりを振ると、朧月はふわりと微笑んだ。

「……わたしはうれしかったです。いいやつだ、と言ってくださって」

　これは秘密だが、天祥に可愛いと言われるよりも心にしみたのだ。

　生きている人の目を見てこんなに自然に笑えたのは、いつ以来だろうとも思う。

　そんな純粋な感謝と喜びを伝えたのに、蒼刻はなぜか椅子の背に突っ伏してしまった。

「蒼刻さん……？　どうなさいました？」

「……なんでもない。自分の衝動が理解できなくて悩んでるだけだ」

　衝動。一体なんの、と考えかけたときだ。

「――あ、だめっすよ朧月ちゃん、そうゆうところに覚悟もなくつっこんじゃ」

「――うむ。蒼刻とて年頃の男子。勢い余って間違いを起こさぬとも限らんからのう」

　唐突な第三・第四の声に、朧月は椅子から転げ落ちそうになった。

「!?」

　蒼刻とともに振り向けば、隣室へと通じる扉がいつのまにか開いていた。

　そこからのぞくのはもちろん、美女と白虎の顔だ。

「あんたたち、いつからそこにいたんだ!?」

「『馬鹿。めそめそ泣くな』からでしたっけ？　張さん」

「じゃな。未来の護花七将軍ならすぐに気づくかと思ったが、蒼刻もまだまだよのう」

「ということでおいしいところは全部見物してましたけど、意外と大胆っすねぇ、武官さん」

「馬鹿を言うな！　俺はそんなつもりは――」

「ほう。じゃ、どんなつもりだったんすか？　あたしの目を見て言えます？」

　勢いよく立ち上がった蒼刻が、にじりよってきた星彩の言葉に、ぐっと口ごもる。

　混乱と衝撃で固まったままの朧月のそばには、のそりと白虎がやってきた。

「仲よきことは美しきかな、じゃな」

「……張さん……あ、休んでいなくても大丈夫なんですか？」

「うむ。星彩どのに力を分け与えてもらったので、だいぶ気分がよくなったのじゃ。姫たちにも礼を言いにきたんだが――お邪魔だったかの？」

　朧月はもちろん勢いよく首を振った。……本当は少し、いや、かなりどきどきしたけれど。
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　日が落ちて、紅こう梅ばい宮きゆうに行く支し度たくをしていると、またしても玄げん静せい心しんからの手紙が届いた。

　次に会ったら「妹離れしろ」と言ってやりたいと心底思いながら、愛されている自覚のない少女が引きこもる部屋に蒼そう刻こくが向かうと――

「――天てん祥しようさまが？」

「はぁい。さっき衣裳とか髪に飾るお花を贈ってくれまして、朧ろう月げつちゃんは絶賛お着替え中でっす。あ、張ちようさんはもう起きてますよ～」

　格こう子し模様の紅あかい扉から上半身だけ生やした珍奇な格好で、星せい彩さいが説明する。

　めかしこんでる場合かとも思うが、太子殿下の贈り物は無視できないか。

「武官さん、のぞきたいっすか？　仕方ないな～どうしてもって言うならちょっとだけ」

「怒るぞ」

「いや、変な意味じゃないっすよ。男女の間にはたまにはそういう刺激も必要かと」

「意味がわからん！」

　恋人のフリの演技指導に定評のない幽鬼へと叫び、それから蒼刻は声を落とした。

「というか、あんな引きこもりでも衣裳や花を贈られて喜ぶのか？」

「それ、朧月ちゃん大事なあたしに喧けん嘩か売ってます？」

「引きこもりなのは事実だろ」

「まあ、武官さんってそういう人っすよね～」

　事実を言って何が悪いという顔の蒼刻に、星彩は苦笑いで肩をすくめる。

「朧月ちゃんも女の子ですからね～。それにあたしが自分の理想を押しつけてますから、引きこもってても、毎日身なりをきれいにするのは欠かしてませんし。だから衣裳や花にも、普通に興味ありますよ。『わたしなんかには似合わない』って思っちゃうのはあるみたいですけど」

「そういうのは、あいつらしいな」

「武官さんも、花を贈ってみたいとか思ったりします？」

　星彩はわざと「朧月に」とは言わなかった。変に意識させると、蒼刻が素直に答えられないだろうと予想して。

　さりげなく回転の早い幽鬼の作戦には気づかずに、蒼刻はまじめに考えこんだ。

「いや――花を贈るよりも、花の咲いてる場所に連れ出してやるほうが、俺の性に合うな」

「武官さんらしいっすねぇ」

　にやりと笑って、星彩はうなずく。

「よかったらこれからも朧月ちゃんのこと、そ～やって連れ出してあげてくださいね。引きこもり体質ですけど、武官さんに引っ張り出されるのは、まんざらでもないみたいっすから」

「紅梅宮の件が片づいたらな。そしたら、張さんも誘って花見でもするか」

「おお！　武官さんにしては気のきいた発言！」

「別にあんたのためじゃねえよ。張さんが風流を愛する白虎だからで――」

　と。

「……蒼刻さん？」

　かすかな声に振り返る。扉を開けた朧月が、こちらに駆かけ寄ってくるところだった。

　馬鹿転ぶだろ危ない！　と叫ぶ前に、悲しいほど予想どおりに彼女は床のわずかなくぼみにつまずいてつんのめる。我ながらすばらしい速さで追いつき、小柄な身体を抱きとめた蒼刻は、あたふたと謝る朧月の姿に目をみはった。

「それが、天祥さまがくれた衣裳か」

「え？　あ……はい。おかしいですか？」

「そうじゃない」

　白を基調に紫を差し色とした衣裳は、朧月のやや大人おとなびた可愛さを巧みに引き出している。

　黒髪のしっとりと濡ぬれたような艶つやは衣ころもの白に映え、神秘的な魅力さえ生んでいた。……が、なぜか複雑だ。

　右目のことを告白しても、彼女の態度がまったく変わらないのも歓迎すべきことだ。

　それなのに、天祥の見立てた衣裳がとてもよく似合うという一点が妙に引っかかってしまう。

「まあ――馬ま子ごにも衣裳だよな」

「……武官さん。あたしが武官さんの恋人なら、今殴なぐってますよ？」

「普段より見映えがするって褒めたのに、なんで殴られなきゃいけないんだ」

「言葉の選び方が悪いんですよ～。水面に浮かぶ蓮はすのように美しいとか、風になびく柳やなぎのようだ～とか、もっと素敵な表現をしないと」

　あの太子殿下じゃあるまいし、そんな詩が軽やかに出てくるものか。

　しかし当の朧月は、蒼刻の夢のない言動にはすっかり慣れたようで、怒る様子もなかった。

「楽しそうな声が聞こえたけれど、何をお話ししていたの？　星彩」

「え～？　たしか、張さんがあたしの初恋の人にそっくりだって話だったかなぁ」

　いきなり降ってわいた衝撃的な告白に、蒼刻は朧月と顔を見合わせた。

「……さすがに、四本足が、ではないですよね」

「そりゃそうだろ。常識的に考えると、ひげがもっさりした男だったとか」

「虎とらみたいにたくましい方とか……」

「ちょっと鼻が大きめだったとか」

　ふたりで想像する「星彩の初恋の人」が、どうがんばっても虎のお面をかぶった筋肉質な男性にしかならなくて頭が痛くなる。

「初恋のあの人も、ああいう渋しぶい声でメチャカッコよかったんすよ～」

「そんな無難なオチかい！」

　騒がしいくせに妙になごむ雰囲気にはすっかり慣れたが、今は以前よりも親密さを感じる。

　理解不能の珍獣に見えた少女と、けたたましくて苦手な幽鬼だと思っていたはずなのに、不思議なものだ。

「いかん。こんなくだらない話をしたかったんじゃない」

「え？　何か特別なことでもあったのですか？」

「特別なっていうか――おまえ、〈黒衣の后〉のことも、できれば傷つけずに救いたいと思ってるだろ」

　朧月は一瞬、息が止まるかと思った。五年前のことを打ち明けてしまった相手だが、蒼刻がまさかそこまで見抜いていたとは予期していなかった。

　この人は、わたしが信じている以上に、わたしを理解してくれているのかもしれない。

　そんなふうに思う。きまじめな彼の気性が微笑ましくて、うれしい。

「にやけてる場合か」

　躾だ、と額をこづかれてしまったが。

「やっぱり……無む謀ぼうでしょうか」

「――いや。湘しよう雲うんさまのことがある以上、俺も簡単にあれを斬きるわけにはいかないしな」

　と、腰帯の刀を軽く叩く。銀装飾のそれは人ならざるものをも断つ力がある霊刀だと、皇宮に来る前に聞かされていた。劉りゆう家秘蔵の武具のひとつだという。

「おまえの双界の瞳と、幽鬼との経験を活かす機会だ。無理はせずにやってみろ」

「はげみます」

「お、めずらしく返事がいいじゃねえか」

　蒼刻らしい言い方で褒められて、胸が温かくなった。

「へ～。武官さん、あたしにぞんざいだから幽鬼は好きじゃないのかと思ってましたよ」

「あんたのことだって、別に嫌ってはいないぞ。つっこみに困るってだけでな」

（……わたしには以前から、普通に仲のいい姉きよう弟だいみたいに見えていたけど）

　言わぬが花かもしれない。

　鏡を沈めた池のほとりに着くと、天祥はまじめな顔で張さんと何かを語らっていた。さすがにパンダは連れてきていない。

　こちらに気づくと天祥は有う無むを言わさぬ笑顔で朧月を手招きし、そのいでたちを堪たん能のうした。

「思ったとおり似合ってるね。蒼刻には褒めてもらったかい？」

「はい。馬子にも衣装だと言ってくださいました」

「よしよし。それが褒め言葉だとわかるなら、君は蒼刻とやっていけるよ。がんばって」

　次は君のきれいな瞳に映える紅べに色がいいかな、と天祥は歌うように言う。珍獣をあれこれいじり回すのが楽しいようだ、と朧月は内心思う。

「ただし、蒼刻の反応は詳しく報告すること。――で、どうやって紅梅宮に行くんだい？」

　つっこみどころはあるが、やぶへびになる予感しかないので聞き流し、朧月は池の中から鏡を拾い上げた。

　日が完全に沈み、急速に藍あい色の深みを増す空から月と星の光がそそぐ中、鏡からは強い霊力が感じられた。夜の闇により幽鬼は力を増す。幽鬼の想いがこもった品も、また同じ。

　張さんが鏡を前に瞑めい目もくし、霊力を高めると、程なくして反応があった。

　空間が軋きしむ響き。

　世界が反転する音。紅い花びらが一面に吹き荒れる。

　時が静止し、ひしゃげて、空間が揺らぎ、ねじ曲がり――





◇◆◇






　――気がついたときには、五人（？）ひと固まりになって別の場所にいた。

　清潔に整えられた寝室のようだが、空気はまるで暗く閉ざされた氷室のそれである。

　山野を走り回った後のように肩で呼吸をしながら、張ちようさんが決まり悪そうにうめいた。

「狙ねらいがズレたのう。儂が籠ろう城じようしていた部屋は安全だから、そこに行きたかったのじゃが」

「でも、紅こう梅ばい宮きゆうの――これは東の房かな」

　天てん祥しようがつぶやく。横顔には一応驚きの色があるが、瞳はどこまでも冷静だ。

「……まずは、張さんが使っていたお部屋に行きましょうか。何かを探すのはそれからに」

「待て」

　したほうが、と言いさした朧ろう月げつの声に、蒼そう刻こくの警告めいた声がかぶさる。

「気配がする。外の廊に何かいるみたいだ」

　刀を抜いた蒼刻が扉を開け、廊に出ると、少し離れた場所にそれはわだかまっていた。

　――〈黒衣の后〉ではない。

　黒い靄の塊かたまりに、ひしゃげた石仮面のようなものが貼りついた、異い形ぎようの幽鬼だ。

　どろりとした腐臭のような邪気に、星せい彩さいがものすごく気持ち悪そうにうめいた。

「あれは、たちのよくない悪鬼ですよ！　死んだのが昔すぎて自分の姿を忘れちゃうと、ああいう靄みたいな姿になっちゃうって聞いたことあります」

「……〈黒衣の后〉が目覚めたのにつられて、さまよいはじめたモノかもしれませんね」

「よし。俺がしんがりを務めるから、おまえたちは張さんを連れて先に行け」

　あたふたと冥銭や護符を取り出す朧月の肩を、蒼刻がぽんと叩く。

「じゃ、私は蒼刻を補佐してあげようか」

「むしろ困ります。天祥さまも、後生ですから何もせずに守られていてください」

　さすがは武官と言うべきか、こういうときの蒼刻は冷静で容よう赦しやがない。

「せっかく私もいろいろと用意したのに。いいよ、朧月と手をつないで逃げてるから。ね？」

「……はあ」

　だが懲こりずに戯ざれ言ごとを紡つむぐ天祥も、無駄に肝きもが据すわっていると思った。

　その瞳が時として、武人の蒼刻よりも冷めているのが、朧月にはひそかに怖い。自分の生き死にに執着しない人のように見えるのだ。

「〈黒衣の后〉に出逢ったら……どうしましょう」

「天てん凱がい帝ていにまつわるものを探してきたから、それで気を引いてみよう」

「マジっすか？　早くないですか太子殿下」

「太子の権力をやんわりと振り回しただけだよ。いろいろと手はあるから」

「――太子殿下、あまりよそ見をせずに儂のしっぽを追いかけてくだされよ」

　蒼刻の刀さばきは文句なしに素晴らしく、張さんも時折その爪つめや牙きばで悪鬼を追い払ってくれたが、朧月も少しだけ役に立てた。護符と冥銭だ。

　冥銭は、たいていはもう再利用できなくなった紙を銭の形に切るだけのものだが、朧月のそれは特別製だ。きれいな紙に、神仙や幻獣の絵を描いて、華はなやかにしている。

　知り合いの幽鬼たちに、手間をかけ祈りをこめた冥銭のほうが冥府では価値が高く、幽鬼を慰める効果が高いと聞いたからだ。

　それを燃やしてご退散願うのが、意外なほど効いた。経験を活かせたことがうれしくて、朧月はめずらしく心が浮き立つのを感じた。




　だが後から思えば、それがよくなかったのかもしれない。――油断が生まれたという意味で。




　冥銭がなくても、ただ火を熾おこすだけでも、もっとも単純で安全な悪鬼払いの方法になる。

　悪鬼は、煙や熱を食べておなかがいっぱいになると、どこかへ消えてしまうのだそうだ。

　さらに効果を高めたいのなら、茶ちや宴えんを開くのもおすすめだ。茶や点てん心しんの芳かぐわしい香り、そして茶の席で詠よまれる詩は、大気に満ちている神仙の加護の力を集め、霊れい障しようや邪気を浄化してくれるのだ。が。

「……危険な幽鬼のうろつく場所で茶宴って、違和感がひどいな」

「……ですよね」

　無事にたどりついた部屋の中。蒼刻に半はん眼がんでぼやかれ、朧月はうなずくしかなかった。

「私はわりと気に入ったけどな。うるさく媚こびを売りにくる人に、お茶の気分を邪魔されたりしないだけでも最高だよ。幽鬼と違って、生者は無視するのも厄やつ介かいなんだから」

「…………」

　さらりと不ふ謹きん慎しんな毒どくを吐いては、朧月と蒼刻をなんとも言えない顔にさせるのは、もちろん太子殿下だ。

　あのあと黒い靄の悪鬼には何度も出くわしたが、幸いにも〈黒衣の后〉には遭遇せず、湘しよう雲うんの書しよ斎さいで目当ての資料を手に入れることができた。――どんくさい朧月は、ほとんど蒼刻の肩にかつがれどおしだったが。

　硝子ガラスの天板の卓を囲んで、茶で身体を温めながら話し合いを再開する。

「蒼刻さん……天祥さまも、お身体は大丈夫そうですか？　霊障などは」

「今君、私のことを忘れそうになった？」

「な、なっていません……！」

　あわてて首を振る。胡乱な朧月にも、だんだん天祥という人がわかりはじめていた。

　わざとこちらの動揺を誘う発言をしてみる――こう言うと失礼だが――ひねくれた部分は、人間に慣れていない引きこもりには難物だ。

「なら、よしとしよう。私は君の作った護符のおかげで何事もないよ。蒼刻は？」

「問題ありません」

　悪鬼を何体も斬り払ってきた刀の具合を確かめつつ、蒼刻。

　幽鬼の悲鳴を聞くと、朧月もさすがに胸が痛んだが、かといって蒼刻たちが傷ついてもいいとは思えなかったので、感傷は心の奥にしまいこんだ。今はとにかく〈黒衣の后〉をどうにかするのが最優先だ。

「じゃ、回復したところで資料を読んでみようか？　姉上たちを早く助けないと」

「そうですね……」

「早く『肉球三国志』の続きを書いてほしいからね。気になるところで以下続巻だったし」

　朧月は反応に困り、蒼刻は「感動が台無しです天祥さま」と率直にこめかみを押さえた。




　……戦争はまだ終わらない。わたしの許もとにおいでになるときも、わが君は疲れた顔をされていることが多い。

　わが君は婚儀のときと比べると、ずっと背が伸びた。急に大きくなったせいで、夜になると膝ひざが痛むとおっしゃるので、さすってさしあげた。

　わたしの膝で休まれるときのお顔は、まだ、どこかあどけないのに……。

　早く大人にならなくてはと焦あせっておられるようにも見える。心配だ。




「…………天祥さま。朗読はいいですが、カン高い裏声を使うのは勘弁してください」

「私はどんなときでも洒落しやれのわかる太子殿下をめざしてるんだ」

　張さんが言うには「湘雲さまがお忍びで街の市場を訪れた際に、今思えばだいぶ胡散くさい男から売りつけられたのだ」という古い紙の冊子は、どうやら〈黒衣の后〉の生前の日記らしかった。もとは金銀箔が入り華やかな色だったと思われたが、今はすっかり褪あせている。

　朧月が以前拾ったのは、これから脱落した一葉だったようだ。

　ときどき気分転換に執筆の場所を変えるという湘雲が、落としたのだろうか。




　今日、わが君がとうとう戦地へと発たたれてしまった。

　あの方の背中を見ているだけでも幸せだったけれど、明日からはあの背中さえも見られないのかと思うと、どうしようもなく心細い。

　……わが君とつないだ手が、ずっと離れなければよかったのに。

　でも、どれほど寂しくても待っているから。どうか無事でここに戻ってきてほしい。




「喉のどが疲れてきたな。裏声、もうやめていいかな？」

「天祥さま。はっきり言うとだれも頼んでません」

「じゃ、次の朗読は蒼刻で」

「俺が!?」




　水軍を率いた天凱さまが、■■河での交戦で行く方知れずになったと聞かされて……今日でもう、ひと月になる。女によ官かん長ちようは、もうあきらめたほうがよいと遠回しにわたしに言ってくる。

　……母国からはひそかに、帰国をうながす手紙も来ている。皇室との同盟を考え直したがっているようだ。

　けれどわたしは、わが君と別れたあの夜のまま、時間が止まったかのよう。

　あの夜、初めてわが君の寝顔を見たときのことを、あざやかに思い出せる。

　まだ過去になどできるわけがない。……だれか、これは悪い夢なのだと言って。




「可愛くない」

「…………俺に何を求めてるんですか天祥さま」

「やっぱり朧月が読んでみようか。癒されそうだし」

「え？　わたし……ですか？」

　朧月とて朗読など得意ではないが、にこやかに笑う太子殿下の求めには逆らえなかった。

　渡されたぼろぼろの冊子を、そっとめくる。

〈黒衣の后〉つまり天凱の正室だった彼女は、臣下から新帝との再婚を勧められたらしい。后の母国との同盟を維持するためであり――日記ではぼかされているが――新帝が、まだ十七歳の未亡人に執着したせいでもあるようだ。




　――即位式典の後に、あの方がまたおいでになられた。

　わたしがはっきりとしないせいで、お怒りになり……その際に、はずみで、わが君がくださった鏡が割れてしまった。

　悲しいけれど、拾って宝箱にしまっておいたのに、今け朝さ見たらどこにもなくなっていた。

　女官長に訊いたら、わたしがけがをするといけないから処分したのだという。……でも、わたしには、それが噓だとわかった。

　あの方に命じられたに違いない。わたしに、わが君への未練を捨てさせるために。

　でもわたしは、わが君を忘れたくない。どんなに小さな思い出でも覚えていたい。

　もう、わが君との思い出が増えることはないのだから。




　――日記はここで終わっている。

　この後の彼女の運命については、歴史書にも残されていない。気がかりなのに。

「にしてもこの天凱帝と皇后は、遠征前になってようやく初夜を迎えられたのか」

　………………え？

　蒼刻を除く全員が茶を噴きかけた。

　朧月も深読みしなかったといえば噓になるが、よりにもよって蒼刻が指摘するとは。

「武官さん……今なぜそこにつっこむんすか」

　星彩もどん引きである。

「どうかと思っただけだ。帝は、妻を娶めとって世継ぎを作るのも義務のうちだろ？」

　どうやら蒼刻は、まじめに帝の責務について考えているだけのようだ。

　が、繊せん細さいなところへの踏みこみ方が大胆すぎる。無神経と紙かみ一ひと重えではなかろうか。

「そうは言いますけどぉ……たとえば武官さんが、ある日いきなり朧月ちゃんと結婚させられたって、すぐにそういうことができますか？」

　なんてたとえ話をするの星彩と青ざめる朧月をよそに、蒼刻はさらりと言った。

「壊さないよう、大事に抱くが」

　…………。

　………………。

「朧月ちゃん！　そんなすごい速さで引きこもらないで～！」

　止める間もなく隣室に逃げてしまった朧月を、蒼刻は目をぱちくりさせて見送ってしまう。

　なんだあの過剰反応は、と首をひねると、意味ありげに目を細める天祥と見合った。

「驚いた。君は朴ぼく念ねん仁じんだと思ってたけど意外と大胆なんだな、蒼刻」

「……は？」

「意味がわからぬのなら、おぬしはそのままでよかろう。姫の心の平安のためにも、な」

　ぽむ。なんて肉球のついた前まえ肢あしで肩を叩かれても、この妙な空気の意味がわからない。

（俺は、訊かれたことにまじめに答えただけだぞ……？）

　解説を求めて星彩を見るが、

「武官さんは、しばらくこっちに来ちゃだめです！」

　扉の前に立ちはだかる彼女にまで理り不ふ尽じんな命令をされてしまい、蒼刻はしばらく乙女心とやらの理解に苦労するはめになった。







（帰りたい……というか、消えたいわ）

　――一方朧月は、隣の部屋に逃げこんだ後で、痛烈に後悔していた。

　なぜ冷静に、聞かなかったふりをして受け流せなかったのだろう。情けないやつめと蒼刻に叱しかられても仕方ない。叱られるならまだいい。あきれられたら、と思うと憂ゆう鬱うつだ。

　一瞬で頭が回らなかった、己おのれの胡乱で脆弱で粗忽で弱腰で陰気で愚鈍で阿呆なところにうんざりしつつ、壁際で膝を抱えたときだ。

（ッ――これは……!?）

　まぶたの裏にいきなり、白い光の中、何もかもが輝いて見える春の花園が広がった。夢で一度見た光景は、今回はなぜか切ない空気に満ちている。

　ひとつ年下の夫を、やさしく、少しだけお姉さんぶってはげます皇后。

　そんな皇后に、子供扱いはよしてくれと拗すねながらも、寂しげに微笑みかける少年帝。

　天祥をもっと童顔で素朴にしたような面おも差ざしの帝は、龍が刺し繡しゆうされた戦せん袍ぽうをまとっている。

　ご武運を。

　最後にそう言い、涙をこらえて顔をそむけた皇后を、たまらず少年帝が抱き寄せる。

　――そこで、頰ほおをはたかれたみたいに唐突に我に返った。

（今のは……もしかして、天凱帝が、最後の戦場に発たれる前のこと？）

　でも、と考えこむ。

　幽鬼の気配を察するように、特に意識せずに過去の思念を感じとってしまうのは、朧月にはめずらしいことではない。だがこうも頻ひん繁ぱんに、しかも同じ人の記憶（だろう）を追体験するのは初めてなので、根暗な性格も手伝って嫌な予感に襲われる。

（気づかないうちに……〈黒衣の后〉がわたしに、近づいてきている――とか？）

　にわかに一人でいるのが心細くなり、恥はじを忘れて隣の部屋に戻ろうとしたときだ。

「おい。入るぞ」

「！　そ――蒼刻さん」

　いきなり向こうから扉を開かれ、朧月は跳び上がった。しかも開けた人が問題だ。

　しかし、のろまな彼女が思わず隠れる場所を探すのよりも、蒼刻が彼女の襟えり首くびをつかまえてしまうほうが無論のこと早い。

「落ち着け！　さっきのあれを気にしてるなら、あれは単なるたとえ話だからな!?」

「それは……ッ――わ、わかっています、けど」

　自分みたいな胡乱で脆弱で粗忽で弱腰で陰気で愚鈍で阿呆で田舎者の引きこもりが、劉家の御おん曹ぞう司しと結婚するなんて夢にも思わない。思えない。

　けれど、大事に――と言ったときの蒼刻の声や表情を思い出してしまうと、どうにも逃げだしたくなってしまうのだ。我ながら阿呆すぎると思うが。

「わかってるなら、なぜ逃げる。本当はわかってないんじゃないのか？」

「いえ……わかってはいます。でも――」

「声が小さい！」

「は、はい！　わかってます！」

　怒ったような蒼刻につられ、ほとんど自や棄けになって叫べば、朧月もようやく吹っ切れた。

　無駄にどっと疲れた心地でうなだれると、ふいに手を引かれた。

「蒼刻さん？」

「『？』じゃないだろ。さっさと戻るぞ。こんな場所で一人になるな馬鹿」

「……ご、ごめんなさい」

　声はぶっきらぼうだし、つかまれた手もちょっと痛いが、朧月はやはり不思議な癒しと満足感を得てしまう。

　そばにいたい。つないだ手を離したくない。背中を見ているだけでも幸せ。

　なぜか、日記に書かれた〈黒衣の后〉の気持ちがわかる気がしながら、蒼刻の後を追って一歩踏み出したときだ。

　身体の芯を握り潰されるような悪お寒かんとともに、覚えのある鈴の音を聴いた気がした。

　まさか、と息をのんだ朧月の頭ず蓋がいの中に、冷えた針を刺すように声が響く。

　朧月にしか聴こえないようで、蒼刻はまだ振り返りもしない。

　――アナタ……モ……

　背後に重苦しい気配が生じた刹那、蒼刻が鋭く振り返った。

「――〈黒衣の后〉!?」

　朧月のすぐ後ろを見て、蒼刻が驚きよう愕がくの声を上げたのと、朧月の喉に靄の手が絡からみついたのはどちらが先だっただろう。

　抗あらがう間もなく〈黒衣の后〉にしがみつかれてよろめき、つないでいた手がもぎ離される。

　すぐさま駆け寄ろうとした蒼刻には、別の何かが飛びかかった。室内の家具だ。椅子が、戸棚が、鏡台が、次々に宙を舞って室内を暴れだす。幽鬼の想念の力によって。

　一度でもぶつかったら昏こん倒とうしそうなそれらを、蒼刻が人間離れした身のこなしで避けている間にも、朧月の意識はどんどん遠くなっていく。

　隣室に残っていた星彩たちが、異変を察して部屋に飛びこんできた。

　彼らの驚いた顔を目にしたのを最後に、朧月の意識は靄のような闇に搦め捕られていった。







　第六章　来世邂逅







　夢の中――〈朧ろう月げつ〉は、黒い衣い裳しようをまとう女性になっていた。

　むせ返るほどに花の香りが満ちた薄暗い部屋で、膝ひざを抱かかえている。耳にねじこまれるのは、彼女を取り巻く人々の声。

『■■さまは強情すぎる。あれほど求められておるのに、新帝の何がご不満なのだ』

『子供なのだよ。一瞬の恋を、永遠の愛と錯覚する――』

　――ある者は、新帝との再婚に煮えきらない〈朧月〉に苛いら立だち。

『なんてことだ。新帝には、我が一族から后きさきを出すつもりだったのに！』

『■■さまは、やはり求婚を受け入れてしまうのか』

　――ある者は、新帝に深く執着される〈朧月〉を怨うらみ。

『■■さまの御実家との同盟だが――儂わしはこの際、破棄すべきではないかと思うのだが』

『であるな。かの家と結んだままでは、我らも北との戦いくさの巻き添えになる』

　――またある者は、〈朧月〉と新帝の結婚は困ると、策さく謀ぼうの闇やみで蠢うごめきはじめている。

〈朧月〉は動けない。

　割られてしまった、大切な鏡。見るたびに悲しみを叫ぶそれを胸に抱えて、亡なき夫との記憶にひたることだけが、今の彼女のすべてだった。

　顔なじみの女によ官かんが、冷さめても飲める湯や水気の多い果物が盛られた盆を、寝台のそばに置いていく。食欲はなかったが、湯だけを少し口にすると、窓辺に戻り――

　――異変に気づいた。

　突然胃が火の塊かたまりを呑のんだように熱くなり、全身をおぞましい苦痛が駆かけ抜ける。

　悶もだえながら崩れ落ちると、かすむ視界の向こうで、先刻の女官がうっすらと笑っていた。

『あなたがいけないのですよ……おとなしく実家にお帰りになれば、殺されずに済んだのに。帰るはずもない夫ふ君くんを待つなどと、愚おろかしいことをしたばかりに――』




　――モウイチド　アイタカッタ

　――ソレダケ　ダッタノニ……




　声にならない悲鳴を上げて、朧月は夢から放り出される。覚かく醒せいしたあとも、しばらくは身じろぎもできなかった。

　悪夢の中の皇こう后ごうを襲った凄せい惨さんな運命の衝撃と、彼女の最さい期ごの激しい想いが、うつつの痛みとなって身体からだを蝕むしばんでいる。肌はだを灼やく疼とう痛つうの中で、朧月は散らばりそうな記憶をつなぎとめた。

　新帝に再婚を強しいられ、拒めば臣下から非難され、夫から贈られた大事な鏡を壊された上に隠され、あげく、おそらくは同盟を壊そうとした勢力の凶きよう手しゆによって――

　毒どく殺さつ。

　歴史の闇に消えた悲劇。

　――『ミンナ　シンデシマエバ　イイノニ』

　やわらかな心を持ち、政略結婚でも夫を愛した后が、世を呪のろう幽ゆう鬼きになってしまった理由。

　数多あまたの幽鬼の死にざまに接してきたとはいえ、背筋が震ふるえるのを止められなかった。

（もしかして……この部屋で彼女は――？）

　ここは寝台の中のようだ。

　幾いく重えにもなった帳とばりを開き、朧月は愕がく然ぜんとする。初めて見る部屋だ。

　凍こおるような静せい寂じやくと、現世にあらざる冷たく重い空気で紅こう梅ばい宮きゆうだとわかるが……一体？

　どうしようもなく震える足を床に下ろすと、ぐんにゃりしたものを踏んだ。

　ぎょっとして見れば、なんと黒髪の女性が倒れ伏している。

「湘しよう雲うんさま――!?」

　顔はひどく青ざめているが、意識を失っているだけだったので、一応安あん堵どした。

（でも……湘雲さまに憑ひよう依いしていたはずの〈黒衣の后〉はどこに？）

　考えても答えが出そうにない疑問は、ひとまず封印する。朧月はひびわれた鏡を秘めた懐ふところを押さえ、冷静さをかき集めた。

（わたしだけが、ここに連れてこられてしまったのか……）

（蒼そう刻こくさんたちは、きっと助けに来てくれると思うけど）

　それまでに、再び〈黒衣の后〉に襲われたら――？

　暗い穴を落ちるように絶望的に考えかけたとき、ふと蒼刻の色違いの瞳が胸に浮かんだ。

　朧月という人間を信じて、彼は秘密を打ち明けてくれた。こんなにも弱いわたしを。

（……蒼刻さん）

　たった一人で、息が止まりそうなほどに心細いけれど。

（星せい彩さい――天てん祥しようさまも、張ちようさんも……それに、兄さまだって）

　そうだ。自分よりも、彼らのことが心配だ。わたしの身に何かがあったら、きっと責任を感じてしまう、やさしい人たちが。

　覚悟を決めると、まずは苦労して湘雲を引きずっていき、寝台の下に隠れていただく。

　次室内を見回すと、貝細ざい工くの美しい文ふ机づくえに目を引かれた。

　大急ぎで抽斗ひきだしを探り、まずは書道具箱を見つける。幸いなことに未使用の紙もあった。

（これで護符を作って、部屋じゅうに貼っておけば）

　身を守れるかもしれない。

　そう、細い糸のような希望を見み出いだしたときだ。

　美しく澄んでいるのに、なぜか恐怖を呼ぶ万よろずの鈴の音ねが、周囲に一気にあふれたのは。

「……ッ……！」

　振り返る。重く呪わしい気配が、壁際の大きな姿見から放たれていた。

　つるりとした鏡面。そこに映るモノが、朧月の翡ひ翠すいの瞳を凍らせる。

　――〈黒衣の后〉だった。

　そして、彼女の周りでぞわぞわと蠢ぜん動どうするのは、あの黒い靄もやの幽鬼たちだ。

　鏡からにじみ出るようにして現れた〈黒衣の后〉は、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

「……皇后陛へい下か」

　いちかばちか、朧月は〈黒衣の后〉へと呼びかけた。少しでも考える時間を稼かせげればいい。

「あなたと御ご夫ふ君くんとのことを、わたしたちは――……!?」

　そんな儚はかない想いを握り潰すかのように、〈黒衣の后〉が一瞬で距離を詰めてきた。

　とっさに飛びのく暇もない。しがみつかれる。

　――タスケ……テ……

　鼓膜を切り裂く激しい耳鳴りに頭ず蓋がいが揺さぶられる。〈黒衣の后〉の泣き濡ぬれた声が、気が狂うほど深い悲哀の想念が、意識を凄すさまじい勢いで喰くらい尽くしていく。自分が溶とかされていくような感覚はおぞましいほど甘く――朧月の記憶は、ふっつりと途切れてしまった。
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　紅こう梅ばい宮きゆうは、現世の月のない夜空とは違い、重く垂れこめた濃灰色の空におおわれている。

　蒼そう刻こくは星せい彩さいたちと手分けして、さらわれた朧ろう月げつを捜していた。

　隙すきあらばどこかに隠れる朧月の相手をしていたおかげで、かくれんぼのオニの技能は無駄に鍛えられた自信がある。心配だが、安全な場所に隠れてさえいてくれれば見つけられるだろう。いや、絶対に見つけてみせる。

　耳が痛むほど静かな廊ろうを駆け回りながら――ふと、朧月に口づけそうになったときのことを思い出した。

（珍ちん獣じゆうのくせに……って、いや、あれは俺が悪いんだよな）

　あのときの自分は、何かがおかしかった。

　朧月を戸と惑まどわせたことを今さら反省していると、ふいに彼女に呼ばれた気がした。

　――蒼刻はこういうときは、自分の直感を信じることにしている。

　戦場でも似たような直感のおかげで、幾度か命を拾った経験があるからだ。

　直感に従い、進む方向を転じる。

　何かの予感に突き動かされながら、とある蘭らんの花が浮き彫ぼりにされた扉とびらを開けた。

「！」

　開け放たれた窓の前に、小さな後ろ姿があった。

　正しよう絹けんの白い衣ころも。帯の色あざやかな織りが、ただでさえ細い腰を強調している。

　朧月、と呼びかけると、少女はゆっくりとこちらを振り向いた。




　――彼女は、何かが違った。




　いつもの少し困ったふうな顔ではなく、狂おしい何かで瞳を凍らせていて。

　戸惑う蒼刻を、さらに別の意味でも惑わせたがるかのように、少女は胸に飛びこんでくる。

「おい……朧月？」

　小さな手があてどがないように蒼刻の背中をたどる。胸元に、切ない吐と息いきがふれた。

「ずっと、まっていたの」

　睦むつ言ごとめいた甘い声で耳をくすぐり、朧月は彼の背中に爪つめを立ててくる。

　予想だにしない展開と押しつけられた肢し体たいの感触に、蒼刻はうっかり茫ぼう然ぜんとしてしまった。

　痩やせっぽちのくせして意外と胸が――いや、そんなことを考えてる場合か！

「もう、わたしをはなさないで」

　焦あせりかけたが、繰くり返された不ふ穏おんなささやきで、ぎりぎり現実に引き戻される。

　――これは、だれの声だ？

　哀願する声の響きも、口にした内容も、弱気で控えめすぎる朧月らしくない。

　改めて見直すと、少女の姿に、澱よどみの中で揺らぐ影のようなモノが重なった。

（……〈黒衣の后〉!?）

　湘しよう雲うんに憑依していたはずなのに、どうして！

　異変に気づくと同時に、蒼刻の肌のすぐ下を冷たい疼痛が這はい回りだした。

　ぐっと息が詰まる。

　霊れい障しようという、朧月に教えられた言葉が頭をよぎった。

　霊刀を抜くことも、少女を引きはがすこともできず、霊障の痛みに蝕まれてしまう。とてつもない色仕掛けだと、頭の片隅で馬鹿なことを思った。

　じわじわと意識を溶かされる、おぞましいほど甘い感覚に酔いそうな自分を叱しつ咤たして、蒼刻は力の入らない腕を持ち上げた。

　流れる黒髪ごと、小さな頭を、いつかしてやったように撫なでてやる。

「この、馬鹿」

　そうして低く叱しかりつけるように言うと、朧月の身体がぴくりと震えた。

「待ってただの、離すなだの……そんなこと、今さら言われるまでもないんだよ。おまえみたいなヘタレ、一人にしとくわけないだろ」

「……ッ……」

「こうやって、ちゃんと迎えにきてやったじゃねえか。わけのわからんことを言ってないで、戻ってこいよ」

　操あやつられてないで、ちゃんと俺を見ろ。俺のところに戻ってこい、と。

　真摯なささやきに、しがみついていた朧月の腕が震え、わずかに力がゆるんだ。

　蒼刻は離れかけた彼女の手を逆に捕らえ、握ってやった。

　いつも手をつなぐときのように。

　――今度こそ、朧月が息をのむ。

　ひどく虚うつろだった表情がひび割れた、と思った直後、胸板を突き飛ばされた。

　蒼刻から身をもぎ離した朧月は、自分の身体を骨が軋きしむほど抱きしめる。とり憑ついた〈黒衣の后〉を押さえこむかのように。

「そう、こく……さん……はなれて――」

　朧月はうめきながら、今の密着であやしくはだけた衣の胸元から何かを取り出す。

　震える手で蒼刻に投げ渡された、それは――

（……鏡!?）

　拾うべきなのだろうが、霊障で痛めつけられた身体がひどく重たくて、たどりつけない。

　動けなくなった朧月――〈黒衣の后〉の代わりに、黒い靄じみた幽鬼が蒼刻を取り囲んだ。

　ただちに霊刀を抜いて斬きり払うが、幽鬼たちの攻撃をかわしきれない。

（朧月……！）

　黒い靄の向こうでは朧月も、彼女を操ろうとする〈黒衣の后〉と懸命に戦っている。

　背後からおおいかぶさってきた幽鬼に刃やいばを向けたとき、蒼刻の視界が眩暈めまいでぶれた。

　そこをすかさず靄の手で首を絞しめられ、息が詰まった。突然カン高い声が響く。

「武官さん、伏せて！」

「――蒼刻、下がれ！」

　星彩と、張ちようさん!?

　はっとして視線を向けると、白びやつ虎こが黒い靄に飛びかかるところだった。

　腹に包帯を巻いているとは思えないほど、俊敏で力強い動きだ。黒い靄の幽鬼が、張さんの爪で次々に打ち倒されていく。

「一応、間に合ったか！　――大丈夫かい蒼刻？」

　よろめいた背を支えてくれたのは、天てん祥しようだった。目が合うと、わずかに苦笑される。

「よってたかってやられたみたいだな。気休めかもしれないが、これを」

「……護符、ですか？」

　朧月作のとは雰囲気の違うそれを胸に押し当てると、少しだけ気分がマシになった。

　天祥はすぐに事態を理解したらしく、蒼刻から鏡のかけらを引きとる。

「皇后陛下！」

　天祥の臆さぬ呼びかけに、窓辺にいた朧月――いや、〈黒衣の后〉がぴくりと反応した。

　――……カエシテ

　切ない声が耳にしみ入る。

〈黒衣の后〉は、ゆっくりとこちらに近づいてきた。

　蒼刻を置いて、天祥は〈黒衣の后〉と向き合う。彼は、袂たもとからも何かを取り出していた。

　錆さびてぼろぼろの護り刀だ。刃は半なかばから折れ、柄にはめこまれた大粒の紅こう玉ぎよくだけが焰ほのおのように輝いている。

（――まさか天てん凱がい帝ていの……遺品か？）

　紅玉は、高貴な女人から伴はん侶りよに愛をこめて贈る宝石だ。ということは、后から帝に？

　なんとも言えぬ思いにかられた蒼刻を目で制して、

「これ以上、苦しまないでください。あなたは最後まで愛されていたのでしょう？」

　天祥が、声静かに呼びかける。

　器の形でさしのべられた〈黒衣の后〉の手が、鏡を、そして護り刀を受けとめた。

　――テンガイ……サマ……

　いつしか、黒い靄の幽鬼たちは動きを止めていた。張さんと星彩もこちらを振り返る。

　奇妙な静けさの中、鈴の音が鳴り響いた。

　そうして朧月の不可思議な力を秘めた瞳と同じ、翡翠色の光が世界にあふれ――




　――鈴の音と光が溶けるように消えると、幻まぼろしかと思うような光景が広がっていた。




　開け放たれた窓の向こうには、白みはじめた夜空。紅梅宮が現世に戻っていることに、それで気づく。

　そして。

「――天凱……さま」

　細い細い声が、静寂を溶かした。

　影の重なりのような〈黒衣の后〉の姿がかき消え――同じ場所に現れたのは、えも言われぬ佳か人じんだった。

　練り絹のごとく美しい黒髪。小さな花を思わせる、あどけなさを残した面おも差ざし。

　彼女が見つめるのは、透けた身体の中心にぼろぼろの護り刀を抱いた少年だ。

「……芳ほう蘭らん」

　皇后より年下とは思えないほど、少年帝――天凱の面差しは大人おとなびていた。

　金褐色の髪の下、憂うれいをたたえた深い瞳に、泣きだしそうな少女の顔が映りこむ。

「芳蘭……ごめん」

　やさしい声。帝の威い厳げんよりも、少年らしい繊せん細さいさを強く感じさせる声だ。

「必ず帰ると言ったのに、君との約束を守れなくて。でも僕は――」

「……天凱さま」

　ごめん、と繰り返そうとする夫を、芳蘭は静かにさえぎった。

「わかっております。あなたが――あなたのことを失っても、わたしが幸せになることを望んでいたのは。……でも、わたくしは」

　涙に濡れる声で想いを伝える彼女に、もはや恐ろしい幽鬼の面おも影かげはない。

　狂うほどに焦こがれた少年との再会に歓喜し、はらはらと涙を落とす、ただの少女だ。

　嗚お咽えつする后へとうなずき、天凱が、そっと手を伸ばす。

「……もう二度と、君を離さない」

　強く抱きすくめる彼に、芳蘭もすぐにしがみついた。

　固く抱きあったまま、風で散る花のように、二人の姿は窓の外へと落ちていく。

　――芳蘭に憑依されていた、朧月の身体ごと。

「待て、冗談だろ!?」「朧月！」「朧月ちゃん!!」「――姫！」

　いくつもの絶ぜつ叫きようと悲鳴が重なる。

　水音が、残ざん酷こくなまでにはっきりと耳を貫いた。

　白虎がいち早く窓に駆け寄り、かっと牙きばを剝むいた。

「いかん！　浮かび上がってこないぞ――」

「な……に!?」

　激しい痛みを意識の外に飛ばして、蒼刻も窓から身を乗り出した。

　窓の下は、まっすぐに濠ほりへと落ちこんでいる。――もしかして、溺おぼれてるのか？

　蒼刻は迷わず眼がん帯たいをむしりとった。呪われた瞳を人前にさらしたくないという弱い想いは、頭からきれいに吹き飛んでいた。

「蒼刻、待て！　その身体じゃ――」

　血相を変えた天祥が、手を伸ばす。

　それを強引に振り払い、蒼刻は窓から身を躍らせた。

　いっそ暴力的なまでに、朧月を助けたいという想いに衝き動かされていた。

　天祥でも、ほかのだれでもなく、自分の手で。

『武官さん、こっち！　早く朧月ちゃんを助けたげてください!!』

　――わかってる！

　そう言ってやりたいが、幽鬼と違って蒼刻は水中で声など出せない。

　夜明けの色に染まる水をもどかしい想いでかき分けながら、星彩の声を追う。

　無限と思われる時間の果てに、蒼刻はとうとう朧月を――正確には、星彩が乗り移っている朧月を見つけた。

　濡れた衣が貼りつく朧月の身体を動かすのは難しいらしい。蒼刻に手を伸ばすだけでも決死の努力であることが、弱々しい動きでわかった。

　ぐったりとした細い身体を抱いて、水をかき分け――

『武官さん、手ぇ上に挙げて！』

　星彩の叫びにとっさに従うと、手首をつかまれた。天祥だ。

　手負いの蒼刻だけでは引き揚げられないと踏んで、濠の岸にまで降りてきたらしい。……冷静な判断だ。

　天祥と張さんの尽力によって、蒼刻たちは猫ねこの額ひたいほどの岸辺へとたどりついた。

　まずは朧月を、次に、全身の血が鉛なまりと化したように重い自分の身体を岸にのせる。

「！　やッ……朧月ちゃん、息してない――」

　朧月への憑依をやめた星彩が、ひッと息をのんだ。

　天祥がすぐさま朧月を介抱しようとするのを、蒼刻はとっさに押しとどめる。

「……俺が、やります」

　横たえられた朧月の、白い頰ほおから顎あごへと指をすべらせ、大きく息を吸いこむ。

　濡れた唇くちびるに自分のそれを重ねて、熱い息を送りこんでやった。甘くさえ感じるやわらかさに場違いに心臓が跳ねるのを、理性でねじ伏せる。

　血の気の失うせた唇に、何度目かの息を与えてやった後、朧月がふいに身じろいだ。

　あわてて顔を離すと、薄いまぶたがゆっくりと開かれるところだった。

　だれかを捜すように揺れる翡翠の輝きが、蒼刻の目をうつ。

「朧月――」

　声も出ない蒼刻の代わりのように。

　指先がふれただけで砕けそうな声でつぶやいたのは、傍かたわらにいた天祥だった。
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　――温かい空気に肺を満たされ、朧ろう月げつの意識は闇から浮かび上がる。

　ゆっくりとまぶたを上げると、瑠る璃りの青と朔さく夜やの漆しつ黒こく、双そう色しよくの光が最初に飛びこんできた。

「よかったぁ～！　死ぬかと思ったっすよぅ」

「……あんたはもう死んでるだろ」

「武官さんってば、そういう意味じゃないっすよ！　朧月ちゃんがってことです」

　朧月は寒さに震えながら、何度も瞬しばたたく。

　刻一刻と色を移ろわせる、明け方の空。

　星せい彩さいの涙声。蒼そう刻こくのぶっきらぼうな声。張ちようさんの安堵のため息。天てん祥しようの穏おだやかな声――

　紅こう梅ばい宮きゆうから蛍ほたる火びのようなものが舞い降りて、濠の水面に吸いこまれていくのが見える。

〈黒衣の后〉――否いな、芳ほう蘭らんの想いは昇華され、愛した夫とともに冥めい府ふに降りていった。

　彼女の悲しみに引きずられていた黒い靄の幽鬼たちも、解放されたのだろうか。

（……よかった）

　自分も助かったのだと――助けられたのだと理解し、朧月はほうっと息をつく。

　身を起こす際、ぐっと喉のどが詰まり、うつむいた。肺はい腑ふが壊れそうな激しさで咳せきこみ、呑んでしまった水を吐く。

　天祥が嫌な顔ひとつせずに、朧月の背中をさすってくれた。

「よしよし――顔色は戻ってきてるね。気分は？　痛むところはないかい？」

「……大丈夫、です」

　気だるさをこらえて顔を上げると、天祥が見えた。泣き崩れる寸前で凍りついてしまったかのような表情だ。

　思わず目を奪われる朧月へと、彼の美しい指先が伸びてくる。

　だが、頰にふれられる寸前に、まるで奪うようにして蒼刻に抱き寄せられた。

　あの、感謝の言葉とともに抱かれたときとは全然違う。腕にこもる力は、痛いほど強い。

「おまえ、泳げないのかよ」

「あ……ご、ごめんなさい」

「おまえは本当にどんくさい引きこもりだな。……死ぬかと思っただろうが」

　ぶっきらぼうな言葉とは裏腹に、声は熱く、この上なくやさしい。

　至近距離から耳へと流しこまれれば、彼の深い想いが身体中にしみわたるようだ。

　どうしたらいいかわからなくて逃げだしたい気持ちと、ずっとここにいたくなる甘い感覚とが戦って、冷えた身体があっという間に火ほ照てる。
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　かつてない衝動に戸惑ったとき――あまりにも唐突に、蒼刻の腕から力が抜けた。

「ッ……そ、蒼刻さん!?」
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　朧ろう月げつの膝に崩れ落ち、意識を失った蒼そう刻こくは、たちの悪い熱を出した。どうやら霊障を受けすぎたせいらしい。

「武官さんが頑丈で安心しましたよぅ。死んでも死ななそうっすね～」

　濡らした布を蒼刻の額にのせる朧月の横で、星せい彩さいがさらりと物ぶつ騒そうなことを言う。

　ここは紅こう梅ばい宮きゆうの一室だ。先ほどまでは天てん祥しようや医生があわただしく出入りしていたが、今は三人しかいない。

　朧月は罪悪感でひどく気落ちしたけれど、やはり蒼刻のそばを離れられずにいる。

　と、蒼刻のまぶたが震えた。

　瑠璃の青と、新月の漆黒――熱で潤んだように見える瞳に、朧月が映りこむ。

「蒼刻さんッ……だ、大丈夫ですか？　痛いところは、あ、お水は飲みますか」

「水をくれ。――で、おまえはまた何をめそめそ泣いてんだ？」

「え」

　怒ったように言われてしまい、朧月はあたふたと涙の溜まっていた目元を押さえた。

「だって蒼刻さんは、わたしが間抜けだったせいで……」

「すべて原因は〈黒衣の后〉だろ。おまえが気に病やむことじゃない」

「……でも」

「それに――俺は、おまえを自分の手で助けられて、よかったと思ってる」

　……どうしよう。

　そんなにやさしいことを言われたら、余計に泣きそうになってしまうではないか。

　けれど、弱っている蒼刻に気を遣わせてはだめだと思ったから、どうにか涙をこらえた。

　本当は――事件が終わってよかったと、微ほほ笑えめばいいのだろう。不器用な朧月には、うまく表情が作れないけれど。わたしも星彩みたいに、明るく笑える女の子だったらよかったのに。

「天祥さまが……おまえの困った顔が可愛かわいい、とか言ってたが……そうかもな」

「……え？」

「それだけ一生懸命、おまえが俺のことを考えてるってわかるのは、悪くない」

　熱に浮かされたせいなのか、眼帯がなくて無防備に見えるせいなのか。

　蒼刻にしてはめずらしい穏やかな笑みに、ひどく胸が熱くなる。

「俺が眠るまで、ここにいろよ」

「離れません」

　即座にうなずくと、蒼刻はすんなり眠りに落ちていった。

　ほっとして初めて、星彩が機き嫌げんのいい猫みたいな笑顔でこちらを見ていることに気づく。

　今度は気き恥はずかしさで逃げだしたくなったとき、扉を軽く叩たたく音が届いた。

「天祥さま」

「いろいろと片付けてきたんだ。君は大丈夫かい？」

　朧月がうなずくと、若干疲れ顔にも見える天祥は、まなざしを寝台へと移した。

「蒼刻は？」

「熱はまだありますが、薬湯を飲まれてからは、顔色がよくなったように思います」

「――そうか。さすがの私も、今回は心臓が冷えたよ」

　朧月はすぐに茶を用意して、天祥を迎えた。

「濠から鏡と護り刀を回収したよ。この際だから同じ場所に葬ほうむり直すことにした」

「そ～したげてくださいな。これで芳ほう蘭らんさまは、二度と禍わざわいを起こさないと思うっすよ」

「これで全部解決ならいいんだけどね」

　素直に喜ぶ星彩をよそに、天祥の顔は晴れない。朧月は何度か瞬いた。

「何か、問題が残っているのですか？」

「些さ細さいなことだけどね。――蒼刻にはもう話したが、芳蘭さまの御ご陵りようは暴かれていた」

　それは予想どおりなのだが。

「単なる墓盗とう賊ぞくのせいではなかったのですか？」

「やってることは、墓盗賊そのものなんだけどね。――芳蘭さまの棺ひつぎにおさめられていた日記や鏡のかけらを、わざわざ姉上に売りつけたのが、どうもにおう。さっき、張ちようさんとそんな話をしてきたところだ」

「と……おっしゃいますと――今回の禍を引き起こすために、わざと御み霊たまの眠りをさまたげ、紅梅宮に芳蘭さまの幽鬼が現れるように仕向けたと」

「だとしたら問題だ、という話だね。なんのためにそんな手のこんだ真ま似ねを？　と訊きかれたら困るが、もしこれがだれかの策謀だとしたら――」

　室内でも見事な輝きの金髪をかき上げて、天祥はため息を落とす。

「まあ、ここから先は私たちの仕事だ。君は休んでいて。けががないとはいえ、慣れないことばかりで疲れただろう？」

「ありがとうございます。でも……蒼刻さんが、ここにいろと言ってくださいましたので」

「蒼刻が？」

「はい。わたしもおそばにいたいと思っていたので、うれしかったです」

　朧月ははにかんだ。胸の奥が温かく、同時にむずがゆい。

　つい頰がゆるんでしまったから、あわてて顔を押さえると、天祥がなぜか固まっていた。

　どうされたのだろうと小首をかしげた朧月を見つめて、彼は困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

「さすがは、あの蒼刻がなついてる子と言うべきかな」

「……？」

「私はこう見えても、蒼刻のことは本当に好きなんだけど、困ったな。……まあ、いざとなったら二人ともそばに置けるけれど」

　意味ありげな独白の真意を、つかみかねる。妙に真しん摯しなまなざしに、どきりともしたが。

「あの……天祥さま、それはどういう」

「気にしないで、私だけの問題だ。――君も蒼刻には内密に頼むよ」

　最後は星彩に向けたものだった。

　幽鬼は何かをたくらむような笑みを浮かべて、天祥にうなずいてみせている。

「さて。蒼刻が休んでいる間は、君は私と仲よくしよう」

「……え？」

「蒼刻の代わりに、私が君の面倒を見るということだ。よろしく」

　畏おそれ多いにも程がある提案だ。朧月はどこかに隠れたくなったが、蒼刻でさえ勝てない太子殿でん下かから逃のがれるなんて、もちろん不可能だった。




　――それからの三日間は、また違った意味で怒ど涛とうだった。




　紅梅宮の人々のために霊障を癒いやす薬湯や護符を作ったり、お忍びの格好をした天祥に連れられて街でみやげを仕入れたり、珍味中心で熊のてのひら屋を見て腰を抜かしたり、天祥のパンダになつかれたり、湘しよう雲うん公こう主しゆのお見舞いに行ったり……。

　人間恐怖症が治ったわけではないが、湘雲は知らない人という気がしなかった。幻げん視しですでに見知っていたおかげだろう。

　それに湘雲本人が、稀まれなる美姫でありながら、気どったところがまったくないのだ。気さくなところは義弟おとうととよく似ている。

「猛省してるわ。あやしいとは思っていたけど、まさかここまで大おお事ごとになるなんて」

「……何かお気づきだったのですか？」

「さすがにね。あの鏡も日記も、本当なら皇族の人間以外は入れない御陵から持ち出されたものでしょう？　見た瞬間に、犯罪の香りは感じたわ。でもわたしに近づいた男は何も知らない下したっ端ぱのようだったし、わたしが買わなければ貴重な国有財産がどこぞに売り払われてしまう、と思ったのがひとつ。もうひとつは、普通なら物語を書くために御陵を暴くなんて許されないから、ある意味幸運？　と思ってしまったの。――好奇心は猫を殺すとは、まさにこのことね」

　寝台で上体だけを起こした湘雲は、こたえたという表情で額を押さえた。

「もちろん、写本したら主しゆ上じようにお返しするつもりではいたのよ。まさか大勢の人を巻きこむとは思ってもいなかったし。……死者が出なくて何よりだったわ」

「湘雲さま……」

　紅梅宮の人々の後遺症は少なく、朧月の薬湯や護符を一度使ったくらいで、元の生活に戻れている。

　霊れい媒ばい体質が災いして芳蘭に憑依されたため、一番重症といえるのが湘雲だが、彼女も幾日か休めば大丈夫だろう。面やつれはだいぶ解消されて、薔ば薇ら色の頰が戻りつつあった。

　早く回復するためにも、あまり深刻に受けとめないでほしいが――

（でも……お気持ちはわかる）

（わたしだって、五年前のことや蒼刻さんのことは、どうしても後悔してしまうし）

　言葉にできない気持ちを察してくれたのだろうか。湘雲は、やわらかな笑みを見せた。

「そういえば君は、幽鬼とずっとお付き合いしてきたのだったわね？」

「はい。みな、わたしにいろいろと教えてくれました」

「わたしね、今度の経験を活かして、次は幽鬼の物語を書きたいと思うの。何かおもしろい話があったら教えてほしいな」

　寝台に押しこめられて退屈なのか、もともと好奇心がおうせいなのか、その両方か。湘雲に妙に気に入られて、朧月は幽鬼の知識をおひろめした。

　死後も娘を守った母親の話、自分が死んでいることに気づかなかった幽鬼の話、墓場に捨てられた赤子を育てた幽鬼の話――

　芳蘭の話も、もちろんした。

「……そっか。最後には、君も芳蘭さまにとり憑かれたのね」

「はい……面目ないことです」

「結局助かったんだから、君もそんなに気に病まないの。でも、ということは――君にはもう一度逢あいたい人がいたりするの？　芳蘭さまと同じように」

「え？」

「わたしにちょっとした推理があるのよ。教えて？　だれにも言わないから」

　明るくせかされる。木箱があったら隠れたいくらい恥ずかしいが、朧月は結局うなずいた。

　そばにいたい。つないだ手を離してほしくない。背中を見ているだけでも幸せ。

　芳蘭の想いと共感してしまったのだと、聞かれるままに白状する。

「やっぱり、そういうことなのかな」

「……？」

「わたしも幽鬼に関しては、君ほどじゃないけど知ってるの。だから今回のことは――わたしたちが心に隠した『もう一度逢いたい』『そばにいたい』という気持ちに芳蘭さまが共鳴して、とり憑かれてしまったのじゃないかと思って」

　明るくなつっこい口調から一転、切なげな色を帯びた声に面めん食くらい、朧月は瞬く。

　湘雲公主にも、そういう想いを寄せる方がいるのだろうか。

「今のは、君とわたしの秘密にしてくれる？」

「秘密……ですか？」

「わたしにも、いろいろとあるのよ。主上や天祥にも言えない事情がね」

　悪戯いたずらっぽく片方の目をつむってみせた湘雲に、秘密を預けられ、少しどきりとした。

　そんな具合で――

　蒼刻の看病をするか、湘雲の話し相手をするか、はたまた天祥の戯たわむれに付き合うか――はたまた星彩と張さんのいちゃいちゃを見守るか。

　それが朧月の、紅梅宮での過ごし方だった。護符や冥めい銭せんで鎮しずめた宮内にはもう怪奇現象が起こる様子もなく、平穏である。

「君は十分働いてくれたんだ。お客さま気分でのんびりしているといいよ」

　天祥はそう言ってくれたが、小心者で田舎いなか者の朧月に、こんな豪ごう奢しやな空間でくつろぐのは無理というものだ。

　どこにでも案内するよ、とも誘われたが、まず外に出る勇気がない。

　なにしろ「恋人」である劉りゆう家の御おん曹ぞう司しとともに紅梅宮を救った「姚よう朧月」は、時の英雄扱いなのだそうだ。愛の力だ、なんて言われているらしい。

　あの突拍子もない三角関係の噂うわさもある中で、人々の注目を浴びるのは怖こわすぎて、結局蒼刻の部屋にこもりきりだ。

　彼の看病をするだけでも満足で、できるなら床上げするまでいたかったのだが――

「――本当に帰ってしまうのかい？」

「はい……。兄が一度帰ってくるよう申しておりますゆえ」

　兄・静せい心しんからは、もう一日に三十通（！）も手紙が届いていた。一度黒こく烏う州に戻ってこいと矢の催促である。朧月が皇宮で不始末をしでかさないか、不安でならないのだろう。

　昨日はとうとう兄の執事からも手紙が来て、静心が仕事が手につかなくなってるから早く戻ってきてくれ（要約）と懇願されてしまった。

「君がいなくなると寂さびしいな。蒼刻もへこむだろう」

「そうでしょうか……？」

「私の言葉が信じられないと」

「！　いえその、そういうわけではなく――ええと……」

「ごめんごめん。いじめて悪かった。君の困った顔が可愛いから、つい」

　むせ返るほどあわてる朧月の頭を撫でながら、天祥は実に楽しそうだ。

「またおいで、朧月。今度はもっとゆっくり君と過ごしたいから」

　社交辞令だろうと思いつつ、朧月はうなずく。彼女が誘いを本気にしていないことを察してか、天祥はすっと目を細めた。

「来ないと、黒烏州に押しかけて君をさらうよ？　そして後宮に閉じこめてしまう」

「ええ!?」

「それが嫌なら必ず私に逢いにくること。命令ではないが、私からの『お願い』だ」

　何度もうなずく朧月の額に口づけて、天祥が風のように去る。

　――初めてのことに、朧月は我に返るまで長らくかかってしまった。

　額にふれて、ため息をひとつ。

　色めいた冗句でからかうのは、朧月が太子妃の候補にもならないし気楽だからだろう。それでも、やさしい方だと思っているが。

　蒼刻。張さん。湘雲公主。――なんだか、一生分の出逢いの運を使い果たした気がする。

（……蒼刻さん）

　手当てを受けてすぐ「この程度で寝こむ趣味はない」とのたまい、普段どおりに動き回ろうとする蒼刻のために、軍属の医生はさわやかな笑顔で薬を盛っていた。曰いわく「こういう無茶な坊やを止めるのに、手加減なんて無理なのだよ」。

　……医生のほうこそ無茶だと思うが、おかげでと言うべきか、蒼刻はよく眠っている。

　もうじき帰りの馬車が用意されることになっているけれど、離れがたい。

　張さんと別れを惜しんできた星彩は、そんな朧月を見つけると、悪戯っぽくささやいた。

「よぉく寝てるっすねえ。恋人なんですし、ちゅってしてもバレないと思いますけど？」

「な……だめよ星彩、そんなことをしたら怒られてしまうわ」

「ふ～ん？　恋人じゃないし、そんなことしたくない、とは言わないんすね？」

「！　ふ、ふざけてないでもう行かないと……ッ」

　勢いのままに行きかけて、立ち止まる。

　もう一度蒼刻を振り返ると、かなりためらってから、朧月は彼の肩にそっとふれた。

「ご武運を」

　そうして、ぺたぱたと鈍足な足音が遠のいたころ、蒼刻がゆっくりとまぶたを開けた。

　複雑そうにため息をつく。

「……別に怒らないけどな」







　終章　つないだ手をもう一度







　桜の季節が走るように去り、春牡ぼ丹たんが咲きはじめるころ。

　神しん華か国でもっとも貴とうとい花とされる牡丹は、この季節、どこの庭でも優美さで人々の心を豊かにしているはずなのだが――

「貴き殿でんか。この忙しい時期に厄やつ介かいな客人だ」

「俺が来ることは、事前に報しらせておいたはずなんだが」

「手紙は受けとったが、私は『歓迎する』とは一度も言った覚えはない」

　――幽ゆう鬼き院いん。

　蒼そう刻こくを待ち構えていた静せい心しんは、あいかわらず愛あい想そもへったくれもなかった。

　しかし彼がわかりにくく寵ちよう愛あいする妹を「必ず守る」と抜かしながら、わりとさんざんな目に遭あわせてしまった手前、蒼刻も反論しづらい。

「朧ろう月げつはどうしてる？」

「ほう。本来の用件よりも、まずそれか。かように我が妹が気になるのか」

「……おかしな言い方はやめてくれ。一緒に働いたんだから、気になって当然だろ」

　なんだか地味にいびられている気がするのは被害妄想だろうか。

　気まずい空気が煮詰められる中、その声は救いのように響いた。

「兄さま――」

　ぺたぱたといかにも運動神経が悪そうな足音が響き、廊ろうの奥から、可か憐れんな珊さん瑚ご朱色の衣い裳しようをまとった少女が現れる。

「蒼刻さんがおいでになられたと、星せい彩さいが……きゃあ！」

　と思ったら、いきなり自分の足につまずいて転びかけていた。

　すかさず手をさしのべたのは、蒼刻――ではなかった。

「危なっかしい。そなたは身体能力が絶望的なのだから注意力をみがけと、常日頃から言っておろう」

「……申し訳ございません、兄さま」

「怪我はないな？　髪が乱れているな、見苦しい。少しじっとしておれ」

　声は無ぶ愛あい想そうだが、妹の黒髪を扱う手つきはこの上なくやさしい。

　兄のわかりにくさに慣れているのか、朧月の顔も暗くはなかった。

　が、蒼刻はおもしろくない。

　しょっぱなから兄妹きようだい仲を見せつけられたのも、静心が先に朧月を助けたのも。

「お久しぶりです、蒼刻さん」

「おう」

　が、ぺたぱたと駆かけ寄ってきた朧月がいい笑顔をしていたので、機き嫌げんを直すことにした。

　蒼刻に怯まず、まるで仔犬のように見上げてくる姿が無性に懐かしい。たったひと月別れていただけなのに。

「お身体からだの具合は、もうよろしいのですか？」

「あたりまえだ。医生が大げさだっただけで、あんなのは屁へでもないって、手紙にも書いただろう。そういうおまえは――」

　――引きこもってないんだな。

　そう言いかける。客人を出迎えるなんて、以前の朧月ではありえない話だ。

　だが下手に水を差して戸棚の中などに逃げられても困るので、蒼刻は「ところで」と違う話を振った。

「おまえ、なんか後ろにたくさん連れてきてないか？」

　――憑ついてきてる、といったほうが正しいが。

　朧月の手をとった瞬間に見えたのは、柱の陰からこちらをうかがう幽鬼たちだ。星彩以外は初めて見る顔ばかりだ。

「あの怖こわいお兄さんが、星彩さまの言ってた『武官さん』ですの？」

「ですの？　人さらいなの？　殺しますの？」

「おじさんのいぬ間に、あんな目つきの悪い男に姫さんが……？　あいやー！」

「……たしかに人相は微妙ですが、根は意外と純粋そうですよ。賭かけますか？」

　ごちゃごちゃごちゃごちゃ。

　可か愛わいらしく毒どくを吐く双ふた子ごの少女や、浪人じみたうさんくさい風ふう体ていのおっさん、美び貌ぼうだが妙に棒読み口調な青年など、まるで統一感のない顔ぶれだ。

（こんなのに囲まれて暮らしてるのか……）

　なるほど、朧月が風変わりになるわけだ。

　星彩が増殖したみたいだ。それにしても、言いたい放題だが。

「この邸やしきの住人です。春の霊祭で、大半はお墓に帰っていたのですが、先日戻ってきまして」

「以前よりにぎやかなわけだ。――ああそうだ、受けとれ」

「わたしに、ですか？」

「おまえは忘れてるかもしれないが、ごたごたしてて渡しそびれてた『褒ほう美び』だ。たいしたもんじゃねえけどな」

「！　蒼刻さんこそ、覚えていてくださったなんて……」

　きれいな箱に詰められた、桃色の飴あめ玉だまだ。

　朧月は驚き、それから、まるで同じ大きさの宝石をもらったかのように感激してくれる。

　少し印象が変わったように見えたが、瞳の透明な光はそのままなのがうれしかった。

　なごんだ空気を引っかき回したがるみたいに、にやにや笑いの星彩が近づいてくる。

「朧月ちゃ～ん。今武官さん、心の中で『おまえに逢あいたかった』って言ってましたよ～」

「！」

「朧月ちゃんがいなくなってから、左目まで光をなくしたみたいにがっかりしたって♪」

　蒼刻はぎくりとして、華はなやかな装いの幽鬼を振り仰あおいだ。

「あんたは生きてる人間の心でも読めるのか？」

「そんな特技あるわけないじゃないっすか。単なる想像ですよぅ。あれ、でも大当たり？」

「ッ……ぶッ殺す!!」

「残念でした～。あたしはとっくに死んでますうよ～ん」

　悪ノリする星彩とこめかみを引きつらせる蒼刻を後しり目めに、朧月は不思議な胸のざわめきを持て余していた。

　もし、星彩の言ったことが本当なら。

　自分と同じくらいの強さで、彼も逢いたいと思ってくれたなら。

「……ちょっと滴てき翠すい楼ろうに引きこもって、幸せを嚙かみしめてきます」

「待て、意味も脈絡もわからんが、なんでそうなる!?」

「特に戸棚の中だと、考えがまとまりやすいので……」

「言いながら行くな！　というか結局引きこもり癖はまだ直ってないのかよッ」

　――ちょっと見直して損した！　と言いたい蒼刻だ。

　頭上ではにやついた星彩が「両想いでよかったですねえ武官さん♪」とのたまっている。

　どっかり疲れて、蒼刻はため息をついた。

「あんたはもう張ちようさんに会ってこいよ……」

「――へ？　張さん？　張さんも来てるんすか!?」

「ここの牛ぎゆう魔ま王おうに呼びとめられて、何か世間話してたぞ。厩きゆう舎しやにまだいるだろう」

「え～！　可愛いあたしより種牛を優先するとは何事ですか！　ちょっとおひげを引っ張ってきますねッ」

「――時に、だ」

　突如降ってわいた冷ややかな声が、浮わつきまくっていた空気を凍こおらせる。

「そなたたちは、いつまで玄関先で騒いでいるつもりだ？　恥はじを知れ」

　いつになく怒気に満ちた静心の指摘で、朧月はあわてて蒼刻を邸へと招き入れた。





◇◆◇






　以前はどことなく薄暗かった幽ゆう鬼き院いんだが、今日は風通しがよくなったような気がする。

　案内された茶室には、淡紅色をした牡丹の花が飾られていた。

「――では、今は黄こう巾きん賊ぞくを追っておられるのですか？」

　花茶を淹いれる手を止めて、朧ろう月げつ。

　その白く細い指先を、なんとはなしに見つめながら、蒼そう刻こくはうなずいた。

「俺に呪のろいをかけた張ちよう宝ほうっていう道どう士しが、配下の黄巾賊とともに皇こう都とに近づいているって情報があってな。おまえのほうは？」

「わたしは引きこもりながら……内職や、兄さまのお仕事の手伝いをしていました」

「内職？」

「女性用の鞋くつを縫ったり……あと最近は、冥めい銭せんや護ご符ふを売りはじめました。欲しい、とおっしゃる奇特な方がいたので」

　朧月の近況報告は、蒼刻にとっても喜ばしいものだった。中央からの援助で復興がずいぶん早まり、牧場が次々に再建されはじめて州民も幸せそうだと――うつむきがちな彼女にしては、明るく説明してくれる。

「蒼刻さんは、ここに来ていてよろしいのですか？　将軍さまなのに」

「将軍位は正式にはまだ得てない。着任は張宝と呪いの件にカタがついてからにしたいと、俺から双そう璧へきに頼んだんだ」

　――蒼刻さんらしいわ、と朧月は内心思った。

　時に強引だが、何度も助けてくれた彼の手に視線を落とす。

　せっかく期待していたより早く再会できたのにと思うと、落ちこむけれど……。

「……では、すぐに皇都に戻らなくてはいけないのですね」

「そうなるが――おまえも、また俺と来ないか」

　朧月は信じられない想いで瞬しばたたいた。都合のいい夢を見ているのかと思った。

「わたしが、ですか？　でも、わたしが黄巾賊との戦いにお役に立つとは」

「誰も、おまえみたいな運動音痴に剣をとれとは言わねえよ」

「では、どういう……？」

「黄巾賊があやしい術を使うのは知ってるか？　ざっくり言うと、張宝のそれに対抗するのにおまえの力が役立つんじゃないかって提案が、うちの軍の道士から出されてな。協力してくれると心強い。……それに」

　蒼刻はふと口ごもると、照れたように視線をずらした。

「俺は、おまえとはまだ話し足りてないしな」

「！　……わたしも、です」

　思わず朱に染まった顔をとっさに袖そでで隠し、朧月も小さく答えた。

　どうしよう。……すごくうれしい。

「紅こう梅ばい宮きゆうのときは、守ると言っときながら怖い想いをさせちまったし――今回はまた、おまえの苦手な『知らない人間』と行動することになるから、無理にとは言わないがな。うちの将軍その他は謎なぞとつっこみどころだらけだし」

「いえ、ぜひご一緒させてください。紅梅宮で命を助けてくださったお礼がしたいとは思っていましたし――って蒼刻さん!?」

　濠ほりに落ちたときのことを口にしたとたん、なにゆえにか蒼刻が盛大に茶にむせた。

「ど、どうかなさったのですか？　わたし、何かおかしなことを言いましたか？」

「ッ、いや、なんでもない！」

　本当だろうか？　彼のあわてようが気になって、首をかしげたとき――

「――いや～、そこには深くつっこまないほうがいいと思いますよ朧月ちゃん」

　いきなり頭上から降ってきた声に、朧月は椅い子すからずり落ちかけた。

「せ、星せい彩さい!?　いつからそこにいたの？」

「幽鬼の特権で、さっきからずっと盗み聞きしてました～。張ちようさんと刺し史しさんもそこに」

「！」

　日に透ける指先を追えば、開かれた扉とびらのところに、白びやつ虎こと並んだ黒髪の青年がいる。

　――お世せ辞じにもなごやかではない雰ふん囲い気きの静せい心しんに、蒼刻は、つい身構えてしまった。




[image: ]





（あのことは知らないはず、だよな？）

　星彩たちには口止めをしたが、命を救うためとはいえ、朧月の唇くちびるを以下略というのを静心が聞いたら、自分はえらい目に遭わされただろう。

　……もちろん朧月本人には、いずれ謝る気でいるが。

「仕事が一段落したので、様子見に来たのだが。私に聞かれてはまずい話をしていたのか？」

「そうじゃない、が――」

　咳せき払ばらい。落ち着け自分。

「ちょうどよかった。玄げん静心、あんたの許可ももらえるか。朧月を――」

「その件なら貴殿の手紙で承知している。国軍の双璧からの依頼では断れぬしな。――が、嫁にはやらぬぞ」

　最後のところは、静心へと近づいていった蒼刻にのみ聞こえる音量だった。

　なんだと？　と硬直する蒼刻のそばに、朧月がぽてぽてと追いついてくる。

「どうかなさいましたか？」

「なんでもない！　とにかく許可はもらったから明日にも出発するぞ。用意しておけ」

　かなり力ずくでごまかすと、蒼刻はもう一度静心に向き直る。

「玄静心。それとは別に、朧月をちょっと外に連れ出しても構わないか？」

「ほう。私の目を逃のがれて何をするつもりだ？」

「頼むから深読みはやめろ。来る途中でなんかきれいな花が咲いてる野原を見つけたから、見せてやりたいと思っただけだ」

　その言葉に星彩が、袖の陰でひっそりと口元をほころばせる。

　健全な提案をされてもまだ渋しぶい顔の静心を、白虎が年長者らしい威い厳げんでとりなした。

「刺史どのは仕事に戻られよ。儂わしが保護者代わりとして二人を見張ろう。なに、手をつなぐ以上のことはさせぬさ」

「信用ならんな。貴殿が星彩とのじゃれあいに夢中になっていた場合は、だれが止めるのだ」

「止めるも何も、俺はそんな不ふ埒らちな真ま似ねはしないっつってんだろ！」

　さすがに蒼刻の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。




　――そういうわけで、怜れい悧りに見えて実はただの妹寵ちよう愛あい主義の男から外出許可を得るのに、むやみと時間を食ってしまった。




「も、申し訳ございません……。兄さまは、わたしのようなふつつか者が、蒼刻さんをわずらわせてはいけないと思っておられるだけで、悪気はないのです」

「……おまえも結構ズレてるよな。この天然公こう主しゆめ」

「え？」

「いや、いい。――日が暮れる前に行くぞ」

　後ろでさっそく桃色空間を作っている星彩と張さんを従えて、厩舎に向かう。

　当然のように手をつながれて、朧月はどきりとし、少し迷いながら蒼刻の手を握り返した。

「そういえば、太子殿でん下かはお元気ですか？」

「お元気すぎるほどだ。俺にお忍びでついてこようとするし、若干困ってる」

「湘しよう雲うんさまは」

「右に同じ、執筆に燃えまくってる。またおまえに取材したいって言ってたぞ。覚悟しとけ」

　優雅な花の香りに満ちた午後。

　二人の会話は、ときどき互いのいる時間を嚙みしめるような温かい沈黙を交えながら、途切れることなく続いていった。








〈了〉










　あとがき




『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん　出で逢あいは前ぜん途と多た難なん！』をお手にとっていただき、ありがとうございます！

　アラビアンから英国ゴシックを経へて、このたびは花咲ける中華世界にご案内です。

　幽霊ネタも使っていますが、スナック感覚でつまめる・軽～いお話を目指したのでどうかご安心を。「死後の世界の話をしようぜ！　あのよ～（あの世）」くらいのノリです！

　………。

　…………やっぱり今のは忘れてください。

　つまらんギャグはさておき、私は昔から、ちょっと怖い日本民話、学校の怪談、都市伝説の類たぐいが妙に好きでした。思いっきりビビって、今すぐ忘れたい！　と思うくせに。

　たしか、初めて聞いたのは「赤いマント」。今でもはっきり覚えているのは「紫の鏡」「ヨダソウ」「カシマさん」などなど。みんなの腕時計が盗まれたと思ったら……という怪談は、ラストシーンを何度も夢に見てしまったものです。それでも懲こりてませんが！

　最初はそんな趣味から世界観やキャラクターを設定したのですが、最終的にはラブコメを目指したので、こんな感じになりました。朧ろう月げつと蒼そう刻こくは、私の考える「バカップルになりそうなコンビ」です。一冊で○が重なったコンビは、自分の著作ではたしか初めて。のはず。

　脇役を書くのも楽しく、特に星せい彩さいと張ちようさんは主役のデコボココンビ以上に筆が乗ってしまったものです。皇族姉弟はすてきなキャラデザを拝見してから、出番をもっと増やしたかったと悶もだえました。あとパンダも。

　――さて、紙幅も尽きてまいりましたので、ここからは謝辞を。

　本書の発刊に関わってくださったすべての方々に、多大なる感謝を申し上げます。

　ホラーな話を振って申し訳ありませんでした、担当さま。お憑かれさまでした、という微妙なギャグを華麗にスルーしてくださったのも素敵な思い出です。ありがとうございます！

　お忙しい中イラストを担当してくださったくまの柚ゆず子こさま。ラフが届くたびに昇天しかけました。朧月の困った顔、蒼刻のクールな視線、星彩のお色気、蒼刻の髪で遊ぶ天てん祥しよう等々、いただいたイメージすべてが宝物です。ありがとうございました！

　そして最後にこの作品を読んでくださったみなさまに、お礼を申し上げます。

　カバー折り返しでご案内したサイト《千年王国》に本編に入りきらなかったエピソードを載せる予定ですので、よろしければのぞいてくださいませ。

　では、またお逢いできることを切に祈りつつ。どうか元気でお過ごしください。


木き村むら千ち世せ







著者

木村千世

Chise Kimura




お久しぶりの方もはじめましての方も、こんにちは！　初めて覚えた料理はなぜか麻婆豆腐で、中国語を習っていた時期もありますが、もうアイヤーしか覚えていません…。

怪談、七不思議などに、今改めてハマリ中。

デコボココンビが手をつないでめぐる中華風幽明世界、楽しんでいただけたら幸いです。




■千年王国（Millenarism）

http://ckimura.web.fc2.com/
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華やかな世界で描くのが楽しかったです。

脇キャラ好きの私ですが

今回はめずらしくヒーローがタイプ

デコボココンビの今後が楽しみです♪




yuzu spice//

http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/
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